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CAN FD SBC ファミリ -  LIN トランシーバ、LDO、

ウォッチドッグを統合し、CAN パーシャル ネットワ

ーキングのオプションを持つシステムベース チップ
ATA658x データシート 

特長

• ISO 26262 機能安全対応(最高 ASIL B)、IEC 61508 対応(最高 SIL 2)

• ISO 11898-2: 2016 と SAE J2284-1～SAE J2284-5 に完全に準拠する CAN FD トランシーバ

– ISO 11898-2: 2016 に従う自律的バスバイアシング

– 標準 CAN 公称ビットレート: 最大 1 Mbit/s、CAN FD データ ビットレート: 最大 5 Mbit/s

– TXD ドミナント タイムアウト機能

– 幅広いコモンモード レンジを持つ差動バスレシーバ

– RXD のリセッシブへのクランピングを検出

– 過熱シャットダウンおよび低電源電圧時に CAN トランシーバをバスから解放

– バスピンを GND と VCC への短絡から保護

• ISO 17987-4 と SAE J2602-2LIN に準拠する LIN トランシーバ

– TXD ドミナント タイムアウト タイマ

– バスピンを GND とバッテリへの短絡から保護

• 4 Mbit/s SPI インターフェイス

• 低 EME (電磁波放射)、高 EMI (電磁環境耐性)

• バスピンの高い静電気放電(ESD)対応能力

• 非常に低消費電力のスリープおよびスタンバイ モードと完全な復帰機能

• 5 つの動作モード:
– パワーオフモード

– マイクロコントローラ リセットモード

– スリープモード

– スタンバイモード

– ノーマルモード

• 復帰要因:
– ISO 11898-2:2016 に従う CAN リモート復帰パターン

– ISO 11898-2:2016 に従う CAN リモート復帰フレーム (選択的復帰、ATA6585/6/7/8 のみ)
– WAKE および WAKE2 ピンによるローカル復帰

– 2x LIN バス リモート復帰

– SPI を介するホスト復帰

• 復帰要因の識別

• VS、VCC、VCC_SENSOR ピンでの低電圧検出

• レギュレータ(CAN、LIN、VCC、VCC_SENSOR)の過熱保護と過熱シャットダウン要因選択機能

• バッテリ電源とバスピンを電気的過渡現象から保護(ISO 7637 に準拠)

注意 : この日本語版文書は参考資料としてご利用ください。

最新情報は必ずオリジナルの英語版をご参照願います。
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• VVS動作電圧:  最高 28 V、VVS DC 電源電圧:  最高 40 V
• µC (MCU)に依存しないクロック源によるウォッチドッグ機能

– ウォッチドッグはウィンドウ モードとタイムアウト モードで動作可能

– ウォッチドッグ タイムアウト モードでの周期的復帰(オプション)

– 選択可能なウォッチドッグ周期

– 選択可能なウォッチドッグ リセットパルス長

• リンプホーム(LH) – 異常出力端子の高電圧が VCC に非依存

• 5 V/150 mA 低ドロップアウト電圧レギュレータ - VCC LDO
– 精度: ±2%

– 電流制限: 160 mA 以上

– 出力トランジスタの最大オン抵抗(RDSon): 5 Ω

– 短絡保護

• 第 2 の低ドロップアウト電圧レギュレータ(5 V/3.3 V 85 mA) (VCC_µC - ATA6582/3/7/8 のみ)
– 精度: ±2%
– 電流制限: 120 mA 以上

• 5 V/3.3 V 30 mA センサ電源電圧 – VCC_SENSOR
– 精度: ±2%

– 電流制限: 30 mA 以上

– SPI 経由で出力電圧レベルを設定可能

– 出力負荷コンデンサ(セラミック)による優れた過渡応答性

– GND およびバッテリへの短絡から保護

– 高 ESD 耐性

• リセットパルス長が設定可能な入出力リセットピン(NRES)により幅広いマイクロコントローラをサポート

• AEC-Q100 認証済み

• 2 つの周囲温度グレードが選択可能:
– ATA658x-GTQW1-VAO、ATA658x-GUQW1-VAO: 最高 Tamb = +125 ℃
– ATA658x-GTQW0-VAO: 最高 Tamb = +150 ℃

• SAE J2962-2 に完全準拠の CAN FD トランシーバ

• SAE J2962-1 に完全準拠の LIN トランシーバ

• OEM Hardware Requirements for CAN Interfaces in Automotive Applications、Rev. 1.3 に対応

• OEM Requirements for Partial Networking、Rev. 2.2 に対応

• 18 ピン VDFN および 26 ピン VDFN ウェッタブル フランク パッケージ (湿度感受性レベル 1)

• ファミリ全体でピンとフットプリントが互換

概要
ATA658x デバイスファミリには以下の 8 タイプの製品が含まれます: 

• ATA6580/85: CAN システム バイアスチップ(SBC): 1x CAN トランシーバ(CAN パーシャル ネットワーキン

グはオプション)、1x 5V 150mA 低ドロップアウト電圧レギュレータ、1x 5V/3.3V 30mA センサ電源

• ATA6581/86: CAN-LIN システム バイアスチップ(SBC): 1x CAN トランシーバ(パーシャル ネットワーキング
はオプション)、1x LIN トランシーバ、1x 5V 150mA 低ドロップアウト電圧レギュレータ、1x 5V/3.3V 30mA
センサ電源
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• ATA6582/87: CAN-LIN システム バイアスチップ(SBC): 1x CAN トランシーバ(パーシャル ネットワーキング

はオプション)、2x LIN トランシーバ、1x 5V 150mA 低ドロップアウト電圧レギュレータ、1x 5V 85mA 第 2
低ドロップアウト電圧レギュレータ、1x 5 V/3.3 V 30mA センサ電源 

• ATA6583/88: CAN-LIN-LIN システム バイアスチップ(SBC): 1x CAN トランシーバ(パーシャル ネットワーキ

ングはオプション)、2x LIN トランシーバ、1x 5V 150mA 低ドロップアウト電圧レギュレータ、1x 3.3V 
85mA 第 2 低ドロップアウト電圧レギュレータ、1x 5 V/3.3V 30mA センサ電源 

ISO 11898-2: 2016 に準拠する最大 5 Mbit/s の高速 CAN トランシーバは車載アプリケーション向けに設計され
ており、CAN プロトコル コントローラ(を備えたマイクロコントローラ)に差動送受信能力を提供します。本デ

バイスは改良された電磁適合性(EMC)と静電気放電(ESD)性能を備え、非常に低消費電力です。加えて、本デバ
イスは以下の機能を提供します。 

• 電源電圧 Off 時に CAN バスに対して理想的なパッシブ動作特性 
• 電源電圧 3.3V/5V のマイクロコントローラと直接接続可能 
• ローカルおよびリモート復帰をサポートする先進の低消費電力マネジメント機能(VCC 出力が Off であっても

常時利用可能) 
• バスライン短絡検出とバッテリ接続検出を含む保護/診断機能 

LIN トランシーバは LIN 仕様 2.0、2.1、2.2、2.2A、ISO 17987-4、SAE J2602-2 に準拠し、車載の低速データ通

信(例: 利便性向上機能向け)を処理可能です。LIN ドライバの改良されたスロープ制御により、信頼性の高いデー
タ通信(最大 20 kbit/s)を確保します。 

バッテリに恒久的に接続されるアプリケーションの消費電流を最小化するため、本ファミリの全てのデバイスは

低消費電力モードを備えています。低消費電力モードからの復帰はバス上のメッセージ、高電圧対応復帰ピン、
SPI (ATA6582/3/7/8 のみ、VCC_µC が有効時)により可能です。 

 
表 1.  ATA658x ファミリデバイスの一覧 

 

デバイス CAN    
PN LIN  5V LDO 3.3V 

LDO パッケージ グレード 
0 

グレード
1 概要 

ATA6580-GTQW0- 
VAO 

  x  DFN18 x  CAN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、 
CAN FD 対応、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6580-GTQW1- 
VAO 

  x  DFN18  x CAN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、 
CAN FD 対応、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6581-GTQW0- 
VAO 

 x x  DFN18 x  CAN-LIN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD
対応、LIN トランシーバ、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6581-GTQW1- 
VAO 

 x x  DFN18  x CAN-LIN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD
対応、LIN トランシーバ、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6582-GUQW1- 
VAO 

 2x 2x  DFN26  x CAN-LIN-LIN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN 
FD 対応、2x LIN トランシーバ、VCC=5V、
VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_µC=5V 

ATA6583-GUQW1- 
VAO 

 2x x x DFN26  x CAN-LIN-LIN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、 
CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、VCC=5V、
VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_µC=3.3V 

ATA6585-GTQW0- 
VAO 

x  x  DFN18 x  CAN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、 
CAN FD 対応、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6585-GTQW1- 
VAO 

x  x  DFN18  x CAN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、 
CAN FD 対応、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6586-GTQW0- 
VAO 

x x x  DFN18 x  CAN-LIN SBC: LIN トランシーバ、CAN トランシーバ(選択的復
帰あり)、CAN FD 対応、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6586-GTQW1- 
VAO 

x x x  DFN18  x CAN-LIN SBC: LIN トランシーバ、CAN トランシーバ(選択的復
帰あり)、CAN FD 対応、VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V 

ATA6587-GUQW1- 
VAO 

x 2x 2x  DFN26  x CAN-LIN-LIN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、 
CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、VCC=5V、
VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_µC=5V 
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...........続き 
デバイス CAN  

PN LIN 5V LDO 3.3V 
LDO パッケージ グレード

0 
グレード

1 概要 

ATA6588-
GUQW1- VAO 

x 2x x x DFN26  x CAN-LIN-LIN SBC: CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、 
CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、VCC=5V、
VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_µC=3.3V 

 

 
図 1.  概略ブロック図: CAN SBC ATA6580、ATA6585 

 
 
 

Note:  ATA6580 は CAN パーシャル ネットワーキング機能なし、 
ATA6585 は CAN パーシャル ネットワーキング機能あり 
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図 2.  概略ブロック図: CAN-LIN SBC ATA6581、ATA6586 

 
 
 

Note:  ATA6581 は CAN パーシャル ネットワーキング機能なし 
ATA6586 は CAN パーシャル ネットワーキング機能あり 
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図 3.  概略ブロック図: CAN-LIN-LIN SBC ATA6582、ATA6583、ATA6587、ATA6588 

 
 

Note:  ATA6582 と ATA6583 は CAN パーシャル ネットワーキング機能なし 
ATA6587 と ATA6588 は CAN パーシャル ネットワーキング機能あり 
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1. ピン配置 
図 1-1.  VDFN18 パッケージのピン配置図

 

図 1-2.  VDFN26 パッケージのピン配置図 

表 1-1.  ATA6580/1/5/6 のピン機能 
 

ピン 記号 機能 
1 CANH High レベル CAN バスライン (ドミナント状態で High) 
2 CANL Low レベル CAN バスライン (ドミナント状態で Low) 
3 GND グランド 
4 VCC 5V 150 mA 出力電圧 
5 WAKE ローカル復帰用 High 電圧入力 
6 LH リンプホーム異常出力、オープンドレイン 
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...........続き 
ピン 記号 機能 
7 VS バッテリ電源 
8 VCC_SENSOR 5V/3.3V 30 mA センサ電源 
9 未接続 / LIN 未接続(ATA6580/5)または LIN バス インターフェイス(ATA6581/6) 
10 未接続/ RXD_LIN 未接続(ATA6580/5)または LIN トランシーバからの受信データ出力(ATA6581/6) 
11 未接続/ TXD_LIN 未接続(ATA6580/5)または LIN トランシーバへの送信データ入力(ATA6581/6) 
12 NRES Low アクティブ入出力リセットピン 
13 NCS SPI チップセレクト 
14 SDO SPI データ出力 
15 SDI SPI データ入力 
16 SCK SPI クロック 
17 RXD 受信 CAN データ出力、CAN バスからの出力データ読み出し 
18 TXD 送信 CAN データ入力 
裏面  放熱パッド、内部で GND に接続済み 

 

表 1-2.  ATA6582/3/7/8 のピン機能 
 

ピン 記号 機能 
1 CANH High レベル CAN バスライン (ドミナント状態で High) 
2 CANL Low レベル CAN バスライン (ドミナント状態で Low) 
3 GND グランド 
4 VCC 5V 150 mA (出力電圧) 
5 WAKE ローカル復帰用高電対応圧入力 
6 LH リンプホーム異常出力、オープンドレイン 
7 VS バッテリ電源 
8 VCC_SENSOR 5V/3.3V 30 mA、センサ電源 
9 LIN LIN バス インターフェイス 
10 WAKE2 ローカル復帰用高電圧対応入力 
11 TXD_LIN2 LIN2 デバイスからの送信データ入力 
12 EN_LIN2 LIN2 デバイス イネーブル 
13 GND2 LIN2 デバイスのグランド 
14 LIN2 LIN2 バス インターフェイス 
15 VS2 LIN2 デバイスのバッテリ電圧電源 
16 RXD_LIN2 LIN2 デバイスからの受信データ出力 
17 VCC_µC 5V/3.3V 85 mA 電源 
18 RXD_LIN LIN トランシーバからの受信データ出力 
19 TXD_LIN LIN トランシーバへの送信データ入力 
20 NRES Low アクティブ入出力リセットピン 
21 NCS SPI チップセレクト 
22 SDO SPI データ出力 
23 SDI SPI データ入力 
24 SCK SPI クロック 
25 RXD 受信 CAN データ出力、CAN バスからの出力データ読み出し 
26 TXD 送信 CAN データ入力 

裏面  放熱パッド、内部で GND に接続済み 
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1.1 電源ピン(VS) 
VS 電源ピンは ATA6580/81/85/86 向けの電源ピンです。バッテリの逆接続から保護するため、通常こ
のピンは直列ダイオードを介してバッテリに接続します。このピンは標準的な車載条件(例: ロードダン
プ時の 40 V)に耐えます。 

誤動作や誤ったバスメッセージを防ぐため、低電圧検出回路が実装されています。VS 電源の投入後に

本デバイスはスタンバイモードで起動し、VCC 電圧レギュレータが有効になります。 

1.2 電源ピン(VS2) (ATA6582/3/7/8 のみ) 
VS2 電源ピンは、ATA6582/83/87/88 内部の LIN2 デバイス向けの電源ピンです。LIN2 デバイスは LIN2
トランシーバと VCC_µC LDO により構成されます。バッテリの逆接続から保護するため、通常このピ
ンは直列ダイオードを介してバッテリに接続します。このピンは標準的な車載条件(例: ロードダンプ時
の 40 V)に耐えます。 

誤動作や誤ったバスメッセージを防ぐため、低電圧検出回路が実装されています。VS2 電源の投入後に
LIN2 デバイスはフェイルセーフ モードで起動し、電圧レギュレータ(VCC_µC)が有効になります。 

本デバイスが正常に機能するには、VS ピンと VS2 ピンを常に接続しておく必要があります。そうする
事で、VS と VS2 が投入された後に本デバイスはスタンバイモードで起動し、VCC 電圧レギュレータ

と VCC_µC 電圧レギュレータが有効になります。 

1.3 グランドピン(GND/GND2) 
本デバイスは、GND 切断時に CAN バスまたは LIN/LIN2 バスに影響を及ぼしません。 

1.4 電源出力ピン(VCC) 
5 V 電圧レギュレータは、このピンを介してプリント基板上のマイクロコントローラと他の IC に電力を
供給します(最大 150 mA で負荷を駆動可能)。このピンは、電流制限および過熱シャットダウン機能に
より過負荷から保護されます。さらに、このピンの出力電圧は監視され、VCC がしきい値電圧
(VCC_UV_TRX_Set)を下回ると NRES 出力ピンがアサートされます。 

1.5 電源出力ピン(VCC_µC) (ATA6582/3/7/8 のみ) 
一部のデバイスが備える第 2 の電圧レギュレータ(3.3V/5V)は、このピンを介して最大 85 mA で負荷を
駆動できます。このピンは、電流制限および過熱シャットダウン機能により過負荷から保護されます。
マイクロコントローラには、この VCC_µC ピン(第 2 の LDO)から給電する事を推奨します。 

1.6 外部センサ電源出力ピン(VCC_SENSOR) 
VCC_SENSOR ピンは、外付け部品への給電を目的とする電圧レギュレータ出力ピンです(3.3/5 V で最
大 30 mA を供給可能)。既定値では VCC_SENSOR 電源は無効です。対応するイベント キャプチャが
有効である場合、VCC_SENSOR ピンの過電圧と低電圧が監視されます。 

1.7 CAN バスピン(CANH、CANL) 
CANH は VCC へのハイサイド ドライバであり、CANL は GND へのローサイド ドライバです。ノー
マルモードにおいて、TXD が High の時に CANH および CANL ドライバは Off になり、CANH および
CANL ピンの電圧は内部バス バイアシング回路によって約 2.5 V となります。この状態を「リセッシ
ブ」と呼びます。 

TXD が Low の時は、CANL が GND へプルダウンされ、CANH が VCC へプルアップされる事により

CAN バス上で差動電圧が生成されます。この状態を「ドミナント」と呼びます。 

スタンバイモード中に CANH および CANL ドライバは無効です。本デバイスがパワーオフ モードま
たはスリープモード中である場合、CANH および CANL は GND に対して高抵抗(低リーク電流状態)と
なり、本デバイスは理想的なパッシブ状態となります。 

CANH ピンと CANL ピンは ESD 保護機能を内蔵し、EMC および電気的過渡条件現象等の外乱に対し
て高い耐性を有します。CANH および CANL バス出力は、GND および正極性電源電圧への短絡と過熱
条件からも保護されています。 
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1.8 入力ピン(TXD) 
TXD は CAN バスの状態を制御するためのデバイス入力ピンです。応用回路では、このピンをマイクロコ
ントローラのデータ送信端子に接続します。ピンがフロート状態にされた場合に安全なリセッシブ ドライ

バ状態を確保するため、TXDピンは VCC または VCC_µCへのプルアップ抵抗を内蔵しています。 

ノーマルモードでは、TXD が High またはフロート状態である時に CAN バスはリセッシブ状態へ駆動さ
れます。 

CANH および CANL ドライバをアクティブにするには、TXD を GND へプルダウンしてバスをドミナ

ント状態にする必要があります。TXD ドミナント タイムアウト タイマは、TXD ピンが Low に設定さ
れた時にカウントを開始します。TXD ピンの Low 状態が tto(dom)より長く続くとトランスミッタは無効

になり、バスラインはリセッシブ状態へ解放されます。この機能は、ハードウェアまたはソフトウェア 
アプリケーションの障害によってバスラインがいつまでもドミナント状態に駆動され続ける(全てのネ
ットワーク通信がブロックされる)事を防ぎます。TXD ドミナント タイムアウト タイマは、TXD ピン

が High に設定された時にリセットされます。 

ノーマルモードへの切り換え中に GND への短絡等によって TXD ピンが Low に保持され場合にもトラン
スミッタは無効になります。この場合、バスラインはリセッシブ状態になります。TXD ピンが High へ
遷移するまで、トランシーバはこの状態のままです。 

1.9 出力ピン(RXD) 
ノーマルモードとサイレントモード中に、このピンは CAN バスの状態をマイクロコントローラに伝え

ます。応用回路では、このピンをマイクロコントローラのデータ受信端子に接続します。バス状態が
リセッシブの時に RXD は High です。バス状態がドミナントの時に RXD は Low です。 

この出力はプッシュプル構造です。High 状態では VCC または VCC_µC に接続され、Low 状態では
GND に接続されます。 

スタンバイモード中は、RXD 出力は VCC または VCC_µC に接続されます。復帰イベントの検出時に、
RXD は Low へ駆動されます。 

本デバイスは RXD リセッシブ クランピング機能(2.5.9. 「RXD リセッシブ クランピング」参照)を実装
しています。このフェイルセーフ機能は、RXD ラインが High (リセッシブ)にクランプされている場合
にコントローラが CAN バス上でデータを送信する事を防ぎます。 

1.10 復帰入力ピン(WAKE) 
このピンは、本デバイスをスリープモードから復帰させるために使う高電圧対応入力です。ローカル
復帰信号を生成するために、通常このピンは応用回路内の外付けスイッチに接続します。アプリケー

ションが WAKE ピンを必要としない場合、ローカル復帰機能を無効にし、WAKE ピンを GND に接続
する事で EMC 性能を最適化します。 

WKE ピンは特別な回路構造を持ち、WAKE ピンの Low→High 遷移または High→Low 遷移(極性は SPI
経由で選択可能)の後で Low レベルが決められた時間(tlocal_wu)より長く持続すると復帰がトリガされま

す。この機能により、ローカル復帰回路を非常に柔軟に設計できます。 

ノイズによる誤った復帰イベントを防ぐため、このピンには内部フィルタが実装されています。主とし
て過渡パルスおよび静電気放電(ESD)中の入力電流を制限するため、直列抵抗を挿入する必要がありま
す。この抵抗の推奨値は 3.3 kΩ です。より良好な EMC および ESD 性能を得るため、10 nF の外付け
コンデンサの使用を推奨します。 

1.11 復帰入力ピン(WAKE2) (ATA6582/3/7/8 のみ) 
このピンは、本デバイスをスリープモードから復帰させるために使う高電圧対応入力です。ローカル復
帰信号を生成するために、通常このピンは応用回路内の外付けスイッチに接続します。アプリケーショ
ンが WAKE2 ピンを必要としない場合、ローカル復帰機能を無効にし、WAKE2 ピンを GND に接続す

る事で EMC 性能を最適化します。 

WAKE2 ピンはプルアップ電流源(10 μA typ.)を備えています。WAKE2 ピンの立ち下がりエッジ後に
Low レベルが決められた時間(tlocal_wu2)より長く持続すると、ローカル復帰要求が発生します。 
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ノイズによる誤った復帰イベントを防ぐため、このピンには内部フィルタが実装されています。主とし
て過渡パルスおよび静電気放電(ESD)中の入力電流を制限するため、直列抵抗を挿入する必要がありま
す。この抵抗の推奨値は 3.3 kΩ です。より良好な EMC および ESD 性能を得るため、10 nF の外付け
コンデンサの使用を推奨します。 

1.12 SPI シリアルデータ入力ピン(SDI) 
マイクロコントローラの出力へ接続するシリアルデータ入力です。 

1.13 SPI シリアルデータ出力ピン(SDO) 
マイクロコントローラの入力へ接続するシリアルデータ出力です。チップセレクト (NCS)ピンが High
である場合、このピンは 3 ステートにされます。 

1.14 SPI クロックピン(SCK) 
シリアルデータ クロックの入力です。内部プルダウンにより既定値レベルは Low です。 

1.15 SPI チップセレクトピン(NCS) 
チップセレクト入力ピンです。このピンはアクティブ Low です。チップセレクトが非アクティブであ
る場合、データは SCK エッジで SDI から入力される事も SDO で出力される事もありません。 

1.16 リセット入出力ピン(NRES) 
VCC 電圧(ATA6580/1/5/6)または VCC_µC 電圧(ATA6582/3/7/8)が低電圧検出しきい値(VVCC_UV_TRX_Set 
(ATA6580/1/5/6)または VVCC_µC_UV_TRX_Set (ATA6582/3/7/8))を下回ると、NRES がアサートされます。
NRES は内部で VS 電圧から駆動されるため、たとえ VVCC = 0 V であっても NRES は Low を維持しま
す。VVS電圧が 1.5 V を下回るまで NRES は Low を維持し、これより電圧が低下するとハイインピーダ
ンスになります。 
低電圧遅延機能により、VCC が公称値に達してから tresetが経過するまで NRESは Lowに保持されます。 
NRES ピンは、ウォッチドッグ リセットイベントが検出された時にもアサートされます。 
NRES ピンは入力としても機能し、マイクロコントローラからこのピンを Low にアサートする事によ
り ATA658x をリセットさせる事ができます。 
このピンはプルアップ抵抗と直列ダイオードを実装しています。 

1.17 リンプホームピン(LH) 
LH はシステムエラーが発生した事を示すための高電圧対応出力ピンです。このピンはオープンドレイン
NMOSスイッチにより駆動され、以下の場合にアクティブ(Lowレベル: NMOSが ON 状態)になります。 
1. ウォッチドッグ異常/リセット イベントが発生した 
2. スタンバイまたはノーマルモード中に以下の条件が検出された: 

[VVCC < VVCC_UV_TRX_Set (ATA6580/1/5/6) && RSTLVL ==1]  OR  [VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Set 
(ATA6582/3/7/8)]  OR  [VVCC < VVCC_UV_IO_Set (ATA6580/1/5/6)] 

3. 図 2-1 内の条件(e AND i)によってトリガされた µC リセットモードへの移行後に tresetより長く以下
の条件が検出された: 
[VVCC < VVCC_UV_TRX_Set (ATA6580/1/5/6) && RSTLVL ==1]  OR   [VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Set 
(ATA6582/3/7/8) ]  OR  [VVCC < VVCC_UV_IO_Set (ATA6580/1/5/6)] 

4. µC リセットモード、スタンバイモード、ノーマルモードのいずれかである時に [VVCC > VVCC_OV_ 
Set] が検出された(LDOECR レジスタ内で有効にされている場合) 

LH がアクティブになった後は、本デバイスが連続して 3 回の有効なウォッチドッグ トリガコマンドを受信
するまで LHはクリアされません。これは VS低電圧中にウォッチドッグが有効化どうかに関係ありません。 

VS低電圧中に VVSが上昇して VVS_PWRONを上回るか、VVSが下降して VVS_PWROFFを下回ると、LH出力は無
効(NMOSは OFFで電圧はプルアップ電圧による)にされます。 

1.18 TXD_LIN/TXD_LIN2 ピン  
ノーマルモード中は、TXD_LIN ピンと TXD_LIN2 ピンはそれぞれ LIN 出力と LIN2 出力の状態を制御す
るためのマイクロコントローラ インターフェイスとして機能します。LIN/LIN2 バスをドミナント状態
へ 駆 動 す る に は 、 TXD_LIN/TXD_LIN2 を グ ラ ン ド へ プ ル ダ ウ ン す る 必 要 が あ り ま す 。
TXD_LIN/TXD_LIN2 が High または未接続(内部プルアップ抵抗あり)である場合、LIN/LIN2 出力
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出力トランジスタはターンオフし、バスはリセッシブ状態になります。ノーマルモードへの切り換え中

に TXD_LIN/TXD_LIN2 ピンが論理 Low 状態のままであった場合、これらのピンを 10 μs より長く High
レベルへプルアップしない限り LIN/LIN2 ドライバをアクティブにできません。この機能は、ノーマルモ
ードが有効になった後にバスラインが誤って(例えば TXD_LIN/TXD_LIN2 が GND へ短絡したために)ド
ミナント状態へ駆動されてしまう事を防ぎます。 

フェイルセーフ モード中(LIN2 デバイスのみ)に、TXD_LIN2 ピンは出力として使われ、RXD_LIN2 ピン

と一緒にフェイルセーフ要因を示します。 

TXD_LIN/TXD_LIN2 入力は内部プルアップ抵抗を備えています。内部タイマはバスラインが持続的にド
ミナント状態へ駆動される事を防ぎます。TXD_LIN/TXD_LIN2 が tto(dom)_LINよりも長く Low へ駆動され

ると、LIN/LIN2 バスドライバはリセッシブ状態へ切り換わります。しかし、スリープモードへの切り換
え時は、TXD_LIN/TXD_LIN2 ピンの現在のレベルがバスの状態に反映されます。詳細は 2.12.1.  「LIN2
動作モード」を参照してください。 

LIN バスドライバを再度アクティブにするには、TXD_LIN/TXD_LIN2 を tDTOrel よりも長く High にする

必要があります。 

1.19 RXD_LIN/RXD_LIN2 ピン 
ノーマルモード中は、これらのピンは LIN/LIN2 バスの状態をマイクロコントローラに示します。

LIN/LIN2 の High (リセッシブ)状態は、RXD_LIN/RXD_LIN2 の High レベルにより示され、LIN/LIN2 の
Low (ドミナント )状態は RXD_LIN/RXD_LIN2 の Low レベルにより示されます。この出力は、
VCC/VCC_µC と GND の間で切り換わるプッシュプル段です。AC 特性は、20 pF の外付け負荷コンデ
ンサを使って計測されています。 

LIN2 デバイスがサイレントモード中である場合、RXD_LIN2 出力は High へ切り換わります。 

1.20 LIN/LIN2 ピン 
LIN 仕様 2.x/ISO 17987-4 に従い、内部電流制限機能、過熱シャットダウン機能、内部プルアップ抵抗
を備えたローサイド ドライバを実装しています。電圧レンジは-27～+40 V です。GND のシフトまたは

VBat の切断が発生しても、このピンは LIN/LIN2 バスから VS/VS2 への逆電流は発生しません。
LIN/LIN2 レシーバのしきい値は LIN 仕様に準拠します。 

立ち下がり(リセッシブ→ドミナント)時間と立ち上がり(ドミナント→リセッシブ)時間はスロープ制御さ

れます。 

LIN/LIN2 から VBat への短絡時に、出力電流は IBUS_LIM以下に制限されます。電力損失によりチップの

温度が TLINoffを超えた場合、LIN/LIN2 出力は Off になります。チップの温度が下がって TLINoff - Thysを
下回った後に LIN/LIN2 出力は再び On になります。LIN/LIN2 が High の時に RXD_LIN/RXD_LIN2 は
High に駆動されます。VCC/VCC_µC レギュレータは、LIN/LIN2 過熱シャットダウンとは無関係に動作
します。 

LIN/LIN2 から GND への短絡が発生しても、本デバイスをスリープモードまたはサイレントモード(LIN2
デバイスのみ)へ切り換える事ができます。短絡が解消した場合、本デバイスはリモート復帰機能により
復帰できます。VBat 喪失時の LIN/LIN2 ピンでの逆電流は 2 μA 未満です。これは、一部の LIN ノード
がバッテリまたはイグニション スイッチから給電されるバスシステム向けに最適な挙動です。 

1.21 EN_LIN2 ピン(ATA6582/3/7/8 のみ) 
このイネーブル入力ピンは、LIN2 デバイスの動作モードを制御します。EN_LIN2 が High である場合、
LIN2 デバイスはノーマルモードになり、TXD_LIN2→LIN2 および LIN2→RXD_LIN2 の伝送経路は両方
ともアクティブになります。VCC_µC 電圧レギュレータは、3.3V/5V 85 mA の出力で動作します。

TXD_LIN2 が High を保持したまま EN_LIN2 が Low に切り換わると、LIN2 デバイスはサイレントモード
に設定され、データ送信ができなくなります。詳細は 2.12.1 「LIN2 動作モード」を参照してください。 

TXD_LIN2 が Low の時に EN_LIN2 が Low に切り換わると、LIN2 デバイスはスリープモードへ移行しま

す。データの送受信は一切できず、VCC_µC 電圧レギュレータは Off になります。 

EN_LIN2 が切断された場合に LIN2 トランシーバをリセッシブモードに設定するため、EN_LIN2 ピンは
プルダウン抵抗を備えています。 
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2. 機能説明 
2.1 デバイス動作モード 

図 2-1.  デバイス動作モード状態図 

 

 
 

 
 

ATA658x 内のモード制御ユニットは、上図に示す 5 つの状態を実装しています。以下では、各状態に
ついて簡潔に説明します。 

 
2.1.1 µC リセットモード 

ATA6580/1/5/6 では、µC リセットモードがパワーオン リセット後の既定値モードです。これはリセッ
トを実行するためのモードです。このモードは、マイクロコントローラを制御された方法でリセット可
能とするために、NRES ピンを定義された時間プルダウンします。 



Complete Data Sheet 
© 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

DS20006830B_JP - p. 16 

ATA658x Data Sheet 
機能説明 

 

 

図 2-2. 電源投入から電源遮断までの間のモード切り換え 

 
 

 
 
 

µC リセットモード中は、CAN および LIN トランシーバと SPI は無効になります。低ドロップアウト電

圧レギュレータ VCC とその過熱検出機能は有効です。ウォッチドッグは無効になります。以下のイベン
トにより、ATA6580/1/5/6 は µC リセットモードへ切り換わります。 
• スリープモードから:  有効にされている復帰イベントまたは割り込みイベントが検出された 
• 全てのモードから:  NRES 端子で外部から駆動された立ち下がりエッジが検出され Low レベルが

tnres_inputより長く持続した 

• ウォッチドッグ タイムアウトが発生した 

• ウォッチドッグがウィンドウより早期にトリガされた(ウィンドウモード) 
• 本デバイスがノーマルモード中である時にウォッチドッグ制御レジスタの再設定が試みられた 
• SECR レジスタ内の RSTLVL ビットが「1」に設定されている場合に VVCC < VVCC_UV_TRX_Setが検出

された(RSTLVL の既定値は、ATA6580/1/2/5/6/7 では「1」、ATA6583/8 では「0」です)。 
• VVCC < VVCC_UV_IO_Set が検出された(ATA6580/1/5/6)、または、VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Setが検出され

た(ATA6582/3/7/8) 
µC リセットモードと VCC 低電圧イベント: 
RSTLVL ビットが「1」(既定値)に設定されている場合、本デバイスは VCC の低電圧条件(VVCC < 
VVCC_UV_TRX_Set)を検出した後に µC リセットモードに移行します。本デバイスは、VCC が VVCC > 
VVCC_UV_TRX_Clear に回復するまで µC リセットモードを維持し、その後にリセットパルス長タイマをリ

セット/再起動します。本デバイスが µC リセットモードへ切り換わった時に VCC 低電圧が検出されると、
リセットパルス長タイマは VCC が回復するまでリセットモードが維持され、その後にリセット/再起動
します。ATA6580/1/5/6 は、treset が経過した後に µC リセットモードを終了してスタンバイモードへ移

行します。 
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図 2-3.  µC リセットモード中の VCC 低電圧(VVCC < VVCC_UV_TRX_Set)、RSTLVL==1 

 
 

RSTLVL ビットが「1」に設定されていない場合、電源投入起動後またはウォッチドッグ リセットイベ
ント検出後または VVCC < VVCC_UV_IO_Set検出後にのみ本デバイスは µC リセットモードへ移行します。

本デバイスが µC リセットモードに移行した後に VVCC >VVCC_UV_IO_Clearが検出されると、本デバイスは

リセットパルス長タイマを起動します。タイマがタイムアウトすると本デバイスは直ちにスタンバイモ
ードに移行します。 

ATA6582/7 では、µC リセットをトリガするために VCC_µC が監視されます。RSTLVL が「1」に設定
されている場合、本デバイスは VVCC_µC < VVCC_UV_RST_Set の検出後に µC リセットモードに移行します。

本デバイスは VCC_µC が回復するまで µC リセットモードのままです。RSTLVL が「0」に設定されて
いる場合、本デバイスは VVCC_UV < VVCC_UV_IO_Setの検出後に µC リセットモードに移行します。 

ATA6583/8 では RSTLVL ビットを使いません。µC リセットは、本デバイスが VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Set
を検出した時に常にトリガされます。 
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図 2-4. VCC 低電圧(VVCC < VVCC_UV_IO_Set)中の µC リセットモードからのモード切り換え、RSTLVL=0 

 

2.1.2 パワーオフモード  
デバイス VVSの電源電圧がデバイス パワーオフ検出電圧しきい値(VVS_PWROFF)を下回ると、本デバイス

はパワーオフモードになります。このモードは、バッテリが最初に接続された時の既定値モードです。
このモードでは、内蔵 CAN トランシーバは CAN Off モードです(2.2.1. 「CAN Off モード」参照)。内蔵
LIN トランシーバは LIN 電源 Off モードになります(ATA6580/1/5/6 のみ)。ウォッチドッグは非アクティ
ブです。CANH/CANL 端子はハイインピーダンスです。パワーオフ モードでは、本デバイスは機能を一
切提供できません。VVS が電源 On 検出しきい値(VVS_PWRON)を上回ると本デバイスは直ちにリセットし

て初期化し、tstartup後にスタンバイモードに移行します。 

2.1.3 スタンバイモード 
スタンバイモードは、本デバイスが最初に移行する省電力モードです。スタンバイモード中は、CAN お

よび LIN 内蔵トランシーバの両方が無効です。5 V 専用 VCC 低ドロップアウト電圧レギュレータは On
になります。ウォッチドッグは既定値により有効です。 

スタンバイモード中に本デバイスは各種のリモート復帰機能(LIN バス復帰、CAN バスリモート復帰(標
準復帰パターン(WUP)または選択的復帰フレーム(WUF)による)と、高電圧対応のローカル復帰をサポー
トします。CAN および LIN バスのリモート復帰は、それぞれレジスタビット CWUE および LINWUE が
「1」に設定されている場合に有効になります(2.4.5.12. 「TRXECR レジスタ」参照)。加えて、リモー
ト復帰を利用するには、VVSがしきい値 VVS_UV_TRX_Clear を上回る必要があります。そうではない場合、

LIN および CAN バスの復帰イベントは検出されません 

ATA6580/1/5/6 内の CAN トランシーバは、スタンバイモード中(条件: VVS > VVS_UV_TRX_Clear)に ISO 
11898-6 に従う自動電圧バイアシングをサポートします。バスピンは、バスが非アクティブである時に
RCAN_H/RCAN_Lを介して GND へバイアスされ、リモート CAN バス復帰要求(ISO 11898-6 に従う復帰パ

ターン(WUP))が検出された時に約 2.5 V へバイアスされます。 

CWUE = CPNE = PNCFOK = 「1」である場合、CAN バスを介する選択的復帰が有効になります。この
場合、有効な復帰パターンが検出された後に、バスピンは最初に 2.5 V へバイアスされ、本デバイスは

後続の復帰フレーム(WFU)をデコード可能となります。有効な WUF が検出された場合にのみ復帰イベ
ントが登録され、復帰プロセスが終了します。データフレームが有効な WUF である場合、本デバイス
は復帰イベントが検出された事を示します。選択的復帰が無効かつ CAN リモート復帰が有効である場合、
復帰パターン(WUP)を使う標準リモート復帰が有効になります。本デバイスは、有効な復帰パターンを
検出した後にバスピンを 2.5 V へバイアスし、復帰イベントを登録し、復帰処理を終了します。 
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WAKE ピンを介するローカル復帰は、ビット LWURE または LWUFE(もしくはその両方)が「1」に設定
されている時に有効になります(2.4.5.14. 「WKECR レジスタ」参照)。加えて、本デバイスはスタンバ
イモード中に各種システムイベントの検出もサポートします(2.4.5.13. 「TRXECR2 レジスタ」参照)。 

ATA658x は各種ステータス レジスタを備えています。内部復帰フラグ LINWUS、CWUS、LWURS、
LWUFS (2.4.5.6. 「CTRXESR レジスタ」と 2.4.5.7. 「WKESR レジスタ」参照)とシステムイベント ス
テータス レジスタは、対応するイベントが検出された場合に「1」に設定されます。本デバイスは、有
効な復帰イベントを検出してもスタンバイモードからノーマルモードへ移行しません。本デバイスは対
応する内部ステータス レジスタビットをセットするだけです。ノーマルモードへの移行は、SPI を介し
てレジスタビット DOPM が 0b111 に設定された時にのみ発生します。 

スタンバイモード中は、復帰イベントまたは割り込みイベントの検出(2.5.13. 「RXD/RXD_LIN ピンを介
する復帰および割り込みイベント診断」参照) がピン RXD および RXD_LIN により示されます(対応する
イベント割り込みを有効にしておく必要があります(2.4.5.10. 「SECR レジスタ」～2.4.5.14. 「WKECR
レジスタ」参照))。RXD および RXD_LIN ピンは通常 VCC または VCC_µC レベルであり、有効にされ
ているイベントが検出された場合に Low に設定されます。この時、マイクロコントローラは SPI を介し
て一連のステータス レジスタ(2.4.5.3. 「GESR レジスタ」～2.4.5.8. 「BFESR レジスタ」参照) から本
デバイスに関する詳細な情報を取得できます。 

図 2-1 に示す通り、本デバイスは以下の状況が発生するとスタンバイモードに移行します。 
1. µC リセットモードから:  リセットパルス長時間が過ぎた 
2. 保留中の復帰イベントが存在するか全ての復帰要因が無効である場合に SPI 経由で DOPM = スリ

ープモードが書き込まれた 
3. ノーマルまたはスリープモードから:  SPI を介して DOPM = スタンバイモードが書き込まれた 
4. スリープまたはノーマルモードから:  SPI を介する無効な DOPM コードの設定が検出された 

スタンバイモード中にウォッチドッグ (ウィンドウモードまたはタイムアウト モード)を有効にできま
す。ウォッチドッグの誤った設定を防ぐため、ウォッチドッグはスタンバイモード中にのみ設定可能で
す。 

 
2.1.4 スリープモード 

スリープモードは最も低消費電力のモードです。このモードでは、5V VCC 低ドロップアウト電圧レギ
ュレータは Off になります。 

ATA6582/3/7/8 では、SPI を使って必ず最初に CAN-LIN SBC をスリープモードに設定してから LIN2 デ
バイスをスリープモードにします。そうしないと、VCC_µC が無効になり、それと一緒に SPI も無効に
なるため、本デバイスはデッドロック状態となります。 

スタンバイモードと同様に、スリープモード中も本デバイスは各種の復帰/割り込みイベントに応答しま
す(2.5.13. 「RXD/RXD_LIN ピンを介する復帰および割り込みイベント診断」参照)。スリープモードへ
移行する前に、復帰要因を設定しておく必要があります。LIN バス復帰(ATA6580/5 を除く)、CAN バス
復帰、ローカル復帰(WAKE)、割り込みイベントのいずれかが検出された時(2.5.13. 「RXD/RXD_LIN ピ
ンを介する復帰および割り込みイベント診断」参照)、またはウォッチドッグ リセット(タイムアウト モ
ード)が発生して本デバイスがスリープモードを終了した時に、VCC 電圧レギュレータ出力が On になり
ます。 

図 2-1 に示す通り、本デバイスは以下のいずれかの状況でスリープモードに移行します。 
1. ノーマルまたはスタンバイモードから:  SPI 経由で DOPM = スリープが書き込まれた(保留中の復帰

イベントが存在せず、かつ少なくとも 1 つの復帰要因(2.4. 「ATA6580/1/5/6 における復帰」参照) が
有効である場合) 

2. ノーマル、スタンバイ、µC リセットモードから(ATA6580/1/5/6):  VCC 過電圧が tOV_VCC_debよりも
長く検出された(VCCOVSD が「1」に設定されている場合) 

2.1.5 ノーマルモード 
ATA658x はノーマルモード中に完全な機能を提供します。 

イベントが検出された時に本デバイスによって「1」に設定された復帰フラグ LINWUS (LIN トランシー
バが LIN スタンバイモード中である場合のみ) および CWUS と割り込みイベント ステータス レジスタ
は、本デバイスがノーマルモードへ移行した後も「1」に設定されたままです。 
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図 2-1 に示す通り、本デバイスは SPI コマンドによってスタンバイモードからノーマルモードへ移行しま
す。 

 
2.1.6 関連レジスタ 

2.1.6.1 デバイスモード制御レジスタ(アドレス: 0x01) 

名称: DMCR 
オフセット:  0x01 
リセット: 0x24 
属性:                読み/書き可能 

 
本デバイスの動作モードは、デバイスモード制御レジスタ内の DOPM ビットで選択します。このレジ
スタへは、SPI 経由でアドレス 0x01 を指定してアクセスします。 

 
 

Bit 7:6 – 予約済み[1:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 5 – RSTEN 
スリープモードから µC リセットモードを経由して復帰する事を本デバイスに要求する場合、ホストは
RSTEN ビットを「1」に設定する必要があります。復帰イベントまたは割り込みイベントによってモ
ード移行がトリガされた時にスリープモードからスタンバイモードへ移行する事を本デバイスに要求す
る場合、ホストは RSTEN ビットを「0」に設定する必要があります。このビットは ATA6582/3/7/8 の

みで設定可能です。ATA6580/1/5/6 では、このビットの値は常に「1」です。 
 

Bit 4 – VCCOVSD 
VCC 過電圧が検出された時に VCC レギュレータを無効にする必要がある場合、ホストは VCCOVSD
ビットを「1」に設定する必要があります。 
ATA6580/1/5/6 では、本デバイスをスリープモードへ移行させると VCC レギュレータは無効になりま

す。復帰イベントまたは割り込みイベントが本デバイスの復帰をトリガすると、このレギュレータは再
び有効になります。 

 
Bit 3 – SLPVCCµC 

このビットは ATA6582/3/7/8 のみで利用可能です。このビットは、スリープモード中に VCC_µC の低電
圧条件が検出された後の本デバイスの挙動を設定します。 
このビットを「1」に設定する場合、LIN2 デバイスを唯一の復帰要因として選択してはいけません。そ
の他の復帰要因の少なくとも 1 つを選択する(LWUFE、LWURE、CWUE、CPNE、LINWUE のいずれか

を「1」に設定する)必要があります。 
 

SLPVCCµC VCC_µC 低電圧検出時の動作 VCC_µC 低電圧解除時の動作 
1’b0 

(スリープモード中に NRES 入力

は無視される) 

応答しない 復帰する 
(ビット EXTWUE=1 の場合のみ、その他の場合

は応答しない) 
1’b1 μC リセットモードへ移行する 図 2-1 に従って 

µC リセットモードを終了する 
 

Bit 2:0 – DOPM[2:0] デバイス動作モード選択 
 

DOPM[2:0] デバイス動作モード 
3’b001 スリープモード 
3’b100 スタンバイモード  

(未定義の動作モードコードはスタンバイモードへの移行をトリガする) 
3’b111 ノーマルモード 
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2.1.6.2 デバイスモード ステータス レジスタ (アドレス: 0x03) 

名称: DMSR 
オフセット:    0x03 
リセット: 0x01 
属性:                読み出し専用 

 
このレジスタは、デバイス動作モードの移行に関連する情報を提供します。 

 
 
 

Bit 7 – SMTS スリープモード移行ステータス 
直近のスリープモードへの移行が SPI コマンドによってトリガされた場合、本デバイスはこのビットを
「0」に設定します。直近のスリープモードへの移行が VCC 過電圧(2.5.6. 「VCC ピン低電圧/過電圧検
出」参照)によってトリガされた場合、本デバイスはこのビットを「1」に設定します。 

 
Bit 6 – OTPWS 過熱事前警告ステータス 

デバイス温度が過熱事前警告しきい値より高い場合に本デバイスはこのビットを「1」に設定し、デバ
イス温度が過熱事前警告しきい値以下である場合にこのビットを「0」に設定します。この機能を利用
するには、OTPWE ビットが「1」に設定されている必要があります(2.5.10. 「過熱検出と過熱シャッ
トダウン要因選択機能」参照)。 

 
Bit 5 – NMTS ノーマルモード移行ステータス 

本デバイスは、電源投入プロセスが終了した後にこのビットを「1」に設定し、ノーマルモードへの移
行時にこのビットを「0」に設定します。 

 
Bit 4:1 – 予約済み[3:0] 将来用に予約済み 

 
Bit 0 – VCCS VCC 電圧ステータス 

VVCC が VCC TRX 低電圧検出しきい値を下回ると、本デバイスはこのビットを「1」に設定します。こ

のビットは ATA6582/83/87/88 でのみ利用可能です。 

2.2 内蔵 CAN トランシーバ動作モード 
ATA658x の内蔵高速 CAN トランシーバは、通常の CAN (最大ビットレート: 1 Mbit/s)と CAN Flexible 
Data-Rate (CAN FD) (最大ビットレート: 5 Mbit/s)向けに設計されています。このトランシーバは、
CAN プロトコル コントローラに差動送受信能力を提供します。このトランシーバは ISO 11898-2、ISO 
11898-5、ISO 11898-6、ISO 11898-2:2016 に準拠します。 

内蔵 CAN トランシーバは次の動作モードをサポートします: CAN ノーマル、CAN サイレント、CAN ス
タンバイ、CAN バイアスありスタンバイ、CAN Off、CAN 限定(Reduced)ノーマル。 

CAN トランシーバの動作モードは、本デバイスの動作モードと、CAN トランシーバ制御レジスタ
(2.2.7.1. 「TRXCR レジスタ」参照)内の COPM ビットの設定によって決まります。本デバイスがノー
マルモード中である時に、TRXCR レジスタ(2.2.7.1. 「TRXCR レジスタ」参照) 内の COPM ビットを
使って 4 通りの動作モードが選択できます。CAN バイアスありスタンバイモードは COPM ビットで直
接選択できません。CAN バイアスありスタンバイモードへの移行をトリガする条件については、2.2.3. 
「CAN バイアスありスタンバイモード」を参照してください。本デバイスが µC リセットモード、スタ
ンバイモード、スリープモードのいずれかである場合、CAN トランシーバは CAN スタンバイモードま
たは CAN バイアスありスタンバイモードのどちらかです。 

CAN トランシーバは、ISO 11898-2:2016 に従うバスの自動的なバスバイアシングをサポートします。
これは CAN スタンバイモード中に有効です。バス上にアクティビティが存在する場合、バスは 2.5 V
へバイアスされます(CAN バイアスありスタンバイモード)。CAN バイアスありスタンバイモードでは、
CAN バイアス電圧は VVS から直接提供されます。バス上にアクティビティが存在しない状態が tSilence
よりも長く持続すると、バスは GND へバイアスされます(CAN スタンバイモード)。 



Complete Data Sheet 
© 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

DS20006830B_JP - p. 22 

ATA658x Data Sheet 
機能説明 

 

 

トランシーバのその他のアクティブな動作モード(CAN ノーマルまたは CAN サイレントモード)では、

バスピン CANH/CANL は 2.5 V へバイアスされます(2.2.7.1. 「TRXCR レジスタ」参照)。CAN バイアス
電圧は、CAN ノーマルモードでは VVCCから提供され、CAN ノーマルモードでは VVSから提供されます。

CAN Off モードでは、バスピンは高抵抗となり、トランシーバはバスから切り離されます。 
 

図 2-5.  内蔵 CAN TRX の動作モード状態図 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2.1 CAN Off モード 
CAN Off モードでは、CAN トランシーバは完全に Off になります。CAN バスピン CANH/CANL は高抵
抗になり、RXD ピンは VCC/VCC_µC レベルとなります。 

図 2-5 に示す通り、内蔵 CAN トランシーバは以下の場合に CAN Off モードへ移行します。 

1. 本デバイスがパワーオフモードへ切り換わった 
2. CAN 過熱シャットダウン保護がトリガされた(T>TvJsd) 
3. VVSがトランシーバ低電圧検出しきい値 VVS_UV_TRX_Setを下回った 
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VVS が低電圧解除しきい値(VVS_UV_TRX_Clear)を上回り、かつ本デバイスがパワーオフモード中ではなく、 
かつ CAN トランシーバの温度が TvJsd - TvJsd_hys を下回る場合、CAN トランシーバは再度 On になり

CAN スタンバイモードへ移行します。 
 

2.2.2 CAN スタンバイモード 
CAN スタンバイモードでは、消費電流を削減するためにトランスミッタとレシーバが Off になります。
CAN バス復帰検出が有効(CWUE = 1)である場合、復帰コンパレータは有効なリモートバス復帰パター

ン(WUP)を検出するためにバスラインを監視します。WUP は 1 回のリセッシブ バスレベルで区切られ
た 2 回のドミナント バスレベル (ドミナント-リセッシブ-ドミナント パターン、各バスレベルは tFilter以
上持続)で構成されます。WUP が検出されると、RXD ピンの Low への遷移によって復帰要求がマイク
ロコントローラへ示されます。図 2-6 に、WUP 検出のプロセスとタイミングを示します。CAN スタン
バイモードでは、消費電流を最小化するためにバスラインはグランドへバイアスされます。 

 
図 2-6.  復帰パターン(WUP)による CAN 標準復帰のタイミング 

 
 

図 2-5 に示した通り、CAN トランシーバは以下の場合に CAN スタンバイモードへ移行します。 

1. 本デバイスがパワーオフモードを終了し、かつ、CAN トランシーバの温度が TvJsd - TvJsd_hysを下

回り、かつ、有効なレベルの VVSが印加された 
2. CAN バイアスありスタンバイモード向けの条件が tSilenceより長く成立した(2.2.3.  「CAN バイアス

ありスタンバイモード」参照) 
 

2.2.3 CAN バイアスありスタンバイモード 
CAN バイアスありスタンバイモード中の CAN トランシーバの動作は基本的に CAN スタンバイモード中
と同じですが、CAN バイアスありスタンバイモードではバスピンが 2.5 V へバイアスされるという点で
のみ異なります。CAN バス上でアクティビティが検出されない状態が tSilenceより長く持続すると、トラ

ンシーバは CAN スタンバイモードへ戻ります(図 2-8 参照)。 
図 2-5 に示した通り、CAN トランシーバは以下の場合に CAN バイアスありスタンバイモードへ移行し

ます。 

1. CAN サイレント/ノーマル/限定(Reduced)ノーマルモードから:   tSilenceタイムアウトが検出されない、

かつ、本デバイスはスタンバイモード (DOPM = 100)またはスリープモード (DOPM = 001) 

2. CAN サイレント/ノーマル/限定(Reduced)ノーマルモードから:   tSilence タイムアウトが検出されない、か

つ、本デバイスはノーマルモード(DOPM = 111)、かつ、COPM が CAN スタンバイモードに設定されて

いる(COPM = 00) 
3. CAN スタンバイモードから:  本デバイスはノーマルモード (DOPM = 111)、かつ、COPM が CAN ノ

ーマルモードに設定されている(COPM = 01)、かつ、VVCC < VVCC_UV_TRX_Setが検出された 
4. CAN スタンバイモードから:   復帰イベントが CAN バス上で検出された 
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2.2.4 CAN サイレントモード 
CAN サイレントモードは、CAN トランシーバの受信専用モードです。例えば、このモードはバス媒体
の接続テスト用またはソフトウェア主導の選択的復帰用に使えます。CAN サイレントモードでは、本デ
バイスはバスからデータを受信できますが、トランスミッタは無効になるため CAN バスへデータを送信
する事はできません。バスピンはリセッシブ状態へと解放されます。その他の全てのデバイス機能は、
CAN ノーマルモード中と同様に動作し続けます。CAN バイアシング機能はアクティブなままです。
CAN サイレントモードは、CAN コントローラの異常によって全てのネットワーク通信が妨害されてし
まう事を防ぐために使えます。 
図 2-5 に示した通り、CAN トランシーバは以下の場合に CAN サイレントモードへ移行します。 

1. 本デバイスがノーマルモード中(DOPM = Normal)、かつ、CAN トランシーバが CAN サイレントモ
ード中(COPM = CAN サイレント) 

2. 本デバイスがノーマルモード中、かつ、CAN トランシーバが CAN ノーマルモード中、かつ、RXD
リセッシブ クランピング異常が検出された 

VCC TRX 低電圧の検出時にトランシーバが CAN サイレントモードであった場合、本デバイスが µC リ
セットモードへ切り換わるまでトランシーバは CAN サイレントモードのままです。デバイスのノーマル
モード中に CAN ノーマルモードが選択されても、RXD リセッシブ クランピング異常が検出された時に
CAN トランシーバは CAN サイレントモードへ移行し CAN サイレントモードのままとなります。 

 
2.2.5 CAN ノーマルモード 

CAN ノーマルモードでは、内蔵トランシーバは CANH/CANL バスラインを介してデータを送受信できま
す。出力ドライバ段が動作し、TXD 入力からのデータを CAN バスへと駆動します。バスライン上のア
ナログ信号はレシーバによってデジタルデータ信号へ変換され、RXD ピンへ出力されます。バスのバイ
アスは VVCC/2 に設定されます。 
バスライン上の出力信号のスロープは、電磁波エミッション(EME)が最小となるように最適に制御され
ます。 

図 2-5 に示した通り、CAN トランシーバは以下の場合に CAN ノーマルモードへ移行します。 

1. 本デバイスがノーマルモード中(DOPM = ノーマル)、かつ 、CAN トランシーバが有効(ビット
COPM = 01)、かつ 、VCC TRX 低電圧が検出されていない、かつ 、RXD リセッシブ クランピング
が検出されていない 

2. トランシーバが CAN 限定(Reduced)ノーマルモード中、かつ 、VVCC > VVCC_UV_TX_Clearが
tUV_VCC_TRX_debounceよりも長く持続 
Note:  VVCCが回復(VVCC > VVCC_UV_TRX_Clear)した後に、CAN トランシーバは CAN ノーマルモード

へ移行しますが、本デバイスはデバイス スタンバイモードへ移行します。本デバイスは、DOPM=ノ
ーマルが設定された後にデバイス ノーマルモードへ移行します。 

CAN ノーマルモードが COPM ビットで選択されている時に TXD ピンが Low に保持された場合         
(例: GND への短絡等による)、トランシーバは CAN ノーマルモードへ移行せずに CAN サイレントモー
ドへ切り換わるか、CAN サイレントモードのままとなります。トランシーバは、TXD ピンが High へ遷
移するまで CAN サイレントモードのままです。これにより、ハードウェアまたはソフトウェアのアプリ
ケーション異常によってバスラインが誤ってドミナント状態へ駆動される事を防ぎます。 

アプリケーションは、トランシーバ ステータス レジスタ(2.2.7.2. 「TRXSR レジスタ」参照)内の CAN
トランスミッタ ステータスビット(TXS)を読み出す事により、CAN トランスミッタがデータを送信可能
な状態なのか、それとも無効にされているのか判別できます。 

 
2.2.6 CAN 限定(Reduced)ノーマルモード 

CAN 限定(Reduced)ノーマルモードでは、VCC が VVCC_UV_TRX_Set しきい値よりも低くなるため、トラ

ンスミッタは Off になります。CAN ノーマルモードで利用可能なその他の全ての機能は、CAN 限定
(Reduced)ノーマルモードでも有効です。 

図 2-5 に示した通り、CAN トランシーバは以下の場合に CAN 限定(Reduced)ノーマルモードへ移行しま
す。 

-トランシーバが CANノーマルモード中、かつ、VVCC < VVCC_UV_TRX_Setが tUV_VCC_debounceよりも長く持続 
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2.2.7 関連レジスタ 
2.2.7.1 CAN トランシーバ制御レジスタ (アドレス: 0x20) 

名称: TRXCR 
オフセット:  0x20 
リセット: 0x41 
属性:                読み/書き可能 

 
 
 

Bit 7 – 予約済み  将来用に予約済み 
 

Bit 6 – CFDPE  
選択的復帰機能を有効にする場合、ホスト マイクロコントローラはこのビットを「1」に設定する事で
CAN FD パッシブ機能を有効にする必要があります。このビットは、パワーオン リセット後に既定値
により「1」に設定されます。この設定の効果により、本デバイスが WUP を待機している時に CAN 
FD フレームは無視されます。このビットが「0」に設定されている時に高データ ビットレートで FD
フレームが送信されると、エラーカウンタが増加します。 

 
Bit 5 – PNCFOK 

ホスト マイクロコントローラは、パーシャル ネットワーキング レジスタを正しく設定した後に、この
ビットを「1」に設定する必要があります。その後にパーシャル ネットワーキングの設定に関連するレ
ジスタへの書き込みアクセスが発生すると、本デバイスは自動的にこのビットを「0」にリセットしま
す。 

 
Bit 4 – CPNE 

選択的復帰機能を有効にするには、ホスト マイクロコントローラがこのビットを「1」に設定する必要
があります。 

 
Bit 3:2 – 予約済み[1:0]  将来用に予約済み 

 
Bit 1:0 – COPM[1:0] CAN トランシーバ動作モード選択 

TRXCR レジスタは制御レジスタです。従って、トランシーバの実際の状態はこのレジスタに反映されま
せん。COPM ビットは、本デバイスがノーマルモードへ切り換わる時に期待するトランシーバの動作モ

ードを指定するだけです。図 2-5 内の有限ステートマシンは COPM ビットを変更しません。 
 

COPM[2:0] CAN トランシーバの動作モード 
2’b00 CAN スタンバイモード 
2’b01 CAN ノーマルモード 
2’b11 CAN サイレントモード 

 

2.2.7.2 CAN トランシーバ ステータス レジスタ (アドレス: 0x22) 

名称: TRXSR 
オフセット:   0x22 
リセット: 0x48 
属性:                読み出し専用 

 
 
 
 
 



Complete Data Sheet 
© 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

DS20006830B_JP - p. 26 

ATA658x Data Sheet 
機能説明 

 

 

 
 

 
 
Bit 7 – TXS CAN トランスミッタ ステータス 

本デバイスは、トランスミッタがデータを送信可能な状態である場合にこのビットを「1」に設定し、
CAN トランスミッタが無効である場合にこのビットを「0」に設定します。 

 
Bit 6 – PNERRS パーシャル ネットワーキング エラー検出ステータス 

本デバイスは、CAN パーシャル ネットワーキング エラーが何も検出されていない場合(PNEFD = 0 && 
PNCFOK = 1 && オシレータ ハードウェア異常の検出なし(既定値))にこのビットを「0」に設定し、それ
以外の場合(PNEFD = 1 || PNCFOK = 0)にこのビットを「1」に設定します。 

 
Bit 5 – PNCFS パーシャル ネットワーキング設定ステータス  

本デバイスは、パーシャル ネットワーキングの設定エラーが検出された場合(PNCFOK = 0)にこのビッ

トを「0」に設定します。 
 

Bit 4 – PNOSCS パーシャル ネットワーキング オシレータ OK 
本デバイスは、CAN パーシャル ネットワーキング オシレータが目標周波数で動作している場合にこの
ビットを「1」に設定します。 

 
Bit 3 – CBSS CAN バス ステータス 

本デバイスは、CAN バスが tSilence より長く非アクティブであった場合にこのビットを「1」に設定しま

す。 

Bit 2:1 – 予約済み[1:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 0 – TXDOUTS TXD タイムアウト ステータス 
本デバイスは、TXD ドミナント タイムアウト イベントが原因で CAN トランスミッタが無効にされた
場合にこのビットを「1」に設定し、このイベントが検出されなかった場合に「0」に設定します。 

2.2.7.3 CAN バス異常インジケータ レジスタ (アドレス: 0x33) 

名称: BFIR 
オフセット:  0x33 
リセット: 0x00 
属性:                読み出し専用 

 
 
 
 

Bit 7:2 – 予約済み[5:0]  将来用に予約済み 
 

Bit 1 – BOUT CAN バスドミナント タイムアウト イベント インジケータ 
BOUT ビットは、バスドミナント タイムアウト検出の現在のステータスを示します。このビットの読
み値が「1」である場合、バスは現在ドミナント タイムアウト状態です。 

 
Bit 0 – BSC CAN バス短絡イベント キャプチャ インジケータ 

BSC ビットは、バス短絡イベント検出の現在の状態を示します。このビットの読み値が「1」である場
合、バスは現在短絡状態です。 
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2.2.7.4 CAN トランシーバ イベント ステータス レジスタ 2 (アドレス: 0x35) 

名称: TRXESR2 
オフセット:  0x35 
リセット: 0x00 
属性:               読み出し専用 

 
 
 
 

Bit 7:1 – 予約済み[6:0]  将来用に予約済み 
 

Bit 0 – RXDRCS RXD リセッシブ クランピング ステータス 
本デバイスは、RXD リセッシブ クランピング イベントが検出され、かつ TRXECR2 レジスタ内でこの
イベントのキャプチャが有効になっている場合に、このビットを「1」に設定します。本デバイスは、
本デバイスがスリープ、スタンバイ、パワーオフモードのいずれかへ移行した時または RXD ピンが再
びドミナントを示した時に、このビットを「0」へリセットします。 

2.3 内蔵 LIN トランシーバの動作モード(ATA6580/5 を除く) 
ATA658x の内蔵 LIN トランシーバは、ISO 17987-4 と SAE J2602-2 に準拠して設計されています。この

トランシーバは LIN の電気物理層を実装します。本デバイスは、車両内の低速データ通信(例: 車載利便
性向上機能向け通信)を提供するよう設計されています。LIN バスの改良されたスロープ制御は最高
20Kbaud のデータ通信を保証します。 

内蔵 LIN トランシーバは次の動作モードをサポートします: LIN ノーマルモード、LIN スタンバイモード。 

LIN トランシーバの動作モードは、本デバイスの動作モードと、LIN モード制御レジスタ内の LOPM ビ
ット(2.3.4.1. 「LTRXCR レジスタ」参照)の設定によって決まります。本デバイスがノーマルモード中で

ある場合、LIN モード制御レジスタ内の LOPM ビットにより、どちらかの LIN トランシーバ動作モード
が選択できます。 

 
図 2-7.  内蔵 LIN トランシーバの動作モード 
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2.3.1 LIN ノーマルモード 
このモードは、LIN インターフェイスの通常の送受信モードです。LIN ノーマルモード中は、LIN バス
復帰は無効です。 

図 2-7 に示す通り、LIN トランシーバは以下の場合に LIN ノーマルモードへ移行します。 

• LIN スタンバイモードから:  デバイス動作モードがノーマルモードに設定されている、かつ、VCC 
TRX 低電圧が検出されていない、かつ 、S TRX 低電圧が検出されていない、かつ、本デバイスがノ
ーマルモードへ切り換わる、かつ、 LIN トランシーバ過熱シャットダウンが検出されていない、か
つ 、LOPM が LIN ノーマルモードに設定されている 

 
2.3.2 LIN スタンバイモード 

LIN トランシーバは、システム電源投入後に LIN スタンバイモードへ自動的に切り換わります。このモ

ードでは、LIN 通信は無効です。LIN ピンが GND へ短絡した場合、消費電流を最小化するために LIN
ピンと VS ピンの間の内部終端抵抗は無効にされます。LIN ピンと VS ピンの間には、弱いプルアップ
電流(10 μA typ)しか流れません。LINWUE ビット(LIN バス復帰イベント検出イネーブル、2.3.4. 「LIN
トランシーバ関連のレジスタ」参照)の設定により、LIN バス復帰機能を有効または無効にできます。
LINWUE ビットが「1」に設定されている場合、LIN バス電圧が事前復帰 LIN (VLINH)レベルを下回ると、

LIN ピンのリセッシブ出力電圧を安定させるために、VS と LIN の間で強いプルアップ電流が有効にな
ります。同時に、内部 LIN レシーバが有効になり、復帰検出タイマが起動します。有効な LIN バス復

帰イベントが検出されると、レジスタビット LINWUS が「1」に設定されます。このイベントは
RXD/RXD_LIN ピンで示されます。LIN トランシーバが LIN スタンバイモードになると、強いプルアッ
プ電流は再び無効になり、LINWUS ビットはマイクロコントローラによってリセットされます。LIN
トランシーバ過熱シャットダウン中に LIN 復帰は無効になります。図 2-7 に示す通り、LIN トランシー
バは以下の場合に LIN スタンバイモードへ移行します。 

1. LIN 電源 Off モードから:  本デバイスのパワーオン リセットが発生した 
2. LIN ノーマルモードから:  VCC TRX 低電圧が検出された、または、VS TRX 低電圧が検出された、 

または、本デバイスがスリープ/スタンバイ/µC リセットモードへ移行した、または、LIN トランシ
ーバ過熱シャットダウンが検出された、または、LIN トランシーバモード制御レジスタ内の LOPM
ビットが 2b01 に設定された 

 
2.3.3 低電源電圧条件での動作 

VVSが最低 VS 動作しきい値 VVS_PWRONより高い場合、LIN トランシーバは LIN 電源 Off モードから LIN
スタンバ イモ ードへ 移行し ます 。 VVS が低電圧 しき い値 VVS_UV_TRX_Clear を超え、 かつ

VVCC>VVCC_UV_TRX_Clearである場合、LIN トランシーバを有効にできます。 

LIN スタンバイモード中に VS ピンでの電源電圧が VS 動作しきい値 VVS_PWROFFを下回ると、LIN トラ

ンシーバは LIN 電源 Off モードへ切り換わります。 
LIN ノーマルモード中に VS ピンの電圧レベルが VS トランシーバ低電圧検出しきい値 VVS_UV_TRX_Set
を下回ると、LIN トランシーバは LIN スタンバイモードへ切り換わります。異常動作や誤ったバスメッ
セージを防ぐため、LIN トランシーバは無効になります。VCC 電圧が VCC TRX 低電圧しきい値
VVCC_UV_TRX_Set を下回った場合にも、LIN トランシーバは LIN スタンバイモードへ切り換わります。

LIN バス復帰は、VVSが VS TRX 低電圧検出レベルよりも高い場合にのみ可能です。 
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2.3.4 LIN トランシーバ関連のレジスタ 
2.3.4.1 LIN トランシーバ制御レジスタ (アドレス: 0x21) 

名称: LTRXCR 
オフセット:   0x21 
リセット: 0x01 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 

Bit 7:2 – 予約済み[5:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 1:0 – LOPM[1:0] LIN トランシーバ動作モード選択 
 

LOPM[1:0] LIN トランシーバ動作モード(ATA6582/3/7/8 内の LIN 1 トランシーバ向け) 
2’b01 LIN スタンバイモード 
2’b10 LIN ノーマルモード 

 

LTRXCR レジスタは制御レジスタです。従って、LIN トランシーバの実際の状態はこのレジスタに反映

されません。LOPM ビットは、本デバイスがノーマルモード中である時に目標とするトランシーバの動
作モードを指定するだけです。図 2-7 内の有限ステートマシンは LOPM ビットを変更しません。 

2.3.4.2 LTRXSR – LIN トランシーバ ステータス レジスタ (アドレス: 0x24) 

名称: LTRXSR 
オフセット:   0x24 
リセット: 0x00 
属性:                読み出し専用 
 

 
 
 
 

Bit 7:2 – 予約済み[5:0]  将来用に予約済み 
 

Bit 1 – LTXDOUTS TXD_LIN タイムアウト ステータス 
本デバイスは、TXD_LIN ドミナント タイムアウト イベントが原因で LIN トランスミッタが無効にされ

た場合にこのビットを「1」に設定し、このイベントが検出されていない場合に「0」に設定します。 
 

Bit 0 – LTXS LIN トランシーバ ステータス 
本デバイスは、LIN トランシーバがデータを送受信可能な状態である場合にこのビットを「1」に設定
します。 

2.4 ATA6580/1/5/6 における復帰 
ATA6580/1/5/6 では、次の復帰要因により復帰可能です:  LIN (ATA6581/6)、CAN、WAKE 
 
以下では、各復帰方法について説明します。 



Complete Data Sheet 
© 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

DS20006830B_JP - p. 30 

ATA658x Data Sheet 
機能説明 

 

 

2.4.1 WAKE ピンによるローカル復帰 
ATA6580/1/5/6 は、高電圧対応 WAKE 入力ピンを使ってデバイスを復帰させる事ができます。このピン
はエッジ センシティブです。本デバイスは、このピンの Low→High または High→Low 遷移時にスリー
プから復帰します。通常は WAKE ピンをイグニション スイッチに接続する事で、イグニション On の
時にローカル復帰信号を生成します。 

ノイズによる誤った復帰を防ぐため、このピンはグリッチ抑制回路を内蔵しています。ローカル復帰要
求は、WAKE ピン上の論理レベルが tlocal_wu以上持続した後に遷移し、遷移後の論理レベルも tlocal_wu以
上持続した後にのみ検出されます。 

WAKE ピンを介するローカル復帰は、レジスタビット LWUFE および LWURE (2.4.5.14.  「WKECR レ
ジスタ」参照)により有効または無効にでき、WAKE ピンの論理レベルはレジスタ PWKS (2.4.5.2. 
「PWKS レジスタ」参照)から読み出せます(VVCCまたは VVCC_µCが有効レンジ内である場合)。 

低消費電力モード中のバッテリ電流を低減するため、WAKE ピンは内部プルアップ/プルダウン電流源を備

えています。これらは、下記の通りにWAKEピンで安定したレベルが検出された後に有効になります。 
• ピンで High レベルが検出された後は VS への内部プルアップが有効 
• ピンで Low レベルが検出された後は GND への内部プルダウンが有効 

ローカル復帰は、スタンバイモードまたはスリープモード中にのみ可能です。ノーマルモード中は、ビ

ット PWKVS から WAKE ピンの状態をいつでも読み出せます。その他のモードでは、ローカル復帰が
有効である場合にのみ PWKVS は有効です。ローカル復帰機能を使わないアプリケーションでは、ロー
カル復帰を無効にし、WAKE ピンを GND に接続する事で EMC 性能を最適化します。 

 
2.4.2 リモート復帰 

2.4.2.1 LIN リモート復帰 
LINWUE ビット(2.3.4. 「LIN トランシーバ関連のレジスタ」参照)の設定により、LIN バス復帰機能を有
効または無効にできます。このビットが「1」に設定されている場合、LIN バス電圧が LIN ドライバ ドミ
ナントしきい値を下回ると内部 LIN レシーバが有効になり、復帰検出タイマが起動します。ドミナント 
バスレベルが tbus よりも長く持続した後の LIN ピンの立ち上がりエッジでリモート復帰要求となります。

有効な LIN バス復帰イベントが検出されると、レジスタビット LINWUS が「1」に設定されます。LIN
ピンのリセッシブ出力電圧を安定させるため、VS と LIN の間で強いプルアップ電流源が有効になります。
このイベントは、RXD/RXD_LIN ピンを介してマイクロコントローラに示されます。LIN トランシーバが
LIN スタンバイモードになると強いプルアップ電流源は再び無効になり、LINWUS ビットはマイクロコ
ントローラによってリセットされます。 

2.4.2.2 ISO 11898-2:2016 に従うリモート復帰フレーム 
2.4.2.2.1 CAN 選択的復帰 

パーシャル ネットワーキングにより、決められた専用のフレーム(復帰フレーム(WUF)と呼ぶ)を使って

CAN ノードまたは CAN サブネットワークを個別に復帰させる事が可能となります。特定ノードのタス
クが要求されない場合、そのノードは選択的スリープモードに設定されます。 

CAN 復帰(CWUE = 1)と CAN 選択的復帰(CPNE = 1)の両方が有効かつパーシャル ネットワーキング レ
ジスタが正しく設定されている(PNCFOK = 1)場合、トランシーバはバス上で専用の CAN 復帰フレーム

を監視します。復帰フレームを正しく検出するために、高精度オシレータと低消費電力高速コンパレー
タが有効になります。 

ISO11898-2 に従う復帰フレームは、ID フィールド、データ長コード(DLC)、データフィールド(任意)、
CRC コード(CRC デリミタを含む)で構成される CAN フレームです。 

復帰 CAN フレーム(ID とデータ)は、CAN パーシャル ネットワーキング設定用の関連レジスタを使って

設定可能です。フレーム制御レジスタ CFCR(2.4.4.10. 「CFCR レジスタ」参照)内の IDE ビットにより、
復帰フレーム フォーマットに対して標準 ID(11 ビット)または拡張 ID(29 ビット)が選択できます。 
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WUF ID は、ID レジスタ(2.4.4.2. 「CIDR0 レジスタ」～2.4.4.5. 「CIDR3 レジスタ」参照)で設定します。
ID ビットは、ID マスクレジスタ(2.4.4.6. 「CIDMR0 レジスタ」～2.4.4.9. 「CIDMR3 レジスタ」参照)を
使ってマスクできます(ビット値「1」はドントケアを意味する)。 

データフィールドは復帰させるノードを示します。受信したデータフィールドをデータマスクと比較す
る事により、1 つの復帰フレームで複数のノードのグループを復帰させる事ができます。ノードのグル
ープは、事前に定義してデータマスク内のビットに関連付ける事ができます。 

CAN 復帰フレームのデータフィールド内で期待されるデータバイトの数は、データ長コード(フレーム

制御レジスタ(2.4.4.10. 「CFCR レジスタ」参照)内の DLC ビット)を使って設定します。DLC ≠ 0000 
(1 つ以上のデータバイトが期待される)の場合、復帰が成功するには、受信した復帰フレームのデータフ
ィールド内で少なくとも 1 つのビットが「1」に設定され、かつ、トランシーバと関連付けられたデー
タマスク レジスタ(定義するデータマスク向けのレジスタ)内で少なくとも 1 つの対応するビットが「1」
に設定されている必要があります。論理「1」で一致した各ビットペアは、有効にするノードのグループ
を示します(データフィールドは最大 8 バイト長であるため、最大 64 個のノードのグループを定義可能)。 

DLC = 0000 である場合、WUF が有効な ID を格納し、かつ受信したデータ長コードが「0000」であれ

ば、データマスク内に保存されている値に関係なく、1 つのノードが復帰します。DLC ≠ 0000 かつ全て
のデータマスク ビットが「0」に設定されている場合、本デバイスを CAN バス経由で復帰させる事はで
きません(既定値では全てのデータマスク ビットが「1」である事に注意)。WUF が有効な ID を格納して
いても、フレーム制御レジスタ内の DLC と WUF 内の DLC が一致しないとデータフィールドは無視さ
れ、どのノードも復帰しません。データ長コードとデータフィールドは、復帰フレームの評価から除外

できます。ビット PNDM = 0 (2.4.4.10. 「CFCR レジスタ」参照)である場合、フレームが有効な復帰フ
レームを格納しているかどうかを判定するために ID フィールドのみが評価されます。PNDM = 1 (既定
値)である場合、データフィールドは復帰フレームの評価(復帰フィルタ処理)に含まれます。 

PNDM = 0 である場合、以下の場合に有効な復帰フレームが検出され復帰イベントがキャプチャされ、
CWUS が「1」に設定されます。 
• 受信した復帰フレーム内の ID フィールドが復帰フィルタ処理後の ID レジスタ内のパターンと一

致する  
AND 

• 受信したフレーム内の CRCフィールド(リセッシブ CRCデリミタを含む)がエラーなく受信された 
 

PNDM = 1 である場合、以下の場合に有効な復帰フレームが検出されます。 
• 受信した復帰フレーム内の ID フィールドが復帰フィルタ処理後の ID レジスタ内のパターンと一

致する 
AND 

• フレームはリモートフレームではない  
AND 

• 受信したフレーム内のデータ長コードが DLC ビットで設定されているデータ長コードと一致する 
 AND 

• データ長コードが 0 より大きい場合: 受信したフレームのデータフィールド内で少なくとも 1 つのビ
ットが「1」に設定され、関連付けられたデータマスク レジスタ内の対応するビットも「1」に設定
されている 

        AND 
• 受信したフレーム内の CRCフィールド(リセッシブ CRCデリミタを含む)がエラーなく受信された 

ACK フィールドの前で誤り(例: スタッフィング エラー)のある CAN フレームを受信すると内部エラーカ
ウンタがインクリメントします。CAN フレームが ACK フィールドの前でエラーなく受信されると、カ
ウンタはデクリメントします。CRC デリミタの後から次の SOF までの間に受信した全てのデータは、
パーシャル ネットワーキング モジュールによって無視されます。カウンタがオーバーフロー(FEC > 
ERRCNT、2.4.4.11. 「EFCR レジスタ」参照)するとフレーム検出エラーがキャプチャされ(PNEFD = 1、
2.4.5.6. CTRXESR 参照)、本デバイスは復帰します。カウンタはバイアスが Off になった時に 0 へリセ
ットします。 

PN(パーシャル ネットワーキング)関連レジスタの設定後に、マイクロコントローラは PNCFOK ビッ

トを「1」に設定する必要があります。本デバイスは、CAN パーシャル ネットワーキング関連コン
フィグレーション レジスタ(2.4.4.1. 「DRCR レジスタ」～2.4.4.14. 「CDMR0..7 レジスタ」参照)の
いずれかに対する書き込みアクセスの後に PNCFOK ビットをクリアします。 
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復帰が有効(CWUE = 1)で CAN トランシーバが CAN スタンバイモード中である場合、たとえ選択的復帰

が無効(CPNE = 0)であっても、あるいはパーシャル ネットワーキングが正しく設定されていなくても
(PNCFOK = 0)、有効な全ての復帰パターン(ISO 11898-2:2016 に準拠)は復帰イベントをトリガします。 

CAN トランシーバが CAN ノーマルまたはサイレントモード中であるか CAN 復帰が無効(CWUE = 0)で
ある場合、全ての復帰パターンは無視されます。 

2.4.2.2.2 CAN 選択的復帰と CAN FD 
CAN FD (CAN Flexible Data-Rate)は、帯域幅とペイロードが強化された CAN プロトコルです。ISO 
11898-1:2015 が規定する通り、CAN FD は CAN プロトコルに基づき、CAN と同じ調停方法を使います。
しかし、調停フェイズ後にデータレートが増加し、データビットは調停フェイズ中よりも高いビットレ
ートで転送されます。CRC デリミタの時点で(コントローラが ACK ビットを送信する前に)、ビットレ

ートは調停フェイズ中と同じビットレートに戻ります。CAN FD は、ビットレートの向上に加えて、最
大 64 バイトのデータフレームを許容します(通常の CAN では最大 8 バイト)。 

ATA658x は、CAN FD フレームを有効フレームとして認識するよう設定できます。CFDPE = 1 である
場合、CAN FD フレームのコントロール フィールドを受信するたびにエラーカウンタはデクリメントし
ます。本デバイスは、パーシャル ネットワーキングが有効な状態でスリープモードのままです。PNDM 
= 0 かつフレームが有効な ID を格納していても、CAN FD フレームは有効な復帰フレームとして認識さ

れません。CAN FD フレームのコントロール フィールドを受信した後、アイドル状態が再度検出される
まで、本デバイスは後続のバス信号を無視します。 

CFDPE が「0」に設定されている場合、パーシャル ネットワーキング モジュールは CAN FD フレーム

をエラーのあるフレームとして解釈します。従って、CAN FD フレームを受信した時にエラーカウンタ
はインクリメントします。エラーカウンタがオーバーフローすると、PNEFD ビットが「1」に設定さ
れ、本デバイスは復帰します。 

2.4.2.3 ISO 11898-2:2016 に従うリモート復帰パターン 
CAN バス復帰が有効(CWUE = 1)で CAN 選択的復帰は無効(CPNE = 0 または PNCFOK = 0)である場

合、CAN トランシーバが CAN スタンバイモード中である時に本デバイスは標準復帰パターン
(ISO11898-2:2016 に準拠)をバス上で監視します。 

この復帰フィルタ処理は、バスがドミナントにクランプされている場合やノイズ (バス上のスパイク、

過渡電圧、EMI 等)によってドミナント フェイズが発生した場合に誤って復帰イベントがトリガされる
事を防ぐ働きをします。 

復帰パターンは 1 回のリセッシブ バスレベルで区切られた 2 回のドミナント バスレベル (ドミナント-
リセッシブ-ドミナント パターン、各バスレベルは tFilter 以上持続)で構成されます。復帰パターンの監

視中は、tFilterよりも短いドミナントまたはリセッシブ ビットは無視されます。 

図 2-6 に示す完全なドミナント-リセッシブ-ドミナント パターンが有効な復帰パターンとして認識さ
れるには、このパターンが tWake以内に受信される必要があります。そうではない場合、内部復帰ロジ

ックはリセットされます。この場合、復帰イベントをトリガするには、完全な復帰パターンを再送信

する必要があります。 

有効な CAN WUP がバス上で検出されると、トランシーバ イベント ステータス レジスタ(2.4.5.6. 
「CTRXESR レジスタ」参照)内の復帰ビット CWUS が「1」に設定され、RXD ピンは Low に駆動され

ます。 

WUP による CAN 復帰は、CWUE ビット(= 0)によってのみ無効にできます。CWUE が「0」に設定され
ている場合、CAN バスを介するリモート復帰は一切できません。CWUE が「1」かつ選択的復帰が無効

である場合、本デバイスは復帰パターン(WUP)の検出後にスリープモードからスタンバイモードへ移行
します。CWUE が「1」かつ選択的復帰も有効である場合、本デバイスは WUP を検出すると最初にバ

スのバイアシングを有効にし、その後に有効な WUF (2.4.2.2. 「ISO 11898-2:2016 に準拠するリモート
復帰フレーム」参照)を検出した場合にのみスタンバイモードへ移行します。 

図 2-8 に、バス バイアシングと WUP 検出の制御を示します。 
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図 2-8. WUP 検出とバイアスの制御 

 
 
 

2.4.3 SPI を介する復帰(ATA6582/3/7/8) 
システムが低消費電力モード中(ただし VCC または VCC_µC がアクティブで SPI インターフェイス
が有効)である時に SPI コマンドを受信すると、本デバイスは復帰して SPI コマンドと一緒に発行さ
れた動作モードへ移行します。SPI コマンドが異常(例: コマンド長が不正、読み出し専用レジスタへ

の書き込み等)である場合、本デバイスの割り込みイベントもトリガされます。 
 

2.4.4 CAN パーシャル ネットワーキングの設定に関連するレジスタ 

2.4.4.1 データレート コンフィグレーション レジスタ (アドレス: 0x26) 

名称: DRCR 
オフセット:   0x26 
リセット: 0x05 
属性:               読み/書き可能 
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Bit 7:3 – 予約済み[4:0]  将来用に予約済み 

 
Bit 2:0 – DR[2:0] CAN データレート選択 

 

DR[2:0] CAN データレート(kbit/s) 
3’b000 50 
3’b001 100 
3’b010 125 
3’b011 250 
3’b100 予約済み(将来用、現在は 500kbit/s を選択) 
3’b101 500 
3’b110 予約済み(将来用、現在は 500kbit/s を選択) 
3’b111 1000 

 

2.4.4.2 CAN ID レジスタ 0 (アドレス: 0x27) 

名称: CIDR0 
オフセット:    0x27 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – ID0[7:0] 
拡張フレーム フォーマットの ID0 ビット(ID07～ID00) 

2.4.4.3 CAN ID レジスタ 1 (アドレス: 0x28) 

名称: CIDR1 
オフセット:  0x28 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – ID1[7:0] 
拡張フレーム フォーマットの ID1 ビット(ID15～ID08) 
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2.4.4.4 CAN ID レジスタ 2 (アドレス: 0x29) 

名称: CIDR2 
オフセット:   0x29 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:2 – ID2[5:0] 
拡張フレーム フォーマットの ID2 ビット(ID23～ ID18)、標準フレーム フォーマットの ID05～ID00 

 
Bit 1:0 – ID2[1:0] 

拡張フレーム フォーマットの ID2 ビット(ID17～ID16) 

2.4.4.5 CAN ID レジスタ 3 (アドレス: 0x2A) 

名称: CIDR3 
オフセット:  0x2A 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:5 – 予約済み[2:0]  将来用に予約済み 
 

Bit 4:0 – ID3[4:0] 
拡張フレーム フォーマットの ID3 ビット(ID28～ ID24)、標準フレーム フォーマットの ID10～ID06 

2.4.4.6 CAN ID マスクレジスタ 0 (アドレス: 0x2B) 

名称: CIDMR0 
オフセット:  0x2B 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – IDM0[7:0] 
拡張フレーム フォーマットの IDM0 マスクビット(ID07～ID00)「1」は「ドントケア」を意味します。 
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2.4.4.7   CAN ID マスクレジスタ 1 (アドレス 0x2C) 
 
名称: CIDMR1 
オフセット:    0x2C 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – IDM1[7:0] 
拡張フレーム フォーマットの IDM1 マスクビット(ID15～ID08)「1」は「ドントケア」を意味します。 

2.4.4.8 CAN ID マスクレジスタ 2 (アドレス: 0x2D) 

名称: CIDMR2 
オフセット:  0x2D 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:2 – IDM2[5:0] 
拡張フレーム フォーマットの IDM2 マスクビット(ID23～ ID18)、標準フレーム フォーマットの ID05～
ID00 

 
Bit 1:0 – IDM2[1:0] 

拡張フレーム フォーマットの IDM2 マスクビット(ID17～ID16)「1」は「ドントケア」を意味します。 

2.4.4.9 CAN ID マスクレジスタ 3 (アドレス: 0x2E) 

名称: CIDMR3 
オフセット:  0x2E 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:5 – 予約済み[2:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 4:0 – IDM3[4:0] 
拡張フレーム フォーマットの IDM2 マスクビット(ID17～ID16)「1」は「ドントケア」を意味します。 
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2.4.4.10 CAN フレーム コンフィグレーション レジスタ (アドレス: 0x2F) 

名称: CFCR 
オフセット:    0x2F 
リセット: 0x40 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7 – IDE ID フォーマット 
ホスト マイクロコントローラは、ID が拡張フレーム フォーマット内の ID(29 ビット)である場合にこの

ビットを「1」に設定し、標準フレーム フォーマット内の ID(11 ビット)である場合にこのビットを「0」
に設定する必要があります。 

 
Bit 6 – PNDM パーシャル ネットワーキング データマスク 

ホスト マイクロコントローラは、データ長コード(DLC)とデータフィールドが復帰時に評価される場合
にこのビットを「1」に設定し、それらが復帰に対して「ドントケア」である場合にこのビットを「0」
に設定する必要があります。 

 
Bit 5:4 – 予約済み[1:0]  将来用に予約済み 

 
Bits 3:0 – DLC[3:0] データ長設定 

CAN フレーム内で期待されるデータバイト数を選択します。 
 

DLC[3:0] データバイト数 
4’b0000 0 
4’b0001 1 
4’b0010 2 
4’b0011 3 
4’b0100 4 
4’b0101 5 
4’b0110 6 
4’b0111 7 
4’b1000 8 

4’b1001～4’b1111 8、DM0(データマスク 0)は無視 
 

2.4.4.11 エラーフレーム カウンタしきい値 (アドレス: 0x3A) 

名称: EFCR 
オフセット:  0x3A 
リセット: 0x1F 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:5 – 予約済み[2:0]  将来用に予約済み 
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Bit 4:0 – EERCNT[4:0] エラーフレーム カウンタ オーバーフローしきい値設定 
カウンタがオーバーフロー (カウンタ値 > ERRCNT)するとフレーム検出エラーがキャプチャ(PNEFD = 1)さ
れ、本デバイスは復帰します。 

2.4.4.12 エラーカウンタ レジスタ (アドレス: 0x3B) 

名称: FECR 
オフセット:  0x3B 
リセット: 0x00 
属性:                読み出し専用 
 

 
 
 
 

Bit 7:5 – 予約済み[2:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 4:0 – FEC[4:0] 
本デバイスが ACK フィールドの前でエラー(例: スタッフィング エラー)を含む CAN フレームを受信す
ると、内部エラーカウンタがインクリメントします。CAN フレームが ACK フィールドの前でエラーな
く受信されると、カウンタはデクリメントします。CRC デリミタの後から次の SOF までに受信される
データは、パーシャル ネットワーキング モジュールによって無視されます。カウンタがオーバーフロ

ー(FEC > ERRCNT、2.4.4.11.「EFCR レジスタ」参照)すると、フレーム検出エラーがキャプチャされ
(PNEFD = 1、2.4.5.6「CTRXESR レジスタ」参照)、本デバイスは復帰します。カウンタはバイアスが
Off になりパーシャル ネットワーキングが再有効化された時に 0 へリセットされます。 

2.4.4.13 グリッチフィルタしきい値レジスタ (アドレス: 0x67) 

名称: GLFT 
オフセット:  0x67 
リセット: 0x02 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:3 – 予約済み[4:0]  将来用に予約済み 
 

Bit 2:0 – GLF[2:0] 
グリッチフィルタのしきい値(調停ビットレートの 5～55%)を設定します。 

 

GLF[2:0] サンプル数(≤500Kbit/s) サンプル数(1Mbit/s) 
3’b000 1 [<2.42%/<5.17%] 1 [<4.83%/<10.35%] 
3’b001 2 [<4.83%/<7.76%] 2 [<9.66%/<15.52%] 
3’b010 3 [<7.25%/<10.35%] 3 [<14.49%/<20.7%] 
3’b011 4 [<9.66%/<12.94%] 4 [<19.32%/<20.87%] 
3’b100 5 [<12.08%/<15.52%] 5 [<24.15%/<31.05%] 
3’b101 6 [<14.49%/<18.11%] 6 [<28.99%/<36.22%] 
3’b110 7 [<16.91%/<20.7%] 7 [<33.82%/<41.40%] 
3’b111 24 [<57.97%/<64.69%] 13 [<62.8%/<72.45%] 
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2.4.4.14 CAN データマスク レジスタ 0...7 (アドレス: 0x68...0x6F) 

名称: CDMR0..7 
オフセット:  0x68…0x6F 
リセット: 0xFF 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – DM0...7[7:0] データマスク 0...7 設定 
 

表 2-1. CAN フレームとデータマスクの対応 
 

タイプ DLC           
CAN フレーム DLC > 8 DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 バイト 3 バイト 4 バイト 5 バイト 6 バイト 7 CRC 
データマスク  DLC 00 DM1 DM2 DM3 DM4 DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 8 DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 バイト 3 バイト 4 バイト 5 バイト 6 バイト 7 CRC 
データマスク  DLC DM0 DM1 DM2 DM3 DM4 DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 7  DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 バイト 3 バイト 4 バイト 5 バイト 6 CRC 
データマスク   DLC DM1 DM2 DM3 DM4 DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 6   DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 バイト 3 バイト 4 バイト 5 CRC 
データマスク    DLC DM2 DM3 DM4 DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 5    DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 バイト 3 バイト 4 CRC 
データマスク     DLC DM3 DM4 DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 4     DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 バイト 3 CRC 
データマスク      DLC DM4 DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 3      DLC バイト 0 バイト 1 バイト 2 CRC 
データマスク       DLC DM5 DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 2       DLC バイト 0 バイト 1 CRC 
データマスク        DLC DM6 DM7 CRC 

CAN フレーム DLC = 1        DLC バイト 0 CRC 
データマスク         DLC DM7 CRC 

 

2.4.5 CAN パーシャル ネットワーキングの設定に関連するレジスタ 

2.4.5.1 バス異常イベント キャプチャ イネーブル レジスタ (アドレス: 0x32) 

名称: BFECR 
オフセット:  0x32 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:2 – 予約済み[5:0]  将来用に予約済み 



Complete Data Sheet 
© 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

DS20006830B_JP - p. 40 

ATA658x Data Sheet 
機能説明 

 

 

Bit 1 – BOUTE バスドミナント タイムアウト イベント キャプチャ イネーブル 
バスドミナント タイムアウト検出を有効にするには、BOUTE ビットを「1」に設定する必要があります。 
このビットを「0」に設定すると、バスドミナント タイムアウト検出は無効になります。 

 
Bit 0 – BSCE バス短絡イベント キャプチャ イネーブル 

バス短絡イベント検出を有効にするには、BSCE ビットを「1」に設定する必要があります。このビッ
トを「0」に設定すると、バス短絡イベント検出は無効になります。 

2.4.5.2 WAKE ピン ステータス レジスタ (アドレス: 0x4B) 

名称: PWKS 
オフセット:  0x4B 
リセット: 0x00 
属性:                読み出し専用 

 
 
 
 

Bit 7:2 – 予約済み[5:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 1 – PWKVS WAKE ピン電圧ステータス 
本デバイスは、WAKE が High であればこのビットを「1」に設定し、WAKE が Low であればこのビッ
トを「0」に設定します。ローカル復帰が無効である場合、パワーダウン モード中に PWKVS は常に

「0」です。 
 

Bit 0 – 予約済み 将来用に予約済み 

2.4.5.3 グローバル イベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x60) 

名称: GESR 
オフセット:   0x60 
リセット: 0x01 
属性:                読み出し専用 

 
 

Bit 7 – OSCS システム オシレータ ステータス 
本デバイスは、システム オシレータのハードウェア異常が検出されるとこのビットを「1」に設定
し、システム オシレータが省電力化のために無効にされた時またはオシレータが有効になった後
(例: デバイス ノーマルモード中)にハードウェア異常が解消した場合にこのビットを「0」に設定し
ます。 

 
Bit 6 – 予約済み 将来用に予約済み 

 
Bit 5 – BFES バス異常イベント ステータス 

本デバイスは、保留中のバス異常イベントが存在する(BFESR レジスタ内のいずれかのビットが「1」
である)場合にこのビットを「1」に設定します。BFESR レジスタ内の全てのステータスビットがクリ
アされている場合、このビットの読み値は「0」です。 

 
Bit 4 – LTRXES LIN トランシーバ イベント ステータス 

本デバイスは、保留中の LIN トランシーバ イベントが存在する(LTRXESR レジスタ内のいずれかのビ
ットが「1」である)場合に、このビットを「1」に設定します。LTRXESR レジスタ内の全てのステー

タスビットがクリアされている場合、このビットの読み値は「0」です。 
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Bit 3 – WKES WAKE イベント ステータス 
本デバイスは、保留中の WAKE ピンイベントが存在する(WKESR レジスタ内のいずれかのビットが
「1」である)場合に、このビットを「1」に設定します。WKESR レジスタ内の全てのステータスビッ
トがクリアされている場合、このビットの読み値は「0」です。 

 
Bit 2 – CTRXES CAN トランシーバ イベント ステータス 

本デバイスは、保留中の CAN トランシーバ イベントが存在する(CTRXESR レジスタ内のいずれかの
ビットが「1」である)場合に、このビットを「1」に設定します。CTRXESR レジスタ内の全てのステ

ータスビットがクリアされている場合、このビットの読み値は「0」です。 
 

Bit 1 – LDOES 低ドロップアウト電圧レギュレータ イベント ステータス 
本デバイスは、保留中の VCC または VCC センサ レギュレータ イベントが存在する(LDOESR レジス
タ内のいずれかのビットが「1」である)場合に、このビットを「1」に設定します。 

 
Bit 0 – SYSES システムイベント ステータス 

本デバイスは、保留中のシステムイベントが存在する(SESR レジスタ内のいずれかのビットが「1」で
ある)場合に、このビットを「1」に設定します。SESR レジスタ内の全てのステータスビットがクリア
されている場合、このビットの読み値は「0」です。 

2.4.5.4 システムイベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x61) 

名称: SESR 
オフセット:   0x61 
リセット: 0x10 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 

Bit 7 – SYSE 
内部システムエラー ビットは、以下の場合に本デバイスによって「1」に設定されます。 
1. デバイス トリミング データレジスタのパリティチェックに失敗した 

2. 内部電圧レギュレータ異常が検出された 

3. 不正な内部デジタルステートが検出された 

このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 
Bit 6 – VSUV  VS 低電圧ステータス 

対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは VS 電圧が VVS_UV_TRX_Setより低

下した時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により
「0」へリセットできます。 

Bit 5 – 予約済み 将来用に予約済み 
 

Bit 4 – PWRONS パワーオン ステータス 
本デバイスは、電源投入後に本デバイスがパワーオフモードを終了した時にこのビットを「1」に設定
します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 3:2 – 予約済み[1:0] 将来用に予約済み 

 
Bit 1 – SPIFS SPI 異常ステータス 

SECR レジスタ内で対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは SPI フラッシ

ュ異常が検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込
む事により「0」へリセットできます。SPIFS は、低電圧イベントが原因で本デバイスがスリープモー
ドへ移行した時にもクリアされます。 
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Bit 0 – IOUV IO 電源低電圧イベント 
対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは IO 電源で低電圧イベント
(ATA6580/1/5/6 では VVCC< VVCC_UV_IO_Set 、ATA6582/3/7/8 では VVCC_µC< VVCC_UV_IO_Set)が検出され

た時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事に
より「0」へリセットできます。 

2.4.5.5 LIN トランシーバ イベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x62) 

名称: LTRXESR 
オフセット:  0x62 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:4 – 予約済み[3:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 3 – LTXDOUT  LIN TXD ドミナント タイムアウト ステータス 
本デバイスは、LIN TXD ドミナント タイムアウト イベントが検出された時にこのビットを「1」に設
定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 2 – OVTL LIN トランシーバ過熱シャットダウン イベント 

本デバイスは、LIN トランシーバの温度が過熱シャットダウンしきい値を超えた時にこのビットを「1」
に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 1 – OTPWL LIN トランシーバ過熱事前警告ステータス 

SECR レジスタ内で対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは LIN トラン
シーバの温度が過熱事前警告しきい値を超えた時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、

このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 
 

Bit 0 – LINWUS LIN バス復帰ステータス 
TRXECR レジスタ内で対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは LIN 復帰
イベントが検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き
込む事により「0」へリセットできます。 

2.4.5.6 CAN トランシーバ イベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x63) 

名称: CTRXESR 
オフセット:  0x63 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 

Bit 7 – 予約済み 将来用に予約済み 
 

Bit 6 – PNOSCF パーシャル ネットワーキング オシレータ ハードウェア異常 
対応するイベント キャプチャが有効(PNOSCFE= 1)にされている場合、本デバイスはパーシャル ネット
ワーキング オシレータ異常が検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビ
ットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 
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Bit 5 – PNEFD パーシャル ネットワーキング フレーム検出ステータス 
本デバイスは、パーシャル ネットワーキング フレーム検出エラーが検出された(エラーカウンタがオー
バーフローした)時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む
事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 4 – BS バスステータス 

TRXECR レジスタ内で対応するイベントが有効にされている場合、本デバイスは時間 tSilence の間に

CAN バス上でアクティビティが検出されなかった場合にこのビットを「1」に設定します。このビット
は、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

Bit 3 – OTPWC CAN 過熱事前警告ステータス 
SECR レジスタ内で対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは CAN トラン
シーバの温度が過熱事前警告しきい値を超えた時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、
このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 2 – OVTC CAN トランシーバ過熱シャットダウン イベント 

本デバイスは、CAN トランシーバの温度が過熱シャットダウンしきい値を超えた時にこのビットを「1」
に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 1 – TRXF トランシーバ異常ステータス 

TRXECR レジスタ内で対応するイベントが有効にされている場合、本デバイスは CAN 異常イベントが
検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事に

より「0」へリセットできます。TRXF ビットは、低電圧イベントが原因で本デバイスがスリープモー
ドへ移行した時にもクリアされます。TRXF は以下の場合に「1」に設定されます。 
• TXD がドミナントにクランプされ、かつ、CAN トランシーバが CAN ノーマルモード中 
• VCC 低電圧が検出され、かつ、CAN トランシーバは CAN ノーマルまたは CAN 限定(Reduced)ノ

ーマルモード中 
• RXD リセッシブ クランピング エラーが検出され、かつ、CAN トランシーバは CAN ノーマルまたは

CAN 限定(Reduced)ノーマルまたは CAN サイレントモード中(TRXECR2 レジスタ内で RXD リセッ
シブ クランピング エラー検出を有効にしておく必要があります) 

 
Bit 0 – CWUS CAN 復帰ステータス 

TRXECR レジスタ内で対応するイベントが有効にされている場合、本デバイスは CAN 復帰イベントが
検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事に
より「0」へリセットできます。 

2.4.5.7 復帰イベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x64) 

名称: WKESR 
オフセット:  0x64 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 

Bit 7:3 – 予約済み[4:0]  将来用に予約済み 
 

Bit 2 – EXTWUS 
ATA6582/3/7/8 内の LIN2 デバイスからの復帰イベントを示します。対応するイベント検出が有効にされ
ている場合、本デバイスは復帰イベントが LIN2 デバイスから検出された時にこのビットを「1」に設定
します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 
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Bit 1 – LWURS ローカル復帰立ち上がりエッジ ステータス 
WKECR レジスタ内で対応するイベント検出が有効にされている場合、本デバイスは WAKE ピンで立
ち上がりエッジが検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」
を書き込む事により「0」へリセットできます。LWURS ビットは、低電圧イベントが原因で本デバイ
スがスリープモードへ移行した時にもクリアされます。 

 
Bit 0 – LWUFS ローカル復帰立ち下がりエッジ ステータス 

WKECR レジスタ内で対応するイベント検出が有効にされている場合、本デバイスは WAKE ピンで立ち

下がりエッジが検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、このビットに「1」を
書き込む事により「0」へリセットできます。LWUFS ビットは、低電圧イベントが原因で本デバイスが
スリープモードへ移行した時にもクリアされます。 

2.4.5.8 バス異常イベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x65) 

名称: BFESR 
オフセット:   0x65 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 

Bit 7:2 – 予約済み[5:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 1 – BOUTS バスドミナント タイムアウト イベント ステータスビット 
本デバイスは、バスドミナント タイムアウト イベントが検出された時にこのビットを「1」に設定し
ます。このビットは、SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットされます。 

 
 

Bit 0 – BSCS デバイスバス短絡イベント ステータスビット 
本デバイスは、バス短絡イベントが検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、

SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットされます。 

2.4.5.9 LDO イベント ステータス レジスタ (アドレス: 0x66) 

名称: LDOESR 
オフセット:  0x66 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 

Bit 7 – OVTVCC  VCC レギュレータ過熱シャットダウン イベント 
本デバイスは、VCC レギュレータの温度が過熱シャットダウンしきい値を超えた時にこのビットを「1」
に設定します。このビットは、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

 
Bit 6 – OTPWVCC  VCC レギュレータ過熱事前警告ステータス 

SECR レジスタ内で対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは VCC レギ
ュレータの温度が過熱事前警告しきい値を超えた時にこのビットを「1」に設定します。このビット
は、このビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 
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Bit 5 – OVVCC VCC 電源過電圧イベント 
対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは、VCC ピンで過電圧イベント
(VVCC > VVCC_OV_ Set)が検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、SPI 経由でこ

のビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 

Bit 4 – UVVCC VCC 電源低電圧イベント 
対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは VCC ピンで低電圧イベント
(VVCC < VVCC_UV_TRX_Set)が検出された時にこのビットを「1」に設定します。このビットは、SPI 経由

でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリセットできます。 
 

Bit 3 – OVTVCCSENS VCC センサ電源過熱シャットダウン イベント 
本デバイスは、VCC センサ レギュレータの温度が過熱シャットダウンしきい値を超えた時にこのビッ
トを「1」に設定します。このビットは、SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリ
セットできます。 

 
Bit 2 – OTPWVCCSENS VCC センサ電源過熱事前警告イベント 

本デバイスは、VCC センサ レギュレータの温度が過熱事前警告しきい値を超えた時にこのビットを
「1」に設定します。このビットは、SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリセッ
トできます。 

 
Bit 1 – OVVCCSENS センサ電源過電圧イベント 

対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは VCC_SENSOR ピンで過電圧イ
ベント(VVCC_SENSOR> VVCCSENS_OV_Set が tOV_VCCSENS_deb より長く持続)が検出された時にこのビット

を「1」に設定します。このビットは、SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリセ
ットできます。VCC_SENSOR LDO はこのフラグがセットされた時に無効にされ、マイクロコントロ
ーラがフラグをリセットした時に再度有効にできます。 

 
Bit 0 – UVVCCSENS センサ電源低電圧イベント 

対応するイベント キャプチャが有効にされている場合、本デバイスは VCC_SENSOR ピンで低電圧イ
ベント(VVCC_SENSOR < VVCCSENS_UV_Set が tUV_VCCSENS_deb より長く持続)が検出された時にこのビット

を「1」に設定します。このビットは、SPI 経由でこのビットに「1」を書き込む事により「0」へリセッ
トできます。 

2.4.5.10 システムイベント キャプチャ イネーブル レジスタ (アドレス: 0x04) 

名称: SECR 
オフセット:   0x04 
リセット: 0x01 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 

Bit 7 – 予約済み 将来用に予約済み 
 

Bit 6 – VSUVE  VS TRX 低電圧イベントキャプチャ イネーブル 
(VVS < VVS_UV_TRX_Set) 

Bit 5:4 – 予約済み[1:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 3 – IOUVE  IO 電源低電圧イベント キャプチャ イネーブル 
(ATA6580/1/5/6: VVCC < VVCC_UV_IO_Set 、ATA6582/3/7/8: VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Set ) 

Bit 2 – OTPWE 過熱事前警告イベント キャプチャ 
過熱事前警告イベント キャプチャを有効にするには、OTPWE ビットを「1」に設定する必要がありま
す。このビットを「0」に設定すると、過熱事前警告イベント キャプチャは無効になります。 
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Bit 1 – SPIFE SPI 異常イベント キャプチャ 
SPI 異常検出を有効にするには、SPIFE ビットを「1」に設定する必要があります。このビットを「0」
に設定すると、SPI 異常検出は無効になります。 

 
Bit 0 – RSTLVL 

VCC 低電圧イベント(ATA6580/1/5/6: VVCC < VVCC_UV_TRX_Set 、ATA6582/7: VVCC_µC < VVCC_UV_RST_Set)
によって µC リセットモードへの移行をトリガするには、このビットを「1」に設定する必要があります。
このビットを「0」に設定すると、ATA6580/1/5/6: VVCC < VVCC_UV_IO_Set または ATA6582/3/7/8: 
VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Setの場合に µC リセットモードへの移行がトリガされます。 

2.4.5.11 LDO イベント キャプチャ イネーブル レジスタ (アドレス: 0x05) 

名称: LDOECR 
オフセット:  0x05 
リセット: 0x10 
属性:               読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7 – 予約済み 将来用に予約済み 
 

Bit 6:4 – VCCOVLHE[2:0] リンプホーム時 VCC 過電圧信号イネーブル 
 

VCCOVLHE 状態 概要 
001 有効(既定値) スタンバイ、ノーマル、µC リセットのいずれかのモード中に 

VCC 過電圧イベントが検出された時にリンプホーム(LH)ピンを駆動し
ます。 

110 無効 リンプホーム(LH)ピンは VCC 過電圧イベントの影響を受けません。 

その他の値 有効 このビットに 001/110 以外の値を書き込んだ場合、この機能は有効状
態になります。 

 

Bit 3 – VCCOVE 
VCC ピンでの過電圧(VVCC > VVCC_OV_ Set)検出時のイベント キャプチャを有効にします。 

Bit 2 – VCCUVE 
VCC TRX 低電圧(VVCC < VVCC_UV_TRX_Set)のイベント キャプチャを有効にします。 

Bit 1 – VCCSENSOVE 
VCC_SENSOR ピンでの過電圧検出/イベント キャプチャを有効にします。 

 
Bit 0 – VCCSENSUVE 

VCC_SENSOR ピンでの低電圧イベント キャプチャを有効にします。 

2.4.5.12 トランシーバ イベント キャプチャ イネーブル レジスタ (アドレス: 0x23) 

名称: TRXECR 
オフセット:  0x23 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
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Bit 7 – 予約済み  将来用に予約済み 

 
Bit 6 – PNOSCFE パーシャル ネットワーキング オシレータ ハードウェア異常検出イネーブル 

CAN パーシャル ネットワーキング オシレータ異常検出を有効にするには、PNOSCFE ビットを「1」
に設定する必要があります。このビットを「0」に設定すると、CAN パーシャル ネットワーキング オ
シレータ異常検出は無効になります。 

 
Bit 5 – 予約済み 将来用に予約済み 

 
Bit 4 – BSE  バスサイレンス検出イネーブル 

CAN バスサイレンス検出を有効にするには、BSE ビットを「1」に設定する必要があります。このビ
ットを「0」に設定すると、CAN バスサイレンス検出は無効になります。 

 
Bit 3 – 予約済み 将来用に予約済み 

 
Bit 2 – LINWUE  LIN トランシーバ復帰イベント キャプチャ イネーブル 

 
Bit 1 – TRXFE トランシーバ異常ステータス キャプチャ イネーブル 

CAN 異常検出を有効にするには、TRXFE ビットを「1」に設定する必要があります。このビットを「0」
に設定すると、CAN 異常検出は無効になります。 

 
Bit 0 – CWUE CAN バス復帰(WUP)検出イネーブル 

CAN 復帰検出を有効にするには、CWUE ビットを「1」に設定する必要があります。このビットを「0」
に設定すると、CAN 復帰検出は無効になります。 

2.4.5.13 トランシーバ イベント キャプチャ イネーブル レジスタ 2 (アドレス: 0x34) 

名称: TRXECR2 
オフセット:   0x34 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:1 – 予約済み[6:0] 将来用に予約済み 
 

Bit 0 – RXDRCE RXD リセッシブ クランピング キャプチャ イネーブル 
RXD リセッシブ クランピング検出を有効にするには、RXDRCE ビットを「1」に設定する必要があり
ます。このビットを「0」に設定すると、RXD リセッシブ クランピング検出は無効になります。 

2.4.5.14 復帰イベント キャプチャ イネーブル レジスタ (アドレス: 0x4C) 

名称: WKECR 
オフセット:  0x4C 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
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Bit 7:3 – 予約済み[4:0] 将来用に予約済み 

 
Bit 2 – EXTWUE 

ATA6582/3/7/8 内の LIN2 デバイスからのイベント キャプチャを有効にします。 
 

Bit 1 – LWURE 
WAKE ピン立ち上がりエッジ検出割り込みを有効にするには、このビットを「1」に設定する必要があ
ります。このビットを「0」に設定すると、この割り込みは無効になります。 

 
Bit 0 – LWUFE 

WAKE ピン立ち下がりエッジ検出割り込みを有効にするには、このビットを「1」に設定する必要があ
ります。このビットを「0」に設定すると、この割り込みは無効になります。 

2.5 フェイルセーフ機能 

2.5.1 CAN TXD ドミナント タイムアウト機能 
CAN TXD ドミナント タイムアウト タイマは、CAN トランシーバが CAN ノーマルモード中に TXD ピ
ンが Low に設定された時に起動します。TXD ピンの Low 状態が tto(dom)より長く続くと CAN トランス

ミッタは無効になり、バスラインはリセッシブ状態へ解放されます。この機能は、ハードウェアまたは
ソフトウェア アプリケーションの障害によってバスラインがいつまでもドミナント状態に駆動され続
ける(全てのネットワーク通信がブロックされる)事を防ぎます。TXD ドミナント タイムアウト タイマ
は、TXD ピンが High に設定された時にリセットされます。TXD ドミナント タイムアウト時間は、可

能な最小のビットレート(4 kbit/s)も定義します。 

TXD ドミナント タイムアウト時間が過ぎると、CAN 異常割り込みが生成されます(TRXF = 1、2.4.5.6. 
「CTRXESR レジスタ」参照)。この割り込みを生成するには、TRXFE = 1 である事が必要です(2.4.5.12. 
「TRXECR レジスタ」参照)。加えて、TXD ドミナント タイムアウトのステータスは、トランシーバ ス
テータス レジスタ(2.2.7.2. 「TRXSR レジスタ」参照)内の TXDOUTS ビットから読み出せます。このタ
イムアウトが発生すると、TXS ビットは「0」に設定されます。TXD ピンが再び High に設定されると、

TXDOUTS は「0」へリセットされ、TXS は「1」に設定されます。 
 

2.5.2 CAN TXD-RXD 間短絡検出 
RXD ピンと TXD ピンの間で短絡が発生すると、バスはドミナント固着状態にロックされます。これは、
通常 RXD ピンのローサイドドライバの方が、TXD に接続されたマイクロコントローラのハイサイド ド
ライバよりも強いためです。この状態を防ぐために TXD ドミナント タイムアウト タイマを使います
(2.5.1. 「CAN TXD ドミナント タイムアウト機能」参照)。TXD ドミナント タイムアウト タイマは、
CAN トランシーバが CAN ノーマルモード中で TXD ピンが Low の時に有効になります。 

 
2.5.3 CAN バスドミナント クランピング検出 

CAN バスの VS、VCC、GND に対する短絡または他のネットワーク ノードの 1 つでの異常により、バ
ス上の差動電圧がバスドミナント状態を表すのに十分な電圧に達する可能性があります。バスがドミナ

ント状態である場合、ノードは送信を開始しないため、通常のバス異常検出機能はこの異常を検出しま
せんが、バスドミナント クランピング検出機能は検出できます。バスドミナント タイムアウト タイマ
は、トランシーバが CAN ノーマルモード中で TXD ピンが High かつバスがドミナントの時に有効にな
ります。バスドミナント クランピング異常検出用のタイマは、TXD ピンまたは CAN バス上の全ての信
号遷移によりリセットされます。対応するイベント キャプチャが有効(BOUTE = 1、2.4.5.1. 「BFECR
レジスタ」参照)である場合、バスドミナント クランピングが検出された時に BOUT ビットと BOUTS
ビットが本デバイスによって「1」に設定され、バス異常割り込みが生成されます(BFES = 1、2.4.5.3. 
「GESR レジスタ」参照)。バス状態が再びリセッシブ状態へ変化すると、BOUT ビットは直ちに「0」
へリセットされます。 
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バスドミナント クランピングのステータスは、バスステータス レジスタ(2.2.7.3. 「BFIR レジスタ」参
照)内の BOUT ビットから読み出せます。 

 
2.5.4 CAN バスリセッシブ クランピング検出 

本デバイスが tbus_rec_clampの間持続する CAN バス リセッシブ クランピング状態を検出し、かつ、対応

するイベント キャプチャが有効(BSCE = 1、2.4.5.1. 「BFECR レジスタ」参照)である場合、CAN バス
異常フラグ BSC および BSCS が「1」に設定され、バス異常割り込みが生成されます(BFES = 1、
2.4.5.3. 「GESR レジスタ」参照)。バス リセッシブ クランピン異常のステータスは、バスステータス 
レジスタ内の BSC ビットから読み出せます。BSC ビットは、バス状態が再びドミナントへ変化した時、
または CAN トランシーバが CAN ノーマルモードを終了した時に、直ちに「0」へリセットされます。 

 
図 2-9. CAN バスリセッシブ クランピング検出 

 
2.5.5 TXD 入力ピンの内部プルアップ構造 

TXD ピンと TXD_LIN ピンは、VCC への内部プルアップ構造を備えています。これにより、ピンがフ

ロート状態の時に、決められた安全な状態が保たれます。全ての状態においてピンにはプルアップ電流
が流れます。従って、消費電流を最小化するには、CAN/LIN スタンバイモード中にピンを HIGH 状態
にする必要があります。 

 
2.5.6 VCC ピンでの低電圧/過電圧検出 

VCC ピンで低電圧イベントが検出されると、ステータスビット UVVCC (2.4.5.9.  「LDOESR レジスタ」

参照)は「1」に設定されます。この機能を利用するには、対応するイベント キャプチャビット VCCUVE
を「1」に設定しておく必要があります(2.4.5.11. 「LDOECR レジスタ」参照)。このイベントが検出さ
れた事は、RXD ピンまたは RXD_LIN ピン (もしくはその両方 )で示されます (詳細は 2.5.13. 
「RXD/RXD_LIN ピンを介する復帰および割り込みイベント診断」参照)。加えて、ステータスビット
VCCS が「1」に設定されます(2.2.7.2. 「TRXSR レジスタ」参照)。 

ATA658x では、COPM = 01 (CAN ノーマルモード)である場合、CAN トランシーバ電源電圧 VVCCが低

電圧検出しきい値 (VVCC_UV_TRX_Set)を下回った時に CAN 異常割り込み(TRXF= 1)も生成されます

(TRXFE = 1 により有効にされている場合、2.4.5.12. 「TRXECR レジスタ」参照)。 

VCCOVE が「1」に設定されると(2.4.5.11.  「LDOECR レジスタ」参照)、VCC ピンの過電圧検出に対
するイベント キャプチャが有効になります。VVCC > VVCC_OV _Set の状態が tOV_VCC_deb より長く検出さ

れた場合、VCC 過電圧イベントフラグ OVVCC (2.4.5.9. 「LDOESR レジスタ」参照)が「1」に設定され、
イベントの発生が RXD/RXD_LIN ピンで示されます。ビット VCCOVSD (2.1.6.1. 「DMCR レジスタ」
参照)は、VCC 過電圧が検出された後の本デバイスの動作を定義します。VCCOVSD が「0」に設定され
ている場合、本デバイスはイベントをホストに知らせる以外は何もしません。この場合、ホストが ECU
を保護する責任を負います。VCCOVSD が「1」に設定されている場合、本デバイスは VCC レギュレー
タを Off にします。ATA6580/1/5/6 では、デバイスをスリープモードへ移行させる事により VCC レギュ

レータは無効になります。復帰イベントまたは割り込みイベントがデバイスの復帰をトリガすると、レ
ギュレータは再び有効になります。 
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ATA6582/3/7/8 では、デバイス動作モードは一切移行せずに VCC レギュレータが無効になり、OVVCC
フラグが「0」に設定された時に再び有効になります。 

VCC での低電圧または過電圧イベント中は、リンプホーム出力がアサートされます。 

COPM = 01 の場合、CAN トランシーバ電源電圧 VVCC が低電圧検出しきい値(VVCC_UV_Set)を下回ると、

CAN 異常割り込み(TRXF = 1)が生成されます(TRXFE = 1 の場合)。加えて、ステータスビット VCCS
が「1」に設定されます(2.2.7.2. 「TRXSR レジスタ」参照)。 

 
2.5.7 VCC ピンでの過電圧検出 (ATA6580/1/5/6) 

VCCOVE ビットが「1」に設定されると(2.4.5.11. 「LDOECR レジスタ」参照)、VCC ピンの過電圧検
出に対するイベント キャプチャが有効になります。VVCC > VVCC_OV _Set の状態が tOV_VCC_deb よりも

長く検出された場合、VCC 過電圧イベントフラグ OVVCC 2.4.5.9. 「LDOESR レジスタ」参照)がセ
ットされ、RXD/RXD_LIN ピンでイベントが示されます。ビット VCCOVSD (2.1.6.1. 「DMCR レジス
タ」参照)は、VCC 過電圧が検出された後の本デバイスの動作を定義します。VCCOVSD が「0」に設
定されている場合、本デバイスは過電圧イベントの発生をホストに知らせる以外は何もしません。
VCCOVSD が「1」に設定されている場合、本デバイスは VCC レギュレータを Off にします。

ATA6580/1/5/6 の VCC レギュレータは、本デバイスをスリープモードへ移行させる事により無効にな
ります。復帰イベントまたは割り込みイベントが本デバイスの復帰をトリガすると、レギュレータは
再び有効になります。 

ATA6582/3/7/8 では、デバイス動作モードは一切移行せずに VCC レギュレータが無効になり、OVVCC
フラグが「0」に設定された時に再び有効になります。 

VCCOVSD が「1」に設定されている場合、VCC ピンで過電圧状態が過電圧検出デバウンス時間
(tOV_VCC_deb)より長く検出されると、本デバイスは tOV_VCC_deb 後にスリープモードへ移行します(図 2-1
参照)。デッドロックと予測不可能な状態を回避するため、本デバイスがスリープモードへ移行する前

に以下の予防処置が取られます。 

• 低電圧状態中に復帰が繰り返し試みられる事を防ぐため、本デバイスがスリープモードへ移行する
前にキャプチャされた全てのイベント (アドレス 0x61～0x66)がクリアされます。 

• スリープモードへ移行した後に復帰できなくなる事を防ぐため、CAN リモート復帰(CWUE = 1、
ATA6585/6)と WAKE ピンを介するローカル復帰(LWUFE = LWURE = 1)の両方が有効になります。 

• バス トラフィックに応答して即座に復帰させるため、パーシャル ネットワーキングが無効になりま
す(CPNE = 0、ATA6585/6)。 

• 本デバイスがスリープモードへ切り換わる時にパーシャル ネットワーキングが正しく設定されて

いなかった可能性がある事を示すため、パーシャル ネットワーキング コンフィグレーション ビッ
トがクリアされます(PNCFOK = 0、ATA6585/6)。 

 
スリープモードへ移行した原因の特定を助けるため、過電圧イベントが原因でスリープモードへの移行
がトリガされた場合、ステータスビット SMTS が「1」に設定されます(2.1.6.2. 「DMSR レジスタ」参
照、このビットは復帰要因の設定を変更する必要がある事をホストに知らせます)。 

 
2.5.8 バスピンの短絡保護 

CANH/CANL バス出力は、GND または正極性電源電圧(VVS、VVCC)への短絡から保護されています。電

流制限回路がトランシーバの損傷を防ぎます。CANH/CANL の持続的な短絡によってデバイスの温度が
上昇すると、内部の過熱保護機能がバス トランスミッタを Off にします。 

 
2.5.9 RXD リセッシブ クランピング 

このフェイルセーフ機能は、RXD ラインが High (リセッシブ)にクランプされている場合にコントローラ
が CAN バス上でデータを送信する事を防ぎます。VCC への短絡等によって RXD ピンがバスドミナント
状態を示す事ができない場合、バス上でのデータ コリジョンを防ぐためにトランスミッタは無効になり
ます。CAN ノーマルおよび CAN サイレントモード中に、本デバイスは高速コンパレータ(HSC)の状態
と RXD ピンの状態を常時比較します。HSC が tRXD_rec_clmp より長くドミナントバス状態を示している

のに RXD ピンの状態がリセッシブである場合、RXD のリセッシブ クランピング異常が検出されます。 
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図 2-10. RXD リセッシブ クランピング検出 

 
CAN トランシーバ異常割り込み (RXD ピンでは示されない )が生成されます (TRXF = 1、2.4.5.6. 
「CTRXESR レジスタ」参照)。この検出機能を有効にするには、TRXFE = 1 かつ RXDRCE = 1 である
事が必要です(2.4.5.12. 「TRXECR レジスタ」、2.4.5.13.  「TRXECR2 レジスタ」参照)。加えて、RXD
リセッシブ クランピング異常のステータスは、ステータス レジスタ内の RXDRCS ビット(2.2.7.4. 
「TRXESR2 レジスタ」参照)から読み出せます。この異常が検出された場合、TXS ビットは「0」(CAN
トランスミッタは無効)に設定されます。RXD リセッシブ クランピング検出は、スリープ/スタンバイ/電
源 Off モードへ移行するか RXD ピンが再びドミナントを示すとリセットされます。 

 
2.5.10 過熱検出と過熱シャットダウン要因選択機能 

本デバイスは 2 レベルの過熱保護機能を備えており、LIN トランシーバ、CAN トランシーバ、VCC 
LDO、VCC_SENSOR LDO、VCC_µC のチップ温度を監視します。 

OTPWE ビットが「1」(過熱事前警告監視が有効)に設定されている場合、監視されている 1 つまたは複
数の回路ブロックの温度が過熱保護事前警告しきい値を上回ると(T > TOT_Prew)、本デバイスは全ての回

路ブロックで共通のステータスビット OTPWS を「1」に設定します。同時に、対応する回路ブロック

別のステータスビット(OTPWL、OTPWC、OTPWVCC、OTPWVCCSENS)もセットされ、過熱事前警
告割り込みが RXD/RXD_LIN ピンで生成されます ( 過熱時の信号出力については 2.5.13. 
「RXD/RXD_LIN ピンを介する復帰および割り込みイベント診断」参照)。監視される全ての回路ブロッ
クの温度が過熱保護事前警告しきい値よりも低い場合、OTPWS ビットは本デバイスによって「0」に設

定されます。 

監視される回路ブロックのいずれかの温度が過熱保護シャットダウンしき位置(TvJsd)を超えると、対応

する回路ブロックに対して過熱シャットダウン保護がトリガされます。CAN トランシーバ過熱シャッ
トダウンがトリガされると、内蔵 CAN トランシーバは CAN Off モードへ移行し、CAN バスピンは      
3 ステートにされます。LIN トランシーバ過熱シャットダウンがトリガされると、内蔵 LIN トランシー
バは LIN スタンバイモードへ切り換わります。5V VCC LDO と VCC_SENSOR レギュレータは、対応
するレギュレータに対して過熱シャットダウンがトリガされた時に無効になります。 

同時に、過熱イベント キャプチャフラグがセットされ(2.5.13. 「RXD/RXD_LIN ピンを介する復帰およ

び割り込みイベント診断」参照)、RXD/RXD_LIN ピンを介して割り込みが生成されます。 

その後も、過熱保護によってまだ無効にされていない復帰要因からの復帰イベントは引き続き検出され、

保留中の復帰/割り込みイベントは RXD/RXD_LIN ピン上の Low レベルによって示されます。 

ATA6582/3/7/8 では、LIN2 トランシーバと VCC_µC LDO は独自の温度監視機能を備えています。
VCC_µC LDO は、電流制限および過熱シャットダウン機能により過負荷から保護されます。過熱シャ
ットダウンの場合、LIN2 も Off になります。VCC レギュレータは、LIN 過熱シャットダウン中も独立し
て動作します。 
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本デバイスは、2 レベルの過熱保護を提供します。チップ温度が過熱保護事前警告しきい値を上回る場
合(T > TOT_Prew)、本デバイスは最初にステータスビット OTPWS を「1」に設定します。過熱事前警告

イベント キャプチャが有効(OTPWE = 1、COPM = 00、DOPM = 111)である場合、過熱事前警告割り

込みが生成されます(OTPW = 1)。しかし OTPWE = 1、COPM ≠ 00、DOPM =111 である場合、過熱事

前警告フラグはセット(OTPW = 1)されますが、割り込みは生成されません。 
 

2.5.11 TXD_LIN/TXD_LIN2 ドミナント タイムアウト機能 
内部タイマは、LIM バスラインが持続的にドミナント状態へ駆動される事を防ぎます。TXD_LIN 上で
Low 状態が tto(dom)_LIN より長く持続すると、LIN トランシーバは無効になります。LIN トランシーバを

再度有効にするには、TXD_LIN を 10 μs より長く High に保持する必要があります。TXD_LIN2 ピンの
ドミナント タイムアウト機能は、独自のタイマを使って TXD_LIN ピンと同様の働きをします。 

LIN ノーマルモードへ切り換え中に TXD_LIN/TXD_LIN2 ピンが GND レベルを保持したままであった場

合、これらのピンを 10 μs より長く High レベルへプルアップしない限り LIN ドライバをアクティブに
できません。この機能は、ノーマルモードが有効になった後にバスラインが誤って(例えば TXD_LIN が
GND へ短絡したために)ドミナント状態へ駆動されてしまう事を防ぎます。 

ATA6582/3/7/8 では、トランシーバが LIN フェイルセーフ モード中である時に TXD_LIN2 ピンはフェ
イルセーフ要因を示す出力として使われます。 

TXD_LIN ドミナント タイムアウト機能は、LIN ノーマルモード中に有効となります。 
 

2.5.12 VS ピンでの電源喪失 
VS ピンの電源が喪失すると、CAN および LIN バスと I/O ピンは 3 ステートにされます。バスから本デ
バイスへの逆電流は生じません。 

 
2.5.13 RXD/RXD_LIN ピンを介する復帰および割り込みイベント診断 

復帰および割り込みイベント時に、RXD/RXD_LIN ピンはマイクロコントローラにステータス情報を提
供します。この情報は、イベント ステータス レジスタ(2.4.5.4. 「SESR レジスタ」～2.4.5.8. 「BFESR
レジスタ」参照)に保存されると共に RXD/RXD_LIN ピン上で示されます(この機能が有効にされている
場合)。 

有効な復帰イベントが発生した場合、本デバイスは内部復帰フラグ LINWUS (ATA6581/2/3/6/7/8 のみ)、
CWUS、LWURS、LWUFS をセットします(2.4.5.5. 「LTRXESR レジスタ」、2.4.5.6. 「CTRXESR レ
ジスタ」参照)。加えて、VVSと VVCCが供給されている場合、RXD/RXD_LIN は Low に駆動されます。 

通常の復帰イベントと割り込みイベントは区別されます。本デバイスがスリープモードへ移行する前に、

通常の復帰要因を少なくとも 1 つは有効にしておく必要があります。 
 

表 2-2. 復帰イベント 
 

記号 イベント 電源投入時 概要 
CWUS CAN バス復帰 無効 CAN 復帰イベントが検出された 
LWURS WAKE ピン立ち上がりエッジ 無効 WAKE ピンで立ち上がりエッジ復帰が検出された 
LWUFS WAKE ピン立ち下がりエッジ 無効 WAKE ピンで立ち下がりエッジ復帰が検出された 

LINWUS LIN バス復帰 無効 LIN バス復帰イベントが検出された
(ATA6581/2/3/6/7/8 のみ) 

EXTWUS LIN2 デバイスからの復帰 無効 VCC_µC 電圧の回復が検出された
(ATA6582/3/7/8) 
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表 2-3. 割り込みイベント 
 

記号 イベント 電源投入時 概要 

PWRONS デバイス電源投入 常時有効 
バッテリ電源の接続または回復後に本デバイスがパ

ワーオフモードを終了した 

 
OTPWL LIN トランシーバ過熱事前警告 

 
無効 

LIN トランシーバの温度が過熱事前警告しきい値を超
えた(ノーマルモード中のみ) 

 
OTPWC CAN トランシーバ過熱事前警告 

 
無効 

CAN トランシーバの温度が過熱事前警告しきい値を
超えた(ノーマルモード中のみ) 

 
OTPWVCC VCC LDO 過熱事前警告 

 
無効 

150mA VCC 低ドロップアウト電圧レギュレータの温
度が過熱事前警告しきい値を超えた(LDO アクティブ

時に有効) 
 

OTPWVCCSENS VCC センサ LDO 過熱事前警告 
 

無効 
30mA VCC 低ドロップアウト電圧レギュレータの温
度が過熱事前警告しきい値を超えた(LDO アクティブ

時に有効) 
 

OVTL LINトランシーバ過熱シャットダウン 
 

常時有効 
LIN トランシーバの温度が過熱シャットダウンしきい
値を超えた(ノーマルモード中のみ) 

 
OVTC CANトランシーバ過熱シャットダウン 

 
常時有効 

CAN トランシーバの温度が過熱シャットダウンしき
い値を超えた(ノーマルモード中のみ) 

 
OVTVCC VCC LDO過熱シャットダウン 

 
常時有効 

150mA VCC 低ドロップアウト電圧レギュレータの温
度が過熱シャットダウンしきい値を超えた(LDO アク

ティブ時に有効) 
 

OVTVCCSENS VCCセンサ LDO過熱シャットダウン 
 

常時有効 
30mA VCC 低ドロップアウト電圧レギュレータの温
度が過熱シャットダウンしきい値を超えた(LDO アク

ティブ時に有効) 
 
 

SPIFS 

 
 

SPI 異常 

 
 

無効 
SPI クロックカウント エラー(16、24、32 ビットコ
マンドのみ有効)、不正な DOPM コード、ロックさ

れたレジスタへの書き込み(スリープモード中を除く) 

PNEFD パーシャル ネットワーキング  
フレーム検出エラー 常時有効 パーシャル ネットワーキング フレーム検出エラーカ

ウンタがオーバーフローした 
BS CAN バスサイレンス 無効 CAN バス上で tSilence の間にアクティビティが検出さ

れなかった 

 
 
 
 
 

TRXF 

 
 
 
 
 

CAN トランシーバ異常 

 
 
 
 
 

無効 

以下のいずれかの CAN 異常イベントが検出された

(スリープモード中を除く) 
• TXD ドミナント タイムアウトが検出された 

• VVCC 低電圧イベントが原因で CAN トランシー 
       バが無効になった(COPM = 01、VVCC <   
        VVCC_UV_TRX_Setの場合) 
• RXD リセッシブ クランピング エラーが検出さ 
       れた(CAN ノーマル、CAN 限定(Reduced)ノーマ 
       ル、CAN サイレントモード中のみ) 

BOUTS バスドミナント タイムアウト異常 無効 
tBUS_domより長くバスドミナント状態が検出された

(スリープモード中を除く) 

BSCS バス短絡(リセッシブ タイムアウト)
異常 無効 本デバイスが CAN バス リセッシブ クランピングを

検出した(スリープモード中を除く) 

PNOSCF パーシャル ネットワーキング  
オシレータ ハードウェア異常 無効 本デバイスがパーシャル ネットワーキング オシレー

タのハードウェア異常を検出した 
VSUV トランシーバ VS 低電圧 無効 本デバイスが VVS < VVS_UV_TRX_Setを検出した 

UVVCC トランシーバ VCC 低電圧 無効 本デバイスが VVCC < VVCC_UV_TRX_Setを検出した 
OVVCC VCC 過電圧 無効 本デバイスが VVCC > VVCC_OV_ Setを検出した 

 
IOUV 

 
IO 電源低電圧 

 
無効 

本デバイスが VVCC < VVCC_UV_IO_Set (ATA6580/1/5/6)
または VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Set (ATA6582/3/7/8)を
検出した 
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...........続き 
記号 イベント 電源投入時 概要 

UVVCCSENS VCC_SENSOR 低電圧 無効 本デバイスが VVCC_SENSOR < VVCCSENS_UV_Setを検出

した 
OVVCCSENS VCC_SENSOR 過電圧 無効 本デバイスが VVCC_SENSOR > VVCCSENS_OV_Setを検出

した 
LTXDOUT LIN TXD タイムアウト 無効 LIN TXD ドミナント タイムアウトが検出された 

 

PWRONS、PNEFD、全ての過熱シャットダウンおよびシステムイベントは常にキャプチャされます。

その他の復帰および割り込みイベントの検出は、イベント キャプチャ イネーブル レジスタ(2.4.5.10. 
「SECR レジスタ」～2.4.5.14. 「WKECR レジスタ」参照)を使って個別に有効/無効にできます。 

有効にされたイベント キャプチャ機能に対応するイベントが発生すると、対応するイベント ステータス
ビットがセットされます。CAN トランシーバまたは LIN トランシーバがアクティブではない(CAN トラ
ンシーバが CAN ノーマル/CAN サイレントモード中ではない、LIN トランシーバが LIN ノーマルモード
中ではない)場合、VRXD/RXD_LIN ピンは Low へアサートされる事で復帰または割り込みイベントが検

出された事を示します(VCC が利用可能な場合)。有効にされた復帰または割り込みイベントが検出され
ると、スリープモードからの復帰がトリガされます。下の表 2-4 に、各動作モードにおける各ブロック
の状態(RXD/RXD_LIN ピンの電圧レベルを含む)を示します。 

 
表 2-4. 本デバイスの動作モードとデバイス機能 

 

ブロック デバイス動作モード 

 パワーオフ スタンバイ ノーマル スリープ µC リセット 

SPI 無効 有効 有効 

有効  
(VCC または VCC_µC
が印加され、かつ

NRES が High) 

無効 

LIN LIN 電源 Off  LIN スタンバイ LIN スタンバイ 
LIN ノーマル LIN スタンバイ LIN スタンバイ 

CAN CAN Off 
CAN スタンバイ 

CAN バイアスありスタン

バイ 

CAN ノーマル/CAN スタン
バイ/CAN バイアスありス

タンバイ/CAN サイレント 
(COPM ビットにより決定) 

CAN スタンバイ 
CAN バイアスありスタ

ンバイ 

CAN スタンバイ 
CAN バイアスありスタ

ンバイ 

RXD VCC レベル 
VCC レベル、 

復帰/割り込みイベント 
検出時に Low 

COPM=01/11 の場合: CAN
ビットストリーム 

その他の場合: スタンバイ/
スリープと同じ 

VCC レベル、 
復帰/割り込みイベント

検出時に Low 

VCC レベル、 
復帰/割り込みイベント

保留時に Low 

RXD_LIN VCC レベル 
VCC レベル、 

復帰/割り込みイベント 
検出時に Low 

LOPM=10 の場合: LIN ビッ
トストリーム 

その他の場合: スタンバイ/
スリープと同じ 

VCC レベル、 
復帰/割り込みイベント

保留時に Low 

VCC レベル、 
復帰/割り込みイベント

保留時に Low 

NRES Low High High Low Low 
 

マイクロコントローラはイベント ステータス レジスタを介してイベントを監視できます。加えて、ソフ
トウェア ポーリング ルーチンの高速化を助けるため、グローバル イベント ステータス レジスタが提供
されます(2.4.5.3. 「GESR レジスタ」参照)。マイクロコントローラは、グローバル イベント ステータ
ス レジスタをポーリングする事により、キャプチャされたイベントのタイプ(システム、トランシーバ、

WAKE)を迅速に判定した後に、関連するレジスタを調べる事ができます。 

イベント要因を特定した後は、対応するステータスビットに「1」を書き込む事により、そのビットをク
リア(「0」に設定)する必要があります(ビットに「0」を書き込んでも効果はありません)。1 回の書き込

み動作で関係する全てのビットに「1」を書き込む事により、複数のステータスビットをクリアできます。

ステータス レジスタの直近の読み出し時に「1」に設定されていたステータスビットのみクリアする事
を強く推奨します。そうする事で、書き込みアクセスの直前にトリガされたイベントの情報が失われる
事を防ぎます。 
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2.5.14 割り込みイベント/書き込みイベントの遅延 
CAN トランシーバが CAN スタンバイモード中である時、または LIN トランシーバが LIN スタンバイモ

ード中である時に割り込みまたは復帰イベントが頻繁に発生すると、その都度 RXD/RXD_LIN ピンを
Low に駆動する必要があるため、マイクロコントローラの処理時間が大幅に増加する可能性があります。
このため、復帰イベントの発生頻度を制限するために、本デバイスは割り込み/復帰遅延タイマを備え
ています。 

イベント キャプチャ ステータスビットの 1 つがクリアされると RXD/RXD_LIN ピンは High へ解放され、
遅延タイマが起動します。タイマの動作中に後続のイベントが発生した場合、関係するステータスビッ
トがセットされます。td_evt_cap 後にタイマがタイムアウトした時に 1 つまたは複数のイベントが保留中

である場合、RXD/RXD_LIN ピンは再び Low へ遷移してマイクロコントローラに警告します。 

このようにして、マイクロコントローラはイベントごとに割り込まれるのではなく、1 回の割り込みで
複数のイベントを処理します。td_evt_cap 後にタイマがタイムアウトした時に全てのアクティブなイベン

ト キャプチャビットがマイクロコントローラによってクリア済みであった場合、RXD/RXD_LIN ピン

は High のままです(保留中のイベントは存在しないため)。イベント キャプチャ レジスタはいつでも読
み出せます。 

 
2.5.15 スリープモード保護 

本デバイスがスリープモードへ移行する前に、復帰イベントに確実に応答できるようイベント検出を正

しく設定しておく事が非常に重要です。本デバイスがスリープモードから復帰できなくなる事を防ぐた
め、スリープモードへ移行する前に少なくとも 1 つの標準復帰イベントを有効にし、全てのイベント 
ステータスビットをクリアしておく必要があります。そうしないと、デバイスはスリープへの移行コマ

ンド(DOPM = スリープ)に応答してスタンバイモードへ移行してしまいます。 

2.6 デバイス ID 
デバイス ID コードを保存するために 1 バイト (アドレス: 0x7E)が予約されています。 

 
2.6.1 デバイス ID レジスタ (アドレス: 0x7E) 

名称: DIDR 
オフセット:  0x7E 
リセット: 0x8x 
属性:                読み出し専用 
このレジスタは ATA658x の ID を提供します。 

 
 
 

Bit 7:0 – DID[7:0] 
ATA658x のデバイス ID は 0x8x です(x は製品コード)。 

2.7 制御レジスタのロック 
レジスタアドレス領域内の各セクションを書き込み保護する事で、誤った変更を防ぐ事ができます。こ

の機能は、ロックされたビットを SPI 経由の変更から保護するだけであり、本デバイスによるステータ
ス レジスタの更新を妨げる事はありません。 

 
2.7.1 レジスタ書き込み保護レジスタ (アドレス: 0x0A) 

名称: RWPR 
オフセット:   0x0A 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
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Bit 7 – 予約済み  将来用に予約済み 
 

Bit 6 – WP6 
アドレス領域 0x67～0x6F: パーシャル ネットワーキング マスクレジスタ - この領域に対するレジスタ
書き込み保護を有効にする場合、ホスト マイクロコントローラはこのビットを「1」に設定する必要が
あります。 

 
Bit 5 – WP5 

アドレス領域 0x50～0x5F - この領域に対するレジスタ書き込み保護を有効にする場合、ホスト マイク
ロコントローラはこのビットを「1」に設定する必要があります。 

 
Bit 4 – WP4 

アドレス領域 0x40～0x4F: WAKE ピン設定 - この領域に対するレジスタ書き込み保護を有効にする場合、

ホスト マイクロコントローラはこのビットを「1」に設定する必要があります。 
 

Bit 3 – WP3 
アドレス領域 0x30～0x3F - この領域に対するレジスタ書き込み保護を有効にする場合合、ホスト マイ
クロコントローラはこのビットを「1」に設定する必要があります。 

 
Bit 2 – WP2 

アドレス領域 0x20～0x2F: トランシーバ制御とパーシャル ネットワーキング ID 設定 - この領域に対す
るレジスタ書き込み保護を有効にする場合、ホスト マイクロコントローラはこのビットを「1」に設定
する必要があります。 

 
Bit 1 – WP1 

アドレス領域 0x10～0x1F - この領域に対するレジスタ書き込み保護を有効にする場合、ホスト マイク
ロコントローラはこのビットを「1」に設定する必要があります。 

 
Bit 0 – WP0 

アドレス領域 0x06～0x09 - この領域に対するレジスタ書き込み保護を有効にする場合、ホスト マイク
ロコントローラはこのビットを「1」に設定する必要があります。 

2.8 ウォッチドッグ 
ウォッチドッグを使う事でマイクロコントローラの適正動作を監視し、ソフトウェア内のロックアップ
等、何らかの障害によってマイクロコントローラからウォッチドッグへのサービスが停止した場合にリ
セットをトリガします。ウォッチドッグ リセットイベントが検出された時に NRES ピン(VCC レベル出
力ピン)が Low へ駆動され、高電圧対応オープンドレイン出力 LH (リンプホーム)ピンがアサートされま

す。ウォッチドッグ(WD)は既定値により有効となり、本デバイスの電源等入後に起動します。 

ウォッチドッグは、ウィンドウモード (デバイス ノーマルモード中にのみ利用可能)とタイムアウトモー
ドをサポートします。ウィンドウモード(図 2-11 参照)では、タイマ周期の後半のトリガウィンドウ内で
発生するウォッチドッグ トリガイベントによりウォッチドッグ タイマがリセットされます。タイムアウ
トモード(図 2-12 参照)では、トリガレンジ内(タイマ周期中の任意タイミング)のトリガイベントにより
ウォッチドッグ タイマがリセットされます。タイムアウトモードでは、ウォッチドッグを使ってマイク
ロコントローラを周期的に復帰させる事もできます。 
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図 2-11.  ウィンドウモード中のウィンドウ付きウォッチドッグの動作 

 
 
図 2-12. タイムアウトモード中のウィンドウ付きウォッチドッグの動作 

 
 
ウォッチドッグの誤った設定を防ぐため、ATA658x はスタンバイ モード中にのみウォッチドッグの設
定(WDCR1/WDCR2 レジスタへの書き込みアクセス)を許容します。ウォッチドッグが無効にされてい
る場合、マイクロコントローラはウォッチドッグを正しく設定した後にウォッチドッグを有効 (WDC 
= 010/100)にする必要があります。有効にされたウォッチドッグは、直近の設定を使って直ちに動作
します。ウォッチドッグが有効(既定値)である場合、マイクロコントローラは本デバイスがスタンバ
イモード中の時にいつでもウォッチドッグを設定できます。SPI を介する WDCR1/WDCR2 レジスタ

への書き込みアクセスのたびに、ウォッチドッグ タイマがリセットされて即座に変更が適用されます。 
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ウィンドウモードは本デバイスがノーマルモード中である時にのみサポートされます。ウィンドウ
モード(WDC = 100)が選択された場合、本デバイスがノーマルモードに移行するまでウォッチドッ

グはタイムアウトモードに設定されます。 

本デバイスがスタンバイモード中ではない時にウォッチドッグの設定(WDCR1/WDCR2 レジスタへの

書き込みアクセス)が試みられると、マイクロコントローラのリセットがトリガされ、本デバイスはウ
ォッチドッグ ステータス レジスタ WDSR 内の ILLCONF ビット(不正なウォッチドッグ設定)をセット
します。 

 
表 2-5. WDCR1 - ウォッチドッグ コンフィグレーション レジスタ 1 (アドレス: 0x36) 

 

Bit 記号 アクセス 値 概要 
 
 

7:5 

 
 

WDC 

 
 

R/W 

 ウォッチドッグ モード制御 
001 Off モード 

010 タイムアウト モード(既定値) 
100 ウィンドウモード 

 
 
 

4:3 

 
 
 

WDPRE 

 
 
 

R/W 

 ウォッチドッグ周期制御 
(以下の係数によるウォッチドッグ周期の拡大) 

00 ウォッチドッグ プリスケール係数 1 (既定値) 
01 ウォッチドッグ プリスケール係数 1.5 
10 ウォッチドッグ プリスケール係数 2.5 
11 ウォッチドッグ プリスケール係数 3.5 

 
2 

 
WDSLP 

 
R/W  スリープモード中にウィンドウ付きウォッチドッグを

動作させる場合は「1」に設定(既定値は「0」) 

 
1 

 
WDLW 

 
R/W 

 LH の Highへの遷移後にウィンドウ付きウォッチドッ

グ タイマをリセットして長い起動ウィンドウを開始す

る場合は「1」に設定 (既定値は「1」) 

0    将来用に予約済み 
 

ATA658x は 8 通りのウォッチドッグ周期(8～4096 ms)をサポートします。ウォッチドッグ周期は、ウ

ォッチドッグ制御レジスタ 2 (WDCR2)内のウォッチドッグ周期ビット(WWDP)で設定できます。選択
された周期は、ウィンドウモードとタイムアウトモードの両方で有効です。既定値のウォッチドッグ周
期は 128 ms です。ウォッチドッグ トリガイベント(WDTRIG レジスタにパターン「01010101」を書

き込む SPI 書き込みアクセス)により、ウォッチドッグ タイマがリセットされます。リセットパルス幅
もウォッチドッグ制御レジスタ 2 内の WRPL ビットで設定できます。 

本デバイスがスリープモード中である時にウォッチドッグを有効にするには、ウォッチドッグ制御レジ

スタ内の WDSLP ビットを「1」に設定する必要があります。WDSLP = 1 の場合、本デバイスがスリ

ープモードへ移行すると直ちにウォッチドッグ タイマはリセット/再起動します。 
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図 2-13. スリープモード中のウォッチドッグと周期的復帰(RSTLVL==1) 

 
 

 
 
 
 
 

図 2-14. スリープモード中のウォッチドッグと周期的復帰(RSTLVL==0) 
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表 2-6. WDCR2 - ウォッチドッグ制御レジスタ 2 (アドレス: 0x37) 
 

Bit 記号 アクセス 値 概要 
 
 
 
 
 
 

7:4 

 
 
 
 
 
 

WWDP 

 
 
 
 
 
 

R/W 

 ウィンドウ付きウォッチドッグ周期設定 
(ms、プリスケール係数 = 1、±10%) 

1000 8 

0001 16 

0010 32 

1011 64 

0100 128 (既定値) 
1101 256 

1110 1024 

0111 4096 

    ウィンドウ付きウォッチドッグ  リセットパルス幅(ms) 
 
 
 
 

0:3 

 
 
 
 

WRPL 

 
 
 
 

R/W 

1000 1～1.5 
0001 3.6～5 (既定値) 
0010 10～12.5 
1011 20～25 
0100 40～50 
1101 60～75 
1110 100～125 
0111 150～190 

 

ウォッチドッグは重要な安全機能であるため、正しく設定する必要があります。ウォッチドッグ パラメ
ータが誤って変更されてしまう事を防ぐため、以下の 2 つの予防策が提供されます。 

• レジスタ内の制御ビットフィールド WDC、WWDP、WRPL は有効な設定コード間のハミング距離
が 2 以上となっています。 

• 再設定保護:  スタンバイモード中にのみ設定可能です。 

制御ビットフィールド WDC、WWDP、WRPL の全ての有効設定コード間は互いに 2 以上のハミング
距離を持つため、シングルビット エラーによってウォッチドッグが誤って設定される事はありません
(これらのビットフィールドの設定が変更されるには、少なくとも 2 つのビットが反転する必要があり
ます)。WDCR1 または WDCR2 レジスタに対して不正なコードの書き込みが試みられた場合、これら
のレジスタに対する SPI 書き込みは無視され、ウォッチドッグ ステータス レジスタ内の CACC ビッ
トがセットされます。 

本デバイスが µC リセットモードからスタンバイモードへ移行した後、マイクロコントローラはウォッ
チドッグ コンフィグレーション レジスタへ書き込む前にウォッチドッグをトリガする必要があります。 

 
表 2-7. WDSR - ウォッチドッグ ステータス レジスタ (アドレス: 0x38) 

 

Bit 記号 アクセス 概要 

   ウォッチドッグ ステータス レジスタ 
7 OFF R ウィンドウ付きウォッチドッグは Off 

6 CACC R/W ウィンドウ付きウォッチドッグ コンフィグレーション レジスタに対する
不正な書き込みアクセス 

5 ILLCONF R/W 本デバイスがスタンバイモード中ではない時にウォッチドッグ制御レジス

タの再設定が試みられた 

4 TRIGS R 本デバイスは、ウィンドウ付きウォッチドッグがタイマ周期の前半である

場合にこのビットを「1」にし、後半である場合に「0」にします。ウォッ
チドッグがウィンドウモードではない場合、このビットは常に「0」にな

ります。 

3 OF R/W スタンバイモードまたはノーマルモード中のウォッチドッグ オーバーフロ

ー(タイムアウトまたはウィンドウモード) 

2 OFSLP R/W スリープモード中のウォッチドッグ オーバーフロー(タイムアウト モード) 
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...........続き 
Bit 記号 アクセス 概要 
1 ETRIG R/W ウォッチドッグの早期トリガ(ウィンドウモード) 
0 - R  

 

ウォッチドッグ ステータス レジスタ内のビットに「1」を書き込むと、そのビットは「0」へリセット
されます。 

以下のいずれかが発生すると、即座にマイクロコントローラのリセットがトリガされます。 
- 不正なウォッチドッグ設定(ノーマルモードまたはスリープモード中のウォッチドッグの設定) 
- ウィンドウモード中のウォッチドッグ タイマのオーバーフローまたは早期トリガ 
- タイムアウト モード中のウォッチドッグ タイマの オーバーフロー 

ウィンドウ付きウォッチドッグによってリセットがトリガされると、ウィンドウ付きウォッチドッグ リ
セットイベント レジスタがセットされます。本デバイスは µC リセットモードへ移行し、リセットが終
了した後にスタンバイモードへ移行します。 

ウォッチドッグが Off モード中である時にウィンドウ付きウォッチドッグ コンフィグレーション レジス
タに対する破損した書き込みアクセスまたはウォッチドッグ制御レジスタの不正な設定が発生した場合、
対応するステータス レジスタビットがセットされます。ウィンドウ付きウォッチドッグを有効にする前
にそれらのレジスタビットが「0」にリセットされていないと、ウィンドウ付きウォッチドッグが有効に
なった直後にマイクロコントローラに対してリセットがトリガされます。 

 
2.8.1 ウォッチドッグ トリガレジスタ (アドレス: 0x39) 

名称: WDTRIG 
オフセット:  0x39 
リセット: 0x00 
属性:               書き込み専用 

 

Bit 7:0 – WDTRIG[7:0] 
ウォッチドッグ トリガイベント(WDTRIG レジスタへのパターン「1010101」の SPI 書き込みアクセ
ス)によってウォッチドッグ タイマがリセットされます。 

 
2.8.2 ウィンドウモード中のウォッチドッグ動作 

ウィンドウモード中にウォッチドッグは連続的に動作します。WDC = 100 に設定した後に本デバイスがノ
ーマルモードに移行すると、ウォッチドッグはウィンドウモードになります。ウィンドウモードでは、ウォ
ッチドッグ周期の後半でのみウォッチドッグをトリガできます。ウォッチドッグ タイマがオーバーフロー
するかウォッチドッグ周期(WDCR2レジスタ内の WWDPビットで定義、表 2-6 参照)の前半でトリガされた
場合、本デバイスは µC リセットモードへ移行します(NRES および LH ピンが定義された時間アサートされ
ます)。リセット要因(ウォッチドッグ早期トリガまたはウォッチドッグ オーバーフロー)は、ウォッチドッ
グ ステータス レジスタ(WDSR)内のウォッチドッグ ステータスビットにキャプチャされます。ウォッチド
ッグがウォッチドッグ周期の後半でトリガされると、ウォッチドッグ タイマが再起動します。 

 
2.8.3 タイムアウト モード中のウォッチドッグ動作 

タイムアウト モード中にウォッチドッグは連続的に動作します。WDC = 010 の場合にウォッチドッグはタ
イムアウト モードで動作します。タイムアウト モード中は、ウォッチドッグ トリガによってウォッチドッ
グ タイマをいつでもリセットできます。ウォッチドッグ タイマがオーバーフローすると、ウォッチドッグ
異常イベントがウォッチドッグ ステータス レジスタ(WDSR)にキャプチャされます。タイムアウト モード
では、本デバイスがスリープモード中である時にウォッチドッグをマイクロコントローラに対する周期的復
帰要因として使う事ができます。タイムアウト モードが選択された状態で本デバイスがスリープモードに
移行すると、公称ウォッチドッグ周期(WWDP)後に復帰イベントが生成されます。すると本デバイスは µC
リセットモードへ移行します。 
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2.8.4 電源投入中および µC リセット後のウォッチドッグ動作 
µC リセット後の安全な起動を確保するため、最初にウォッチドッグをトリガする SPI コマンドを送信
した後に、ウォッチドッグを設定するための SPI コマンドを送信する事を推奨します。電源等入後に、
本デバイスは最初に µC リセットモードへ移行してからスタンバイモードへ移行します。本デバイスが
スタンバイモードに移行すると、ウォッチドッグは tLW で規定されたウィンドウを開始します。ウォッ

チドッグは、このウィンドウ内でマイクロコントローラによってトリガされる必要があります。そうで
はない場合、ウォッチドッグは NRES ピンを介してマイクロコントローラのリセットをトリガします。
tLW ウィンドウ内での最初のトリガの後に、ウォッチドッグは通常の動作モードを開始します。 

以下の場合、ウォッチドッグの無効化と設定はできません。 

1. 本デバイスの電源投入後、tLW ウィンドウモード内で最初のトリガを受信する前 

2. 上記以外の全ての状況で、本デバイスが µC リセットモードからスタンバイ モード へ移行した後に
ウォッチドッグが最初のトリガを受信する前(ウォッチドッグが有効である場合) 

ウォッチドッグ制御レジスタ内の WDLW ビットが「1」(既定値)に設定されている場合、ウォッチドッ
グ タイマは tLW ウィンドウの開始時に常にリセットされます。このビットが「0」である場合、ウォッ

チドッグは通常動作を継続します。 
 

2.8.5 VCC 低電圧および過熱中のウォッチドッグ動作 
ATA6580/1/5/6 では、WDLW が「1」に設定されている場合、本デバイスが VVCC < VVCC_UV_TRX_Set イ
ベントを検出するとウォッチドッグは停止します。本デバイスは µC リセットモードへ移行し、VCC が
回復するまで µC リセットモードのままです。RSTLVL が「0」に設定されている場合、本デバイスが
VVCC < VVCC_UV_IO_Set を検出すると本デバイスは µC リセットモードへ移行し、ウォッチドッグは停止

してリセットされます。VCC が回復した後 NRES ピンはリセットパルス長時間が経過するまで Low へ
プルダウンされ、その後に本デバイスはスタンバイモードへ移行します。tLW ウィンドウモードが有効

である場合、本デバイスがスタンバイモードへ移行した後にウォッチドッグは tLW ウィンドウを開始し

ます。 

ATA6582/7 では、µC リセットをトリガするために VVCC_µC が監視されます。RSTLVL が「1」に設定さ

れている場合、本デバイスが VVCC_µC < VVCC_UV_RST_Setを検出するとウォッチドッグは停止してリセッ

トされます。本デバイスは µC リセットモードへ移行し、VCC が回復するまで µC リセットモードのま
まです。RSTLVL が「0」に設定されている場合、本デバイスが VVCC < VVCC_UV_IO_Set を検出すると本

デバイスは µC リセットモードへ移行し、ウォッチドッグは停止してリセットされます。 

ATA6583/8 では RSTLVL ビットを使いません。µC リセットは、本デバイスが VVCC_µC < VVCC_UV_IO_Set
を検出した時に常にトリガされます。 
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図 2-15. VCC 低電圧(VVCC < VVCC_UV_TRX_Set )中のウォッチドッグ動作(RSTLVL==1) 

 

 
  

 

図 2-16. VCC 低電圧(VVCC < VVCC_UV_IO_Set)中のウォッチドッグ動作(RSTLVL==0) 

 

2.9 汎用メモリ(GPMn) 
本デバイスは、ユーザ情報を保存するための汎用レジスタ向けに RAM の 4 バイトを割り当てます。汎

用レジスタ(アドレス: 0x06～0x09)には SPI を介してアクセスできます。 
 

2.9.1 汎用メモリ 0 (アドレス: 0x06) 

名称: GPM0 
オフセット:  0x06 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
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Bit 7:0 – GPM0[7:0] 汎用メモリビット 

 
2.9.2 汎用メモリ 1 (アドレス: 0x07) 

名称: GPM1 
オフセット:   0x07 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – GPM1[7:0]  汎用メモリビット 
 

2.9.3 汎用メモリ 2 (アドレス: 0x08) 

名称: GPM2 
オフセット:  0x08 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – GPM2[7:0] 汎用メモリビット 
 

2.9.4 汎用メモリ 3 (アドレス: 0x09) 

名称: GPM3 
オフセット:  0x09 
リセット: 0x00 
属性:                読み/書き可能 
 

 
 
 
 

Bit 7:0 – GPM3[7:0] 汎用メモリビット 
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2.10 VCC LDO 
VCC ピンの公称出力電圧レベルは 5 V です。 

電圧レギュレータは、補償とマイクロコントローラからの外乱のフィルタ処理用に外付けコンデンサを
必要とします。1.87 μF(最小、許容差含む)の MLC コンデンサと 100 nF のセラミック コンデンサを並
列に使用する事を推奨します。これらのコンデンサの容量値はアプリケーションに依存します。VCC へ
の短絡時に、この出力は出力電流を IVCClim 以下に制限します。ATA6580/1/5/6 では、LDO 温度がしきい

値 TvJsdを超えた場合に VCC 出力が Off になります。その後 LDO 温度が TvJsd - TvJsd_hysまで低下した

後に、レギュレータは再び On になります。ATA6582/3/7/8 の VCC レギュレータも ATA6580/1/5/6 と全

く同様に動作します。 

ATA658x をプリント基板にはんだ付けする際は、良好な放熱性を得るために、放熱パッドをプリント基
板上の GND ベタ層等に十分なビア数で接続する必要があります。本デバイスの主な電力損失は、アプ
リケーションで要求される VCC 出力電流 IVCC と VCC_µC 出力電流 IVCC_µC (ATA6582/3/7/8)により発生

します。 

VVCC電源電圧は、VVSが約 2 V 以下に低下するまで有効です。 

内部 CAN トランシーバがドミナントバス状態の駆動中に 50 mA (typ)を消費する場合、VCC ピンから外
部負荷に 100 mA を供給可能です。CAN トランシーバの平均消費電流は、アプリケーションにもよりま
すが、通常はこれよりも低いため(約 25 mA)、外部負荷にはさらに大きな電流を供給可能です。 

2.11 外部センサ用電源 
VCC_SENSOR ピンは、外付け部品に電源 (最大 30mA @ 3.3/5V)を提供するために使います。

VCC_SENSOR 制御レジスタ REGCR 内の REGEN ビットを使って、VCC_SENSOR を有効にするデバ
イス動作モードを設定します。REGCR レジスタの電源投入時の既定値は 2’b00 です(VCC_SENSOR 電
源は全ての動作モードで Off)。対応するイベント キャプチャ機能が有効である場合、VCC_SENSOR ピ
ンの過電圧と低電圧が監視されます。 

 
表 2-8.  REGCR - VCC_SENSOR コンフィグレーション レジスタ (アドレス: 0x25) 

 

Bit 記号 アクセス 値 概要 
7:2 予約済み R   
    VCC_SENSOR コンフィグレーション 
 
 

1:0 

 
 

REGEN 

 
 

R/W 

00 全てのモードで VCC_SENSOR を Off にする 

01 ノーマルモードで VCC_SENSOR を Onにする 
 
10 ノーマル、スタンバイ、µC リセットモードで

VCC_SENSOR を Onにする 
 
11 ノーマル、スタンバイ、スリープ、µC リセットモード

で VCC_SENSOR を Onにする 
 

VCC_SENSOR ピンの出力電圧レベルは、LDOCR レジスタ(LDO コンフィグレーション レジスタ)で設
定します。 

 
表 2-9. LDOCR - VCC_SENSOR 出力コンフィグレーション レジスタ (アドレス: 0x02) 

 

Bit 記号 アクセス 値 概要 
7:3 予約済み R   
    VCC_SENSOR 出力電圧レベル コンフィグレーション 

ビット 
2:0 VCCSENSOUT R/W 010 VCC_SENSOR の出力電圧レベルは 3.3 V 

101 VCC_SENSOR の出力電圧レベルは 5 V 
 

VCC_SENSOR ピンの既定値出力電圧レベルは 3.3 V です。コンフィグレーション レジスタは、スタン

バイモード中にのみ書き込みアクセス可能です。設定が不適正である場合、またはスタンバイモード中
ではない時に設定が試みられた場合、REGCR および LDOCR レジスタはリセットされ、出力電圧レベ
ルは 3.3 V に設定されます。 
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2.12 LIN2 デバイス(ATA6582/3/7/8 のみ) 
ATA6582/3/7/8 は、ATA6586 のダイと ATA663232/55 のダイを内蔵したデュアルダイ CAN-LIN-LIN 
SBC です。ATA6582/3/7/8 は 1x CAN トランシーバ(パーシャル ネットワーキングあり/なし)、2x LIN
トランシーバ、1x 5V 150mA 低ドロップアウト電圧レギュレータ(VCC)、1x 5V/3.3V 85mA 低ドロッ
プアウト電圧レギュレータ(VCC_µC)、1x 外部負荷用 5V/3.3V 30mA 低ドロップアウト電圧レギュレ
ータ(VCC_Sensor)を提供します。 

2 つのダイは単一システムとして機能し、互いに通信する事により、外付け部品(マイクロコントローラ
等)を必要とせずに 1 つの復帰/割り込みイベントによって両方のダイが復帰します。 

 
2.12.1 LIN2 動作モード 

図 2-17. LIN2 動作モード 

 
. 

 
表 2-10. LIN2 動作モード 

 

動作モード トランシーバ VVCC_µC LIN2 TXD_LIN2 RXD_LIN2 

LIN2 フェイルセーフ OFF 3.3V/5V リセッシブ フェイルセーフ要因を示す 
(表 2-11 参照) 

LIN2 ノーマル ON 3.3V/5V TXD_LIN2 に依存 データ送信に従う 

LIN2 サイレント OFF 3.3V/5V リセッシブ High High 

LIN2 スリープ/電源 Off OFF 0V リセッシブ Low Low 
 

2.12.1.1  LIN2 ノーマルモード 
このモードは、LIN2 インターフェイスの通常の送受信モードです。VCC_µC 電圧レギュレータは
3.3V/5V の出力電圧(最大許容差: ±2%、最大出力電流: 85 mA)で動作します。VCC_µC 低電圧条件が発
生すると、内部リセット(NRES_int)信号が Low へ遷移し、LIN2 デバイスは LIN2 フェイルセーフ モー
ドへ移行します。 
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2.12.1.2 LIN サイレントモード 
TXD_LIN2 が High の時に EN_LIN2 で立ち下がりエッジが発生すると、LIN2 デバイスは LIN2 サイレン

トモードへ切り換わります。TXD_LIN2 信号は、モード選択ウィンドウ中に論理 High である事が必要で
す(図 2-18 参照)。LIN2 サイレントモード中は、送信と受信が無効となります。VCC_µC 電圧レギュレ
ータはアクティブです。 
 
図 2-18.  LIN2 サイレントモードへの移行 

 
 
LIN2 サイレントモードでは、LIN2 ピンが GND へ短絡した時の消費電流を最小化するため、LIN2 ピン

と VS2 ピンの間の内部終端抵抗は無効にされます。LIN2 ピンと VS2 ピンの間には、弱いプルアップ
電流(10 μA typ)しか流れません。LIN2 サイレントモードは、LIN2 ピンの電流レベルとは無関係に有効
にできます。 

低電圧条件が発生すると NRES_int 信号が Low へ遷移し、LIN2 デバイスは LIN2 フェイルセーフ モー
ドへ移行します。 

2.12.1.3 LIN2 スリープモード 
TXD_LIN2 が Low の時に EN_LIN2 で立ち下がりエッジが発生すると、LIN2 デバイスは LIN2 スリープ
モードへ移行します。TXD_LIN2 信号は、モード選択ウィンドウ中に論理 Low である事が必要です 
(図 2-19 参照)。 
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図 2-19.  LIN2 スリープモードへの移行 

 
 

 
LIN2 スリープモードへの移行時に LIN2 ピンへの影響を防ぐため、EN_LIN2 を TXD_LIN2 より最大 
3.2 μs 早期に Low へ遷移させる事ができます(TXD_LIN2 と EN_LIN2 を同時に遷移させる事を推奨)。 

ATA6582/3/7/8 では、常に最初に CAN-LIN SBC をスリープモードに移行させてから LIN2 デバイスをス
リープモードに移行させる必要があります。そうしないと VCC_µC が無効になり、SPI も一緒に無効に

なるため、デバイスの再設定ができなくなります。 

スリープモードでは、通信は無効にされます。VCC_µC レギュレータは Off になり、NRES_int と
RXD_LIN2 は Low となります。LIN2 ピンが GND へ短絡した時の消費電流を最小化するため、LIN2 ピ
ンと VS2 ピンの間の内部終端抵抗は無効にされます。LIN2 ピンと VS2 ピンの間には弱いプルアップ電

流(10 μA typ)しか流れません。LIN2 スリープモードは、LIN2 ピンの電流レベルとは無関係に有効にで
きます。LIN2 ピン電圧が LIN2 事前復帰検出電圧 VLIN2L を下回ると内部 LIN2 レシーバが有効になり、

復帰検出タイマが起動します。 

TXD ピンが GND へ短絡した場合、tto(dom)_LIN2が経過した後に EN_LIN2 を使って LIN2 スリープモード

へ切り換える事ができます。 

2.12.1.4 LIN2 フェイルセーフ モード 
LIN2 デバイスは、システム電源投入時に自動的に LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換わります。
VCC_µC 電圧レギュレータは On になります。内部 NRES_int 信号は tres = 4 ms の間 Low のままです。

LIN2 通信は Off になります。LIN2 デバイスは、EN_LIN2 が High へ遷移するまでこのモードのままです。
EN_LIN2 が High へ遷移すると LIN2 デバイスは LIN2 ノーマルモードへ移行します。内部 NRES_int 信
号が Low へ遷移すると、LIN デバイスは LIN2 フェイルセーフ モードへ直接切り換わります。LIN2 フェ

イルセーフ モード中は、TXD_LIN2 ピンが出力として機能し、RXD_LIN2 出力ピンと一緒に LIN2 フェ
イルセーフ要因を示します(表 2-11 参照)。 

VS2 低電圧条件(VVS2 < VVS2_th_N_F_down)が原因で LIN2 デバイスが LIN2 ノーマルモード(EN_LIN2 = 1)
から LIN2 フェイルセーフ モードへ移行した場合、EN_LIN2 入力ピンの立ち下がりエッジによって LIN2
スリープまたは LIN2 サイレントモードへ切り換える事ができます。これにより、消費電流をさらに削
減できます。 

LIN2 サイレントまたは LIN2 スリープモードからの復帰イベントは、RXD_LIN2 ピンと TXD_LIN2 ピン

を使ってマイクロコントローラへ示されます。VS2 低電圧条件も、これらの 2 本のピンで示されます。
TXD_LIN2/RXD_LIN2 ピン出力の内容を表 2-11 に示します。 
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復帰イベントは、LIN2 デバイスを LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換えます。 
 

表 2-11. LIN2 フェイルセーフ モード中の TXD_LIN2/RXD_LIN2 信号 
 

LIN2 フェイルセーフ要因/信号 TXD_LIN2 RXD_LIN2 

LIN バス復帰(LIN2 ピン) Low Low 

ローカル復帰(WAKE2 ピン) Low High 

VS2 低電圧検出(VVS2 < 3.9V) High Low 
 

2.12.2 ATA6582/3/7/8 におけるローカル復帰 
ATA6582/3/7/8 は、WAKE ピンと WAKE2 ピンの両方からのローカル復帰をサポートします。
ATA6582/3/7/8 の WAKE ピンによるローカル復帰の動作は、ATA6580/1/5/6 と全く同じです(2.4.1. 
「WAKE ピンによるローカル復帰」参照)。 

WAKE2 ピンの立ち下がりエッジ後に Low レベルが tlocal_wu2 より長く持続すると、ローカル復帰要求が

発生します。これにより、LIN2 デバイスは LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換わります。内部 LIN 終
端抵抗が有効になります。マイクロコントローラに対して割り込みを生成するため、ローカル復帰要求

は TXD_LIN2 ピンの Low レベルにより示されます。WAKE2 ピンが Low の時に、EN_LIN2 ピンを介し
て LIN2 デバイスを LIN2 サイレントまたは LIN2 スリープモードを切り換える事ができます。この場合、
WAKE2 の立ち下がりエッジによって新しいローカル復帰要求を開始する前に、WAKE2 ピンを 10 μs よ
り長く High 状態に保持する必要があります。 

 
図 2-20.  LIN2 スリープモードからの WAKE2 ピンによるローカル復帰 

 
 

 



Complete Data Sheet 
© 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

DS20006830B_JP - p. 70 

ATA658x Data Sheet 
機能説明 

 

 

図 2-21.  LIN2 サイレントモードからの WAKE2 ピンによるローカル復帰 

 
 

 
 
 

2.12.3 ATA6582/3/7/8 における LIN2 ピンを介する LIN バス復帰 
2.12.3.1 LIN Silent モードからの LIN2 リモート復帰(ATA6582/3/7/8) 

LIN2 サイレントモードからのリモート復帰は、TXD_LIN2 が High である場合にのみ可能です。LIN2 ピ

ン電圧が LIN2 事前復帰検出電圧 VLIN2L を下回ると内部 LIN2 レシーバが有効になり、復帰検出タイマ
が起動します。ドミナント バスレベルが tbus よりも長く持続した後の LIN2 ピンの立ち上がりエッジで

リモート復帰要求が発生します。LIN2 デバイスは LIN2 サイレントモードから LIN2 フェイルセーフ モ
ードへ切り換わります。VCC_µC 電圧レギュレータは有効なままであり、内部 LIN2 応答回路の終端抵
抗が有効になります。リモート復帰要求は、RXD_LIN2 ピンと TXD_LIN2 ピンの Low レベルにより示

されます(TXD_LIN2 では強いプルダウン)。EN_LIN2 ピンが High である場合、本デバイスは直接 LIN2
ノーマルモードへ移行します。 
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図 2-22.  LIN2 サイレントモードからの LIN2 復帰 

 
 
 

2.12.3.2 LIN2 スリープモードからの LIN2 リモート復帰(ATA6582/3/7/8) 
ドミナント バスレベルが tbus よりも長く持続した後の LIN2 ピンの立ち上がりエッジによりリモート復

帰要求が発生し、LIN2 デバイスは LIN2 スリープモードから LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換わり

ます。VCC_µC レギュレータと内部 LIN2 終端抵抗が有効になります。リモート復帰要求は、
RXD_LIN2 ピンと TXD_LIN2 ピンの Low レベルにより示されます(TXD_LIN2 では強いプルダウン)。 

EN_LIN2 の High 状態を使って、LIN2 スリープまたは LIN2 サイレントモードから LIN2 ノーマルモード
へ直接切り換える事ができます。VVCC_µCが立ち上がって低電圧リセット時間が過ぎた後も EN_LIN2 が

High である場合、LIN2 トランシーバは LIN2 ノーマルモードへ切り換わります。 
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図 2-23.  LIN2 スリープモードからの LIN2 復帰  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.12.3.3 低電源電圧条件での LIN2 デバイスの動作 
バッテリ電圧をアプリケーション回路に接続すると、VS2 ピンの電圧はアプリケーション回路内のバイ
パス コンデンサに応じた速さで立ち上がります。VVS2が最低 VS2 動作電圧しきい値 VVS2_th_U_F_upより

高い場合、LIN2 デバイスは電源 LIN2 Off モードから LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換わります。
VVS2が低電圧しきい値 VVS2_th_F_N_upを超えると直ちに LIN2 トランシーバを有効にできます。 

VCC_µC 出力電圧は、tVCC_µC 後に公称値に達します。この時間は、外付け VCC_µC コンデンサと負荷

によって決まります。内部 NRES_int 信号は、リセット遅延時間 treset中に Low です。treset中にモード変

更はできません。 

VCC_µC、内部リセット NRES_int 信号、VS2 の立ち上がり/立ち下がり挙動を以下の図に示します。 
 

図 2-24. VS2(立ち上がり)に対する VCC_µC と内部 NRES_int 信号の挙動 (3.3 V) 
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図 2-25. VS2(立ち下がり)に対する VCC_µC と内部 NRES_int 信号の挙動 (3.3 V) 

 
 
7 

図 2-26. VS2(立ち上がり)に対する VCC_µC と内部 NRES_int 信号の挙動 (5V) 

 
  
 

図 2-27. VS2(立ち下がり)に対する VCC_µC と内部 NRES_int 信号の挙動 (5 V) 

 
 
7.0 

 
 

上のグラフは、VCC_µC 立ち上がり時間 tVCC_µCと NRES_int 遅延時間 tresetに比べて VS2 の立ち上がり

/立ち下がり速度が十分に遅い場合にのみ有効です。 
スリープモード中に VVS2の電圧レベルが低電圧検出しきい値 VVS2_th_N_F_down (typ. 4.3 V)を下回った場

合、動作モードの変更と復帰はできません。VS2 ピン上の電源電圧が VS2 動作しきい値 VVS2_th_U_down 
(typ. 2.05 V)を下回った場合、LIN2 デバイスは LIN2 電源 Off モードへ切り換わります。 

LIN2 サイレントモード中に VVCC_µC電圧が低電圧しきい値 VVCC_µC_th_uv_downを下回った場合、LIN2 デ

バイスは LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換わります。VS2 ピン上の電源電圧が VS2 動作しきい値
VVS_th_U_down (typ. 2.05 V)を下回った場合、LIN2 デバイスは LIN2 電源 Off モードへ切り換わります。 

LIN2 ノーマルモード中に VS2 ピンでの電圧レベルが VS2 低電圧検出しきい値 VVS2_th_N_F_down (typ. 4.3 V)
を下回った場合、LIN2 デバイスは LIN2 フェイルセーフ モードへ切り換わります。LIN2 フェイルセー
フ モード中は、異常動作またはバスメッセージの破損を防ぐために LIN2 トランシーバは無効になりま
す。VCC_µC 電圧レギュレータは有効なままです。 
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VVCC_µC = 3.3 V の場合: VS2 低電圧状態である場合、EN_LIN2 入力の立ち下がりエッジにより、本デバ

イスを LIN2 スリープまたは LIN2 サイレントモードへ切り換える事ができます。これら 2 つの省電力モ
ードへの切り換えはいつでも可能であり、消費電流をさらに削減する事ができます。VVCC_µC 電圧が
VCC_µC 低電圧しきい値 VVCC_µC_th_uv_down (typ. 2.6 V)を下回った場合、LIN2 デバイスは LIN2 フェイル

セーフ モードへ切り換わります。 

VVCC_µC = 5 V の場合: VS2 低電圧状態になると VCC_µC 低電圧状態が発生して LIN2 デバイスは LIN フ

ェイルセーフ モードへ移行します。このモードからは、LIN2 スリープモードへの切り換えのみが可能で
す。 

Note: 本デバイスのスリープモード中に VVS/VVS2 低電圧状態が生じると、本デバイスの不完全な復帰が

発生し、通常の復帰要因では回復できなくなる可能性があります。そのような状態を防ぐため、スリー
プモード中に低電圧条件が生じる恐れがある場合は、EN_LIN2 と VCC を外部回路に接続する必要があ
ります(代表的応用回路図参照)。 

 
2.12.4 3.3V/5V VCC_µC 低ドロップアウト電圧レギュレータ(ATA6582/3/7/8 のみ) 

図 2-28. 3.3V/5V VCC_µC 低ドロップアウト電圧レギュレータ: 電源電圧立ち上がり/立ち下がり時の動作 

 
 

 

VCC_µC 電圧レギュレータは、補償とマイクロコントローラからの外乱のフィルタ処理用に外付けコン

デンサを必要とします。最小容量 1.87 μF の MLC コンデンサと 100 nF のセラミック コンデンサを並列
に使用する事を推奨します。これらのコンデンサの容量値はアプリケーションに依存します。 

ATA6582/7/8 における VCC_µC での短絡時に、この出力は出力電流を IVCC_µC_lim 以下に制限します。低

電圧条件の場合、NRES_int は Low へ切り換わります。ダイ温度が TVCC_µC_offを超えると、VCC_µC 出

力は無効になります。デバイスが冷却されてダイ温度が TVCC_µC_off - Thys を下回ると、出力は再び有効

になります。 

ATA658x をプリント基板にはんだ付けする際は、良好な放熱性を得るために、放熱パッドをプリント基
板上の広い GND パターンに接続する必要があります。 

2.13 電力損失と安全動作領域 
ATA658x をプリント基板にはんだ付けする際は、良好な放熱性を得るために、放熱パッドをプリント基
板上の広い GND パターンに接続する必要があります。本デバイスの電力損失は主にアプリケーション
が消費する VCC、VCC_µC、VCC_Sensor 出力電流(IVCC、IVCC_µC、IVCC_SENSOR)によって決まります。

以下の図に、ATA658x の電力損失と安全動作領域を電源電圧に対するレギュレータ出力電流の関数とし
て示します。 
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図 2-29.  電力損失と安全動作領域(18 ピンパッケージ、グレード 1):  
異なる周囲温度での電源電圧 VS とレギュレータ出力電流 IVCC + IVCC_SENSORの関係 
(Rthvja = 45K/W を想定) 

 
 

図 2-30. 電力損失と安全動作領域(18 ピンパッケージ、グレード 0): 
異なる周囲温度での電源電圧 VS とレギュレータ出力電流 IVCC + IVCC_SENSORの関係 
(Rthvja = 45K/W を想定) 
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図 2-31.  電力損失と安全動作領域(26 ピンパッケージ、グレード 1): 
異なる周囲温度での電源電圧 VS とレギュレータ出力電流 IVCC +IVCC_µC + IVCC_SENSOR の関係 
(Rthvja = 42K/W を想定) 

 
 

内部 CAN トランシーバがドミナントバス状態の駆動中に 50 mA (typ)を消費する場合、VCC ピンから
外部負荷に 100 mA を供給可能です。CAN トランシーバの平均消費電流は、アプリケーションにもよ
りますが、通常はこれよりも低いため(約 25 mA)、外部負荷にはさらに大きな電流を供給可能です。 

2.14 SPI (Serial Peripheral Interface) 
2.14.1 概要 

SPI はマイクロコントローラとの通信用に使います。ATA658x の設定と操作には SPI インターフェイ
スを使います。 

SPI は全二重データ転送に対応します。新しい制御データがシフトインされた時にステータス情報が返
されます。SPI は読み出し専用アクセスも提供し、レジスタの内容を変更する事なく読み戻す事ができ

ます。 

クロックの立ち下がりエッジでビットがサンプリングされ、クロックの立ち上がりエッジでデータがシ
フトイン/シフトアウトされます(図 2-32 参照)。 

 
図 2-32. SPI のタイミング プロトコル 
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図 2-33. 書き込み動作向けの SPI データ構造 

 
 

 

SPI データは専用の 8 ビットレジスタに保存され、各レジスタには一意の 7 ビットアドレスが割り当
てられています。1 回のレジスタ書き込み動作で 16 ビットを本デバイスへ送信する必要があります。
第 1 バイトは 7 ビットアドレスと「読み出し専用」ビット(LSB)を格納します。書き込み動作を指定
するには、読み出し専用ビットが「0」である事が必要です。このビットが「1」である場合、読み出

し動作が実行され、このビットの後の全てのデータは無視されます。第 2 バイトはレジスタに書き込
むデータを格納します。アドレス指定されたレジスタの内容は、読み書き動作の実行中に SDO ピン
からシフトアウトされます。プログラミングを高速化するために、24 および 32 ビットの読み書き動

作もサポートされます。この場合、レジスタアドレスは自動的にインクリメントします(24 ビット動
作では 1 回インクリメント、32 ビット動作では 2 回インクリメント)。 

読み/書きどちらのコマンドを実行する場合も、SDO ライン上の第 1 バイトは常に 0x00 です。 

存在しないレジスタに対する書き込み試行は禁止されません。書き込み動作中に利用可能なアドレス空
間の境界を越えた場合、有効アドレス範囲外のデータは無視されます(SPI 異常イベントは生成されま
せん)。 

送信された SPI ビットの数は SPI 転送中常に監視され、ビット数が 16、24、32 のいずれでもない場合、

SPI 転送は中止されます。SPI 異常検出が有効(SPIFE = 1)である場合に以下の異常が検出されると、
SPI 異常イベントがキャプチャされます(SPIF = 1)。 

1. SPI クロックカウント エラー(16、24、32 ビットコマンドのみ有効、読み/書き両方の動作で発生) 
2. 不正な DOPM コード 
3. ロックされたレジスタに対する書き込みアクセスの試行 

読み出し動作中に SDI ピンで 32 ビットを超えるビットがシフトインされると、bit 33 から後のデータス

トリームは SDO 上でループバックされます。 
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2.15 レジスタ一覧 
ATA658x はアドレス 0x00～0x7F に 128 個のレジスタを配置しています。レジスタマップの概要を以下の表に示します。記載されて
いないレジスタとビットは将来のために予約済みです。特に明記しない限り、予約済みビットには「0」が書き込まれている必要があ
ります。 

 

アドレス レジスタ Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 

デバイス制御レジスタ         
0x01 DMCR - - RSTEN VCCOVSD SLPVCCµC DOPM[2:0] 

0x02 LDOCR - - - - - VCCSENSOUT[2:0] 

0x03 DMSR SMTS OTPWS NMTS - - - - VCCS 

0x04 SECR - VSUVE - - IOUVE OTPWE SPIFE RSTLVL 

0x05 LDOECR - VCCOVLHE[2:0] VCCOVE VCCUVE VCCSENSOVE VCCSENSUVE 

0x06 GPM0 GPM0[7:0] 

0x07 GPM1 GPM1[7..0] 

0x08 GPM2 GPM2[7:0] 

0x09 GPM3 GPM3[7:0] 

0x0A RWPR - WP6 WP5 WP4 WP3 WP2 WP1 WP0 

TRX 制御レジスタ         
0x20 TRXCR - CFDPE PNCFOK CPNE - - COPM[1:0] 

0x21 LTRXCR - - - - - - LOPM[1:0] 

0x22 TRXSR TXS PNERRS PNCFS PNOSCS CBSS - - TXDOUTS 

0x23 TRXECR - PNOSCFE - BSE - LINWUE TRXFE CWUE 

0x24 LTRXSR - - - - - - LTXDOUTS LTXS 

0x25 REGCR - - - - - - REGEN[1:0] 

0x26 DRCR - - - - DR[3:0] 

0x27 CIDR0 ID0[7:0] 

0x28 CIDR1 ID1[7:0] 

0x29 CIDR2 ID2[7:0] 

0x2A CIDR3 - - - ID3[4:0] 

0x2B CIDMR0 IDM0[7:0] 

0x2C CIDMR1 IDM1[7:0] 

0x2D CIDMR2 IDM2[7:0] 

0x2E CIDMR3 - - - IDM3[4:0] 

0x2F CFCR IDE PNDM - - DLC[3:0] 

0x32 BFECR - - - - - - BOUTE BSCE 

0x33 BFIR - - - - - - BOUT BSC 

0x34 TRXECR2 - - - - - - - RXDRCE 

0x35 TRXESR2 - - - - - - - RXDRCS 

0x36 WDCR1 WDC[2:0] WDPRE[1:0] WDSLP WDLW - 

0x37 WDCR2 WWDP[3:0] WRPL[3:0] 

0x38 WDSR OFF CACC ILLCONF TRIGS OF OFSLP ETRIG - 

0x39 WDTRIG WDTRIG[7:0] 

0x3A EFCR - - - ERRCNT[4:0] 

0x3B FECR - - - FEC[4:0] 

0x67 GLFT - - - - - GLF[2:0] 

0x68 CDMR0 DM0[7:0] 

0x69 CDMR1 DM1[7:0] 

0x6A CDMR2 DM2[7:0] 
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...........続き 

アドレス レジスタ Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 

0x6B CDMR3 DM3[7:0] 

0x6C CDMR4 DM4[7:0] 

0x6D CDMR5 DM5[7:0] 

0x6E CDMR6 DM6[7:0] 

0x6F CDMR7 DM7[7:0] 

WAKE 制御/ステータス  
レジスタ 

        

0x4B PWKS - - - - - - PWKVS - 

0x4C WKECR - - - - - EXTWUE LWURE LWUFE 

イベント ステータス レジスタ         
0x60 GESR OSCS - BFES LTRXES WKES CTRXES LDOES SYSES 

0x61 SESR SYSE VSUV - PWRONS - - SPIFS IOUV 

0x62 LTRXESR - - - - LTXDOUT OVTL OTPWL LINWUS 

0x63 CTRXESR - PNOSCF PNEFD BS OTPWC OVTC TRXF CWUS 

0x64 WKESR - - - - - EXTWUS LWURS LWUFS 

0x65 BFESR - - - - - - BOUTS BSCS 

0x66 LDOESR OVTVCC OTPWVCC OVVCC UVVCC OVTVCCSENS OTPWVCCSENS OVVCCSENS UVVCCSENS 

デバイス IDレジスタ         
0x7E DIDR DIDR[7:0] 
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3. 絶対最大定格 
ここに記載した「絶対最大定格」を超える条件は、デバイスに恒久的な損傷を生じさせる可能性があります。これはストレス定格
です。本書の動作表に示す条件外でのデバイスの運用は想定していません。絶対最大定格条件を超えて長期間暴露させるとデバイ
スの信頼性に影響が及ぶ可能性があります。 

 

パラメータ 記号 Min. Max. 単位 

DC 電圧: VS、VS2 ピン VVS、VVS2 -0.3 +40 V 

DC 電圧: LH、VCC_SENSOR、WAKE2 ピン VLH、VVCC_SENSOR、
VWAKE2 

-0.3 +40 V 

DC 電圧: WAKE ピン VWAKE -1.2 +40 V 

過渡電圧(ISO 7637 Part 3 に従う): 
CANH、CANL、WAKE、VCC_SENSOR、LIN、 
WAKE2、LIN2 ピン 
 

 
- 

 
-150 

 
+100 

 
V 

DC 電圧: CANH、CANL ピン VCANH、VCANL -27 +42 V 

最大差動バス電圧 VDiff -40 +40 V 

LIN、LIN2 ピン 
- DC 電圧 

- パルス時間 < 500ms 

 
VLIN、VLIN2 

 

-27 

 

+40 
+43.5 

 

V 

DC 電圧:  
TXD、RXD、SDO、SDI、NCS、SCK、VCC、NRES、
RXD、TXD_LIN、RXD_LIN、TXD_LIN2、RXD_LIN2、
VCC_µC、EN_LIN2 ピン 

 
Vx 

 
-0.3 

 
+5.5 

 
V 

IEC 62228、IEC 61000-4-2 に準拠した IBEE CAN EMC テス

ト仕様による ESD: (330 Ω/150pF)条件  
CANH、CANL、VS、VCC_SENSOR、WAKE、VS2、
WAKE2 ピン(GND に対して) 

 
 
- 

 
 

±8 

 
 
- 

 
 

kV 

IEC 61000-4-2:  (330 Ω/150pF)に従う ESD 
- LIN、LIN2 ピン 

 
- 

 
±6 

 
- 

 
kV 

HBM  JESD22-A114/AEC-Q100-002 
- LIN、LIN2、CANH、CANL ピン (GND に対して) 

 
- 

 
±6 

 
- 

 
kV 

HBM  JESD22-A114/AEC-Q100-002 
- 全ピン 

 
- 

 
±4 

 
- 

 
kV 

デバイス耐電モデル: ESD AEC-Q100-011 - ±750 - V 

マシンモデル(MM): ESD AEC-Q100-003 - ±100 - V 

保管温度 Tstg -55 +150 ℃ 

仮想接合部温度 TvJ -40 +175 ℃ 
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4. 温度特性 
表 4-1. 温度特性: 18 ピン VDFN 

 

パラメータ 記号 Min. Typ. Max. 単位 

パッケージ熱抵抗 

熱抵抗:  仮想接合部 - ケース RthvJC — 8 — K/W 

熱抵抗: 仮想接合部 - 周囲大気 
JEDEC に従いデバイスを PCB にはんだ付け 

RthvJA — 45 — K/W 

バスドライバ出力と電圧レギュレータ(VCC、VCC_SENSOR、LIN、CANH、CANL)のサーマル シャットダウン 

ATA658x-GTQW1 (グレード 1) TvJsd 150 — 175 ℃ 

ATA658x-GTQW0 (グレード 0) TvJsd 170 — 195 ℃ 

サーマル シャットダウン ヒステリシス TvJsd_hys — 15 — ℃ 
 

表 4-2. 温度特性: 26 ピン VDFN 
 

パラメータ 記号 Min. Typ. Max. 単位 

パッケージ熱抵抗 

熱抵抗: 仮想接合部 - ケース RthvJC — 8 — K/W 

熱抵抗: 仮想接合部 - 周囲大気 
JEDEC に従いデバイスを PCB にはんだ付け RthvJA — 42 — K/W 

バスドライバ出力と電圧レギュレータ(VCC、VCC_SENSOR、VCC_µC、LIN、LIN2、CANH、CANL)のサーマル シャットダウン 

ATA658x-GUQW1 (グレード 1) TvJsd 150 — 175 ℃ 

サーマル シャットダウン ヒステリシス TvJsd_hys — 15 — ℃ 
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5. 電気的特性 
特に明記しない限り、全てのパラメータは下記の条件に対して有効です。 
 3V ≤ VVSx ≤ 28V、4.5V ≤ VVCC ≤ 5.5V (全ての電圧はグランドを基準とする)、R(CANH-CANL) = 60Ω、 
グレード 1:  Tamb = -40～+125℃、グレード 0:  Tamb = -40～+150℃、TvJ ≤ +170℃、typ.値は VVS = 13V/Tamb = +25℃での値 

 

No. パラメータ 試験条件 ピン 記号 Min. Typ. Max. 単位 タイプ* 
VS, VS2 

 
0.10 電源電圧しきい値: 電源 On 検出 

 
VVS 立ち上がり 

 
VS 

 
VVS_PWRON 

 
4.1 

 
- 

 
4.55 

 
V 

 
A 

 
0.20 電源電圧しきい値: 電源 Off 検出 

 
VVS 立ち下がり 

 
VS 

 
VVS_PWROFF 

 
2.8 

 
- 

 
3.1 

 
V 

 
A 

 

0.30 電源電圧しきい値: CAN/LIN TRX 
低電圧検知解除 

 
VVS 立ち上がり 

 

VS 
 

VVS_UV_TRX_Clear 

 

4.5 

 

- 

 

5 

 

V 

 

A 

 

0.40 電源電圧しきい値: CAN/LIN TRX 
低電圧検知 

 
VVS 立ち下がり 

 

VS 
 

VVS_UV_TRX_Set 

 

4.1 

 

- 

 

4.55 

 

V 

 

A 

 
 
 
 

0.50 

 
 
 
 
VS 電源電流 

ATA6580/1/5/6:  VVS = 7～18 V、
DOPM = スリープ、CWUE = 1、
CAN スタンバイモード、SPI 通信
なし、LINWUE=0、LIN スタンバ

イモード(ATA6581/6 において)、
ウォッチドッグは無効、

VCC_SENSOR は無効 

 
 
 
 

VS 

 
 
 

IVS_SLP_L 

 
 
 
 
- 

 
 
 
 
- 

 
 
 
 

30 

 
 
 
 

µA 

 
 
 
 

A 

 
 
 
 

0.51 

 
 
 
 
VS 電源電流 

ATA6581/6: VVS = 7～18 V、
DOPM = スリープ、CWUE = 1、
CAN スタンバイモード、
LINWUE=1、LIN スタンバイモー
ド、VLIN > VVS –0.5V、 
ウォッチドッグは有効、
VCC_SENSOR は無効 

 
 
 
 

VS 

 
 
 

IVS_SLP_1 

 
 
 
 
- 

 
 
 
 
- 

 
 
 
 

50 

 
 
 
 

µA 

 
 
 
 

A 

 
 

0.52 

 
 
VS 電源電流 

ATA6580/5:  VVS = 7～18 V、
DOPM = スリープ、CWUE = 1、
CAN スタンバイモード、 
ウォッチドッグは有効、

VCC SENSOR は無効 

 
 

VS 

 
 

IVS_SLP_2 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

45 

 
 

µA 

 
 

A 

 
 
 
 
 

0.53 

 
 
 
 
 
VS/VS2 電源電流 

ATA6582/3/7/8:   
VVS/VVS2 =7～18 V、DOPM = ス
リープ、CWUE=1、CANスタンバ
イモード、LINWUE=0、LIN スタ

ンバイモード、ウォッチドッグは
無効、SPI 通信なし、VLIN > VVS - 
0.5V、LIN2 デバイスはスリープモ
ード、VLIN2 > VVS2 – 0.5V、 
VCC_SENSOR は無効 

 
 
 
 
 

VS/VS2 

 
 
 
 

IVS_SLP_L_SiP 

 
 
 
 
 
- 

 
 
 
 
 
- 

 
 
 
 
 

48 

 
 
 
 
 

µA 

 
 
 
 
 

A 

 
 
 
 
 
 

0.54 

 
 
 
 
 
 
VS/VS2 電源電流 

ATA6582/3/7/8: 
VVS/VVS2 =7～18 V、DOPM = ス
リープ、CWUE=1、CANスタンバ
イモード、LINWUE=1、LIN スタ

ンバイモード、ウォッチドッグは
有効、ウォッチドッグ トリガ用に
SPI 通信を使用、VCC_µC=0V、
VLIN >VVS – 0.5V、 
LIN2 デバイスはスリープモード、 
VLIN2 > VVS2 – 0.5V、
VCC_SENSOR は無効 

 
 
 
 
 
 

VS/VS2 

 
 
 
 
 

IVS_SLP_H_SiP 

 
 
 
 
 
 
- 

 
 
 
 
 
 
- 

 
 
 
 
 
 

68 

 
 
 
 
 
 

µA 

 
 
 
 
 
 

A 
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No. パラメータ 試験条件 ピン 記号 Min. Typ. Max. 単位 タイプ* 
 
 
 
 

0.55 

 
 
 
 

VS 電源電流 

ATA6581/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = スタン

バイ、CWUE=1、CANスタンバ
イモード、LIN スタンバイモー

ド、LINWUE=1、ウォッチドッ
グは有効、VLIN > VVS– 0.5V、
ウォッチドッグ トリガ用に SPI
通信を使用、VCC_SENSOR は

無効 

VS IVS_STB_1 - - 80 µA A 

 
 
 

0.56 

 
 
 
VS 電源電流 

ATA6580/5: 
VVS = 7～18V、DOPM = スタン

バイ、CWUE=1、CANスタンバ
イモード、ウォッチドッグは有

効、ウォッチドッグ トリガ用に
SPI 通信を使用、

VCC_SENSOR は無効 

VS IVS_STB_2 - - 75 µA A 

 
 
 
 
 
 

0.57 

 
 
 
 
 
 
VS/VS2 電源電流 

ATA6582/3/7/8: 
VVS/VVS2 = 7～18V、DOPM = 
スタンバイ、CWUE=1、CANス
タンバイモード、LINWUE=1、
LIN スタンバイモード、LIN2 デ
バイスはサイレントモード、
VLIN > VVS– 0.5V、VLIN2 > 
VVS2 –0.5V、ウォッチドッグは

有効、ウォッチドッグ トリガ用

に SPI 通信を使用、
VCC_SENSOR は無効 

VS/VS2 IVS_STB_SiP - - 144 µA A 

 
 
 
 

0.58 

 
 
 
 

VS 電源電流 

ATA6585/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = スリー

プ、CWUE=1、CANバイアスあ
りスタンバイモード、ATA6586
において LINWUE=0、LIN スタ
ンバイモード、ウォッチドッグ

は無効、CPNE=1、NCFOK=1、
CAN バスはアクティブ、

VCC_SENSOR は無効 

VS IVS_PN_ACT_SLP - - 500 µA A 

 
 
 
 

0.59 

 
 
 
 

VS 電源電流 

ATA6585/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = スタン

バイ、CWUE=1、CANバイアス
ありスタンバイモード、ATA6586
において LINWUE=0、LINスタン
バイモード、ウォッチドッグは無

効、CPNE=1、PNCFOK=1、
CANバスはアクティブ、

VCC_SENSORは無効 

VS IVS_PN_ACT_STB - - 550 µA A 

 
 
 
 
 

0.60 

 
 
 
 
 
VS 電源電流 

ATA6580/1/5/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = ノーマ

ル、CWUE=1、CANノーマルモ
ード、TXD=High、ATA6586 に

おいてパーシャル ネットワーキ
ングは無効、ATA6581/6 におい

て LINWUE=0、LIN スタンバイ
モード、TXD_LIN=High、
VCC_SENSOR は無効 
 

VS IVS_NORM_CAN_REC - - 5 mA A 

 
 
 
 
 

0.61 

 
 
 
 
 
VS 電源電流 

ATA6580/1/5/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = ノーマ

ル、CWUE=1、CANノーマルモ
ード、TXD=Low、ATA6586 に

おいてパーシャル ネットワーキ
ングは無効、ATA6581/6 におい

て LINWUE=0、LIN スタンバイ
モード、TXD_LIN=High、
VCC_SENSOR は無効 
 

VS IVS_NORM_CAN_DOM 25 55 75 mA A 

0.612 VS 電源 CAN ドミナント短絡電流 
VTXD = 0V、 
CANH と CANL の間で短絡 VS ICAN_short - - 80 mA B 
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No. パラメータ 試験条件 ピン 記号 Min. Typ. Max. 単位 タイプ* 
 
 
 
 

0.62 

 
 
 
 

VS 電源電流 

ATA6581/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = ノー

マル、CWUE=1、CANスタン
バイモード、TXD=High、
ATA6586 においてパーシャル 
ネットワーキングは無効、LIN
ノーマルモード、
TXD_LIN=Low、LINWUE=0、 
VCC_SENSOR は無効 

VS IVS_NORM_LIN_REC - 300 400 µA A 

 
 
 
 

0.63 

 
 
 
 

VS 電源電流 

ATA6581/6: 
VVS = 7～18V、DOPM = ノー

マル、CWUE=1、CANスタン
バイモード、TXD=High、
ATA6586 においてパーシャル 
ネットワーキングは無効、LIN
ノーマルモード、
TXD_LIN=High、LINWUE=0、 
VCC_SENSOR は無効 

VS IVS_NORM_LIN_DOM - 800 1400 µA A 

VCC 

 
1.10 

 
出力電圧 

VVS> 5.8V 
IVCC = 0～-150mA 

 
VCC 

 
VVCCnom 

 
4.9 

 
- 

 
5.1 

 
V 

 
A 

 
 

1.101 

 
 

負荷ステップ応答 

VVS> 5.8V 
CVCC = 2.2µF (MLC コンデン

サ)、 
IVCC = 0～-150mA 
IVCC = -150～0mA 

 
 

VCC 

 
 

VVCC_LoadStep 

 
 

-2 

 
 

- 

 
 

+2 

 
 

% 

 
 

C 

 
1.20 

 
VS 低電圧時の出力電圧 

4V < VVS < 5.75V  
(IVCC = 0～-150mA) 

 
VCC 

 
VVCClow 

 
VVS-VDx 

 
- 

 
5.1 

 
V 

 
A 

 
1.30 

 
 
 
 
 
 
 

レギュレータ ドロップアウト電圧 

VVS > 4V、 
IVCC = -20mA 

 
VCC 

 
VD1 

 
- 

 
- 

 
100 

 
mV 

 
A 

 
1.31 

VVS > 4V、 
IVCC = -50mA 

 
VCC 

 
VD2 

 
- 

 
- 

 
250 

 
mV 

 
A 

 
1.32 

VVS > 4V、 
IVCC = -150mA 

 
VCC 

 
VD3 

 
- 

 
- 

 
750 

 
mV 

 
A 

 
1.33 

2V < VVS < 3V、IVCC = -2mA  
VCC 

 
VD4 

 
- 

 
- 

 
100 

 
mV 

 
A 

 
1.34 

2V < VVS < 3V、IVCC = -200µA  
VCC 

 
VD5 

 
- 

 
- 

 
10 

 
mV 

 
A 

 
1.40 

 
ライン レギュレーション(max) 

5.75V < VVS < 28V、 
IVCC = 20mA 

 
VCC 

 
VVCCline 

 
- 

 
- 

 
0.2 

 
% 

 
A 

 
1.50 

 
ロード レギュレーション(max) 

VVS = 12V 
-5mA > IVCC > -150mA 

 
VCC 

 
VVCCload 

 
- 

 
- 

 
0.7 

 
% 

 
C 

 

1.51 

 

ロード レギュレーション(max) 
VVS = 12V 
-5mA > IVCC > -150mA 
T=125℃ 

 

VCC 

 
VVCCload 

 

- 

 

- 

 

0.6 

 

% 

 

C 

1.60 出力電流制限 VVS = 5.75V VCC IVCClim -360 -230 -160 mA A 

1.70 負荷容量 MLC コンデンサ VCC Cload 1.87 2.2 - µF D 
 
 

1.80 

 
 
立ち上がり時間 

VVS > 5.75V、VCC レギュレー

タ Onから VVCC が 4.3Vに達

するまでの時間、CVCC = 
2.2µF、Rload =1kΩ @VCC 

 
 

VCC 

 
 

tVCC_startup 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

0.5 

 
 

ms 

 
 

B 

 
1.90 VCC TRX 低電圧 

検出しきい値 

 
VVCC 立ち下がり 

 
VCC 

 
VVCC_UV_TRX_Set 

 
4.5 

 
- 

 
4.7 

 
V 

 
A 

 
1.100 VCC TRX 低電圧 

解除しきい値 

 
VVCC 立ち上がり 

 
VCC 

 
VVCC_UV_TRX_Clear 

 
4.6 

 
- 

 
4.8 

 
V 

 
A 

1.110 VCC TRX 低電圧ヒステリシス - VCC - 0.08 0.1 0.12 V C 
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No. パラメータ 試験条件 ピン 記号 Min. Typ. Max. 単位 タイプ* 
 

1.120 

 

VCC IO 低電圧検出しきい値 
VVCC 立ち下がり
(ATA6580/1/5/6)  
VVCC_µC 立ち下がり
(ATA6582/3/7/8) 

 
VCC 

VCC_µC 

 
VVCC_UV_IO_Set 

 

2.4 

 

- 

 

2.7 

 

V 

 

A 

 

1.130 

 

VCC IO 低電圧解除しきい値 
VVCC 立ち上がり
(ATA6580/1/5/6)  
VVCC_µC 立ち上がり
(ATA6582/3/7/8) 

 
VCC 

VCC_µC 

 
VVCC_UV_IO_Clear 

 

2.5 

 

- 

 

2.8 

 

V 

 

A 

 
1.140 

 
VCC IO 低電圧ヒステリシス 

 
- 

VCC 
VCC_µC 

 
- 

 
0.08 

 
0.1 

 
0.12 

 
V 

 
C 

 
1.150 VCC_µC リセット低電圧 

検出しきい値 
VVCC_µC 立ち下がり
(ATA6582/7) 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µC_UV  _RST_Set 

 
4.5 

 
- 

 
4.7 

 
V 

 
A 

 
1.160 VCC_µC リセット低電圧 

解除しきい値 
VVCC_µC 立ち上がり
(ATA6582/7) 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µC_UV _RST_Clear 

 
4.6 

 
- 

 
4.8 

 
V 

 
A 

 
1.170 VCC_µC リセット低電圧 

ヒステリシス 

 
(ATA6582/7) 

 
VCC_µC 

 
- 

 
0.08 

 
0.1 

 
0.12 

 
V 

 
C 

 
1.180 VCC 過電圧検出しきい値  

VVCC 立ち上がり 
 

VCC 
 

VVCC_OV _Set 
 

5.25 
 
- 

 
5.5 

 
V 

 
A 

 
1.190 VCC 過電圧解除しきい値  

VVCC 立ち下がり 
 

VCC 
 

VVCC_OV _Clear 
 

5.20 
 
- 

 
5.45 

 
V 

 
A 

1.200 VCC 過電圧ヒステリシス VCC_UV_RST_hys VCC  0.03 0.05 0.07 V C 

VCC_SENSOR 
 

2.10 

 
 
 

出力電圧 

IVCC_SENSOR = -30～0 mA、
VVS ≥ 6.5V (5V 設定) 

 
VCC_SE 

NSOR 
 

VVCC_SENSOR 

 

4.9 

 

5 

 

5.1 

 

V 

 

A 

 

2.11 
IVCC_SENSOR = -30～0 mA、
VVS ≥ 4.8V (3.3V 設定) 

 
VCC_SE 

NSOR 
 

VVCC_SENSOR 

 

3.234 

 

3.3 

 

3.366 

 

V 

 

A 

 
 

2.20 

 
 
レギュレータ ドロップアウト電圧 

4V <VVS <6.5V (5V 設定) 
4V <VVS < 4.8V (3.3V 設定) 

Iload = 30mA 

 
VCC_SE 

NSOR 

 

VD 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

1.5 

 
 

V 

 
 

A 

 
 

2.21 

 
 
レギュレータ ドロップアウト電圧 

3V <VVS <4V (5V 設定)  
3 <VVS <4V (3.3V 設定) 
Iload = 30mA 

 
VCC_SE 

NSOR 

 

VD 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

1.5 

 
 

V 

 
 

C 

 
2.30 VCC_SENSOR 低電圧 

検出しきい値 

 
5V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
VVCC_SENSOR_UV_Set 

 
4.5 

 
- 

 
4.7 

 
V 

 
A 

 
2.40 VCC_SENSOR 低電圧 

解除しきい値 

 
5V 設定 

 VCC_SE 
NSOR 

 
VVCC_SENSOR_UV_Clear 

 
4.6 

 
- 

 
4.8 

 
V 

 
A 

 
2.50 VCC_SENSOR 低電圧/過電圧 

検出ヒステリシス 

 
5V/3.3V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
VVCC_SENSOR_UV_HYS 

 
0.08 

 
0.1 

 
0.12 

 
V 

 
C 

 
2.60 短絡時出力電流制限 

 
5V/3.3V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
IVCC_SENSOR_Lim 

 
-120 

 
-75 

 
-30 

 
mA 

 
A 

 
2.70 

 
VCC_SENSOR 過電圧検出しきい値 

 
5V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
IVCCSENS_OV_Set 

 
6.5 

 
- 

 
7 

 
V 

 
A 

 
2.80 VCC_SENSOR 低電圧 

検出しきい値 

 
3.3V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
VVCCSENS_UV_Set_33 

 
2.7 

 
- 

 
2.8 

 
V 

 
A 

 
2.90 VCC_SENSOR 低電圧 

解除しきい値 

 
3.3V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
VVCCSENS_UV_Clear_33 

 
2.8 

 
- 

 
2.9 

 
V 

 
A 

 
2.100 

 
VCC_SENSOR 過電圧検出しきい値 

 
3.3V 設定 

VCC_SE 
NSOR 

 
VVCCSENS_OV_33_Set 

 
4.3 

 
- 

 
4.6 

 
V 

 
A 

 
 
 

2.110 

 
 
 
ライン レギュレーション(max) 

6.5 V < VVS < 28V (5V 設定) 
4.8 V < VVS < 28V (3.3V 設定) 

IVCC= 30mA 

 
 

VCC_SE 
NSOR 

 
 

VVCC_SENSOR_line 

 
 
 
- 

 
 
 
- 

 
 
 

0.2 

 
 
 

% 

 
 
 

A 
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2.120 
 
ロード レギュレーション(max) 

VVS = 12V 
-1mA < IVCC< -30mA 

VCC_SE 
NSOR 

 
VVCC_SENSOR_load 

 
- 

 
- 

 
0.5 

 
% 

 
C 

 
2.170 

 
負荷容量 

 
MLC コンデンサ 

VCC_SE 
NSOR 

 
CVCC_SENSOR 

1.87 2.2 -  
µF 

 
D 

 
 
 
 

2.180 

 
 
 
 
立ち上がり時間 

VVS > 6.5V、レギュレータ On
から VVCC_SENSORが

VVCCSENS_UV_Clear (5V) 
または
VVCCSENS_UV_Clear_33(3.3V)
の 90%に達するまでの時間、
CVCC_SENSOR=2.2uF、 
Rload=1kΩ @ VCC_SENSOR 

 
 
 

VCC_SE 
NSOR 

 
 
 

tVCC_SENSOR_startup 

 
 
 
 
- 

 
 
 
 
- 

 
 
 
 

0.5 

 
 
 
 

ms 

 
 
 
 

B 

SDI、SCK、NCS、TXD、TXD_LIN、RXD 
 
 
 

3.10 

 
 
 
High レベル入力電圧 

 
 
 
- 

SDI 
SCK 
NCS 
TXD 

TXD_LIN 

 
 

VSDI_H、VSCK_H、
VNCS_H、VTXD_H、

VTXD_LIN_H 

 
0.7 × 
VVCC/ 

VVCC_µC 

 
 
 
- 

 
VVCC/ 

VVCC_µC 
+ 0.3 

 
 
 

V 

 
 
 

A 

 
 
 

3.20 

 
 
 
Low レベル入力電圧 

 
 
 
- 

SDI 
SCK 
NCS 
TXD 

TXD_LIN 

 
 

VSDI_H、VSCK_H、
VNCS_H、VTXD_H、

VTXD_LIN_H 

 
 
 

-0.3 

 
 
 
- 

 

VVCC/ 
VVCC_µC 

x 0.3 

 
 
 

V 

 
 
 

A 

3.30 入力電流 - SDI II_SDI -5 - +5 µA A 
 

3.40 NCS/TXD/TXD_LIN ピン  
プルアップ抵抗 

 
- 

 
NCS 

 
RPU_NCS 

 
40 

 
60 

 
80 

 
kΩ 

 
A 

3.50 SCK ピン プルダウン抵抗 - SCK RPD_SCK 40 60 80 kΩ A 

SDO、RXD、RXD_LIN 
 

4.10 

 

High レベル出力電圧 

 

I = -4 mA 
SDO、

RXD、
RXD_LIN 

 
VSDO_H、VRXD_H 

VVCC/ 
VVCC_µC 

– 0.4 

 

- 

 
VVCC/ 

VVCC_µC 

 

V 

 

A 

 

4.20 

 

Low レベル出力電圧 

 

I = 4 mA 
SDO、
RXD、

RXD_LIN 

 
VSDO_L、VRXD_L 

 

- 

 

- 

 

0.4 

 

V 

 

A 

4.40 Off 状態リーク電流 - SDO Ileak_SDO -5 - +5 µA A 

WAKE 

6.10 High レベル入力電流 VWAKE = 4.2V、VVS ≥ 5.2V WAKE IWAKE_H -10 -5 -1 µA A 

6.20 Low レベル入力電流 VWAKE = 2.3V WAKE IWAKE_L 1 5 10 µA A 

6.30  WAKE立ち上がり、 
VVS ≥4.2V 

WAKE VWAKE_TH_R 2.8 - 4.1 V A 

6.31 WAKEしきい値電圧 WAKE立ち下がり、 
VVS ≥4.2V 

WAKE VWAKE_TH_F 2.4 - 3.75 V A 

6.40 入力ヒステリシス電圧 - WAKE VWAKE_hys 0.2 - 0.6 V C 

WAKE2 

6.50  WAKE2立ち上がり、 
VVS ≥4.2V 

WAKE2 VWAKE2_TH_R 2.8 - 4.1 V A 

 
6.51 WAKE2しきい値電圧 

WAKE2立ち下がり、 
VVS ≥4.2V  
復帰信号初期化 

 
WAKE2 

 
VWAKE2_TH_F 

 
2.4 

 
- 

 
3.75 

 
V 

 
A 

6.60 入力ヒステリシス電圧 - WAKE2 VWAKE2_hys 0.2 - 0.6 V C 

6.70 High レベル リーク電流 VVS = 28V、VWAKE2 = 28V WAKE2 IWAKE2 - 900 - nA C 

6.80 WAKE2プルアップ VVS < 28V、VWAKE2 = 0V WAKE2 IWAKE2_pu -30 -10 - µA A 

LH オープンドレイン出力ピン 

7.10 
出力ドレイン-ソース間 ON抵抗 VVS ≥ 4.2V、Tj = 170℃、 

ILH =4mA 
LH RDSon,HS - - 50 Ω A 

7.20 リーク電流 VLH < 40V LH Ileak,LH - - 2 µA A 

NRES オープンドレイン出力/入力ピン 
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8.10 Low レベル出力電圧 INRES = 2 mA NRES VNRESL - 0.2 0.4 V A 
 

8.20 
 
低電圧リセット時間 

 
CNRES = 20pF 

NRES treset レジスタ WDCR2 の設定に従う ms B 

8.30 ダイオードと直列のプルアップ抵抗  
- 

NRES RPu 6.5 10 13.5 kΩ A 

8.40  
High レベル入力電圧 

 
- 

NRES VNRES_H 0.7× VVCC - - V A 

8.50  
Low レベル入力電圧 

 
- 

NRES VNRES_L - - 0.3× VVCC V A 

8.60 リセット検出デバウンス時間 - NRES tnres_input 60 - 80 µs B 

CANH、CANL (RL の定義と試験回路は図 6-4参照) 

9.10 シングルエンド ドミナント出力電圧  CANH VCANH 2.75 3.5 4.5 V A 

9.11  RL = 50～65Ω CANL VCANL 0.5 1.5 2.25 V A 
 

9.20 トランスミッタ ドミナント 
電圧対称性 

Vdom(TX)sym = 
 VVCC – (VCANH+ VCANL) 

 
- 

 
Vdom(TX)sym 

 
-400 

 
- 

 
+400 

 
mV 

 
D 

 
 
 

9.30 

 
 
 
トランスミッタ電圧対称性 

VSym=(VVCANH+VVCANL)/VCC
RL = 60Ω/tol. <1%,  
Csplit = 4.7 nF 
fTXD = 1 MHz、オシロスコープ

入力インピーダンス:   
≤ 20pF / ≥1 MΩ 

 
 
 
- 

 
 

VSym 

 
 
 

0.9 

 
 
 

1.0 

 
 
 

1.1 

 
 
 
- 

 
 
 

C 

 

9.40 

 
 
 
 
 

バス差動出力電圧 

CAN ノーマルモード、 
VTXD = 0V、t < tto(dom)、RL = 
50Ω ～ 65Ω、 
VVCC = 4.7～5.5V 

 

- 
 

VDiff 

 

1.5 

 

- 

 

3 

 

V 

 

B 

 

9.41 
CAN ノーマルモード、 
VTXD = 0V、t < tto(dom)、RL = 
45～70Ω、VVCC = 4.7～5.5V 

 

- 
 

VDiff 

 

1.4 

 

- 

 

3.2 

 

V 

 

B 

 

9.42 
CAN ノーマルモード、 
VTXD = 0V、t < tto(dom)、RL = 
2240Ω、VVCC = 4.7～5.5V 

 

- 
 

VDiff 

 

1.5 

 

- 

 

5 

 

V 

 

B 

 
 

9.50 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リセッシブ出力電圧 

CANH/CANL でのシングルエン

ド出力電圧、CAN ノーマルモ
ード、VVCC > 4.3V、 
VTXD = VVCC、無負荷 

 

CANH 
CANL 

 
 

VCANH、VCANL 

 
 

2 

 
0.5 × 
VVCC 

 
 

3 

 
 

V 

 
 

A 

 

9.51 
CANH/CANL でのシングルエン

ド出力電圧、CAN スタンバイ
モード、VTXD = VVCC、無負荷 

 
CANH 
CANL 

 
VCANH、VCANL 

 

-0.1 

 

- 

 

+0.1 

 

V 

 

A 

 
 

9.52 

CANH/CANL でのシングルエン
ド出力電圧、CAN バイアスあ
りスタンバイ/CANサイレント 
モード、VTXD = VVCC、無負荷 

 

CANH 
CANL 

 
 

VCANH、VCANL 

 
 

2 

 
 

2.5 

 
 

3 

 
 

V 

 
 

A 

 
9.53 差動出力電圧(バス バイアシン

グ有効)、無負荷 
 
- 

 
VDiff 

 
-50 

 
- 

 
+50 

 
mV 

 
A 

 
9.54 差動出力電圧(バス バイアシン

グ無効)、無負荷 
 
- 

 
VDiff 

 
-50 

 
- 

 
+50 

 
mV 

 
A 

 

9.60 

 
 

差動レシーバしきい値電圧 

CAN ノーマル/CAN サイレント
モード、 
VCANL = VCANH = -12～+12V 

 

- 
 

VDiff_rx_th 

 

0.5 

 

0.7 

 

0.9 

 

V 

 

A 

 
9.61 

CAN スタンバイモード、 
VCANL = VCANH = -12～+12V 

 
- 

 
VDiff_rx_th 

 
0.4 

 
0.7 

 
1.15 

 
V 

 
A 

 

9.70 

 
差動レシーバ ヒステリシス電圧 CAN ノーマル/CAN サイレント

モード、 
VCANL = VCANH = -12～+12V 

 

- 
 

VHys_rx 

 

50 

 

120 

 

200 

 

mV 

 

C 
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9.80 

 
 
 
リーク電流 

VVS = VVCC = 47 kΩ で GNDへ

接続、VCANH = VCANL = 5V 

 
CANH、

CANL 

 
Ileak_in(ICAN_H, ICAN_L) 

 

-5 

 

- 

 

+5 

 

µA 

 

D 

 
9.81 VVS = VVCC = 0V、 

VCANH = VCANL = 5V 

 
- 

 
Ileak_in(ICAN_H, ICAN_L) 

 
-5 

 
- 

 
+5 

 
µA 

 
A 

 
 

9.90 

 
 
 
 
 
 
 

ドライバ最大出力電流 

CAN ノーマルモード、CANド
ミナント、VTXD = 0、 
t < tto(dom)、VVCC =  5V、 
VCANH = -5V 

 
 

CANH 

 
 

ICANH_max 

 
 

-75 

 
 
- 

 
 

-33 

 
 

mA 

 
 

A 

 
 

9.91 

CAN ノーマルモード、CANド
ミナント、VTXD = 0、 
t < tto(dom)、VVCC = 5V、
VCANL= +18V 

 
 

CANL 

 
 

ICANL_max 

 
 

33 

 
 
- 

 
 

75 

 
 

mA 

 
 

A 

 
 

9.92 

CAN ノーマルモード、CANド
ミナント、VTXD = 0、 
t < tto(dom)、VVCC = 5V、
VCANL= +27V 

 
 

CANL 

 
 

ICANL_max 

 
 

33 

 
 
- 

 
 

75 

 
 

mA 

 
 

D 

 
9.100 

 
CAN ドミナント電流 

 
VTXD=0V CANH、

CANL 
 

ICAN_dom 
 
- 

 
- 

 
80 

 
mA 

 
A 

 
9.120 

 
シングルエンド入力抵抗 

−2V ≤ VCANH ≤ 7V 
−2V ≤ VCANL ≤ 7V 

CANH、
CANL 

 
RCANH、RCANL 

 
9 

 
15 

 
28 

 
kΩ 

 
D 

 
 
 
 

9.131 

 
 
 
 
CANH と CANL の 
内部抵抗マッチング 

VCANH、VCANL:  5V 
mR = 2 × (RCANH − RCANL)/ 
(RCANH + RCANL) 

 

- 

 

mR 

 

-0.01 

 

- 

 

+0.01 

 

- 

 

A 

-2V ≤ VCANH ≤ 7V 
-2V ≤ VCANL ≤ 7VmR = 2 
× (RCANH − RCANL)/(RCANH + 
RCANL) 

 
 
- 

 
 

mR 

 
 

-0.01 

 
 
- 

 
 

+0.01 

 
 
- 

 
 

D 

  VCANH = VCANL = 5V - RDiff 18 30 56 kΩ A 

9.140 差動内部抵抗 
-2V ≤ VCANH ≤ 7V、2V ≤ 
VCANL ≤ 7V 

 
- 

 
RDiff 

 
18 

 
30 

 
56 

 
kΩ 

 
D 

 

9.150 

 

コモンモード入力容量 
f = 500 kHz、 
CANH と CANL、GND 基準 

 

- 
 

Ci(cm) 

 

- 

 

- 

 

20 

 

pF 

 

D 

 
9.160 

 
差動入力容量 

f = 500 kHz、 
CANH と CANL の間 

 
- 

 
CDiff 

 
- 

 
- 

 
10 

 
pF 

 
D 

 
 

9.170 

 
 
リセッシブ状態検出の 
差動バス電圧レンジ 

バスバイアシング有効 
バスバイアシング無効 
-12V ≤ VCANH ≤ +12V 

-12V ≤ VCANL ≤ +12V 

 
 

- 

VDiff_rec_a VDiff_rec_i -3.0 
-3.0 

- +0.5 
+0.4 

V V D D 

 
 

9.180 

 
 
ドミナント状態検出の 
差動バス電圧レンジ 

バスバイアシング有効 
バスバイアシング無効 
-12V ≤ VCAN_H ≤ +12V 

-12V ≤ VCAN_L ≤ +12V 

 
 

- 

VDIFF_dom_a VDIFF_dom_i 0.9 
1.15 

- 8.0 
8.0 

V V D D 

LIN バスドライバ: バス負荷条件: 5V<VS<18V、Load 1 (小負荷):1nF/1kΩ、Load 2 (大負荷):10nF/500Ω/CRXD = 20pF、Load 3 (中負荷): 6.8nF/660Ω、 
抜き取り検査による特性化 (適正タイミング パラメータは表内の No.11.280～11.290 (20kb/s)と No. 11.300～11.310 (10.4kb/s)で指定) 

10.10 ドライバ リセッシブ出力電圧 Load1/Load2 LIN VBUSrec 0.9 x VVS - VVS V A 
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10.20 

 
 
 
 
 
 
ドライバ ドミナント電圧 

VVS = 7V 
Rload = 500Ω 

 
LIN 

 
V_LoSUP 

 
- 

 
- 

 
1.2 

 
V 

 
A 

 
10.21 

VVS = 18V 
Rload = 500Ω 

 
LIN 

 
V_HiSUP 

 
- 

 
- 

 
2 

 
V 

 
A 

 
10.22 

VVS = 7V 
Rload = 1000Ω 

 
LIN 

 
V_LoSUP_1k 

 
0.6 

 
- 

 
- 

 
V 

 
A 

 
10.23 

VVS = 18V 
Rload = 1000Ω 

 
LIN 

 
V_HiSUP_1k 

 
0.8 

 
- 

 
- 

 
V 

 
A 

10.30 VS へのプルアップ抵抗 VS への直列ダイオードを併用 LIN RLIN 20 30 47 kΩ A 
 

10.40 
 
直列ダイオードでの電圧降下 

抵抗が RLINのプルアップ経路

において、ISerDiode = 10mA 

 
LIN 

 
VSerDiode 

 
0.4 

 
- 

 
1.0 

 
V 

 
D 

 
10.50 LIN 電流制限  

VLIN = VVS_max 
抵抗が RLINのプルアップ経路 
において、ISerDiode = 10mA 

 
LIN 

 
IBUS_LIM 

 
40 

 
120 

 
200 

 
mA 

 
A 

 

10.60 
レシーバにおける入力リーク電流

(指定のプルアップ抵抗を含む) 
入力リーク電流 
VLIN = 0V 

 

LIN 
 

IBUS_PAS_dom 

 

-1 

 

-0.35 

 

- 

 

mA 

 

A 

 
 

10.70 

 
 
リーク電流: LIN リセッシブ 

ドライバ Off 
8V < VVS < 18V 
8V < VLIN < 18V 

 
 

LIN 

 
IBUS_PAS_rec 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

20 

 
 

µA 

 
 

A 

 
 
 

10.80 

リーク電流: 制御ユニットをグラン

ドから切断 
ローカルグランドの喪失が他のネ

ットワーク内の通信に影響を及ば
さない事が必要 

 
 
GNDDevice = VVS = 12V 
0V < VLIN < 18V 

 
 
 

LIN 

 
 

IBUS_NO_gnd 

 
 
 

-10 

 
 
 

+0.5 

 
 
 

+10 

 
 
 

µA 

 
 
 

A 

 
 
 

10.90 

バッテリ切断時のリーク電流 
ノードはこの条件で流れる電流に
耐える必要がある 
 
 バスはこの条件で動作を維持でき

る必要がある 

 
 
VS は GND に接続 
0V < VLIN < 18V 

 
 
 

LIN 

 
 

IBUS_NO_bat 

 
 
 
- 

 
 
 

0.1 

 
 
 

2 

 
 
 

µA 

 
 
 

A 

10.100 LIN ピンの静電容量(GNDに対して) - LIN CLIN - - 20 pF D 
 
10.110 

 
レシーバしきい値の中央値 

VBUS_CNT = 
 (Vth_dom + Vth_rec)/2 

 
LIN 

 
VBUS_CNT 

0.475 × 
VVS 

0.5 × 
VVS 

0.525 × 
VVS 

 
V 

 
A 

10.120 レシーバ ドミナント状態 - LIN VBUSdom -27 - 0.4 × VVS V A 

10.130 レシーバ リセッシブ状態 - LIN VBUSrec 0.6 x VVS - 40 V A 
 
10.140 

 
レシーバ 入力ヒステリシス 

 
Vhys = Vth_rec - Vth_dom 

 
LIN 

 
VBUShys 

0.028 x 
VVS 

0.1 x 
VVS 

0.175 x 
VVS 

 
V 

 
A 

 
10.150 事前復帰検出 

 LIN High レベル入力電圧 

 
- 

 
LIN 

 
VLINH 

 
VVS - 2 

 
- 

 
VVS + 0.3 

 
V 

 
A 

 
10.160 事前復帰検出 

 LIN Low レベル入力電圧 

 
LIN レシーバはアクティブ 

 
LIN 

 
VLINL 

 
- 27 

 
- 

 
VVS - 3.4 

 
V 

 
A 

タイミング: ピン CANH、CANL、LIN、LH、TXD、TXD_LIN、RXD、RXD_LIN 
 (タイミング パラメータの定義は図 5-1と図 5-2参照、試験回路は図 6-4参照) 

 

11.10 

 
TXD 遷移からバスドミナントまで
の遅延時間 

 
RL = 60Ω、C2 = 100 pF 
 (Rと Cの許容差は±1 %以下) 

CANH
CANL
TXD 

 
tTXDBUS_dom 

 

- 

 

65 

 

- 

 

ns 

 

C 

 

11.20 

 
TXD 遷移からバスリセッシブまで
の遅延時間 

 
RL = 60Ω、C2 = 100 pF  
(Rと Cの許容差は±1 %以下) 

CANH
CANL
TXD 

 
tTXDBUS_rec 

 

- 

 

90 

 

- 

 

ns 

 

C 

 

11.30 

 
バスドミナントから RXD遷移まで
の遅延時間 

 
RL = 60Ω、C2 = 100 pF 
 (Rと Cの許容差は±1 %以下) 

CANH
CANL
RXD 

 
tBUSRXD_dom 

 

- 

 

60 

 

- 

 

ns 

 

C 
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11.40 

 
バスリセッシブから RXD遷移まで
の遅延時間 

 
RL = 60Ω、C2 = 100 pF  
(Rと Cの許容差は±1 %以下) 

CANH 
CANL 
RXD 

 
tBUSRXD_rec 

 

- 

 

65 

 

- 

 

ns 

 

C 

 

11.50 
TXD から RXD への伝播遅延 
(TXD 入力信号の立ち上がり/立ち下
がり時間(10%-90%)は 10 ns 未満で

ある事が必要) 
(TXD 入力の信号エッジから RXD 出

力で同極性の信号エッジが発生する
までの時間、両信号エッジの最大遅

延を考慮) 

RL = 60Ω、C2 = 100 pF、 
CRXD = 15 pF 

(Rと Cの許容差は±1 %以下) 

 
TXD 
RXD 

 
tLoop 

 

40 

 

- 

 

190 

 

ns 

 

A 

 
 
 

11.51 

 
RL = 150Ω、C2 = 100 pF、
CRXD = 15 pF、fTXD = 250 kHz 

(Rと Cの許容差は±1 %以下) 

 
 

TXD 
RXD 

 
 

tLoop 

 
 
 
- 

 
 
 
- 

 
 
 

300 

 
 
 

ns 

 
 
 

C 

 

11.60 

 
 
 
RXD ピンの受信リセッシブ 
ビット時間 

tB_TXD = 500 ns、RL = 60Ω、

C2 = 100 pF、 
CRXD = 15 pF 

 

RXD 
 

tBit(RXD) 

 

400 

 

- 

 

550 

 

ns 

 

C 

 

11.61 
tB_TXD = 200 ns、RL = 60Ω、

C2 = 100 pF、 
CRXD = 15 pF 

 

RXD 
 

tBit(RXD) 

 

120 

 

- 

 

220 

 

ns 

 

A 

 

11.70 

 
 
 

レシーバ タイミング対称性 

∆tRec = tBit(RXD) − 
tBit(Bus)tB_TXD = 500 ns 
(tBit(Bus) は 11.100 参照) 

 

- 
 

∆tRec 

 

-65 

 

- 

 

+40 

 

ns 

 

C 

 

11.71 
∆tRec = tBit(RXD) − 
tBit(Bus)tB_TXD = 200 ns 
(tBit(Bus) は 11.110 参照) 

  
∆tRec 

 

-45 

 

- 

 

+15 

 

ns 

 

A 

11.80 TXD ドミナント タイムアウト時間 VTXD = 0V、ノーマルモード TXD tto(dom) 2.7 - 3.3 ms B 

11.90 バスドミナント タイムアウト時間 VCANH-CANL > 0.9 V - tBUS_dom 2.7 - 3.3 ms B 
 

11.100 

 
 
 
バス上の送信リセッシブビット幅 

tB_TXD = 500 ns 

RL = 60Ω、C2 = 100 pF、
CRXD = 15 pF 

 

- 

 
tBit(Bus) 

 

435 

 

- 

 

530 

 

ns 

 

C 

 

11.110 
tB_TXD = 200 ns 

RL=60Ω、C2=100 pF、
CRXD=15pF 

 

- 

 
tBit(Bus) 

 

155 

 

- 

 

210 

 

ns 

 

A 

 
 
11.120 

 
標準リモート復帰パターン(WUP)に
対する CANアクティビティ フィル

タ時間 

CANH/CANL ピン上の復帰信号
の最初のドミナントパルス(最
初のリセッシブ後)と次のドミ
ナントパルスの間に必要な最小

時間、CAN TRX は CAN スタ
ンバイモード 

 

CANH 
CANL 

 
 

tFilter 

 
 

0.5 

 
 
- 

 
 

1.8 

 
 

µs 

 
 

A 

 

11.130 

 
バスアクティブからバイアス Onま
での遅延時間 

RL = 60 Ω、C1 = 4.7nF、 
C2=0pF (実装せず)、 
CRXD = 0 pF (実装せず) 

 
CANH 
CANL 

 
tBias 

 

- 

 

- 

 

200 

 

µs 

 

C 

 

11.140 

 

バス非アクティブ タイムアウト 
バスリセッシブ時間の計測を全

ての CANモードで開始、 
RL =120Ω 

 
CANH 
CANL 

 
tSilence 

 

0.95 

 

- 

 

1.17 

 

s 

 

B 

 
11.150 

 
CAN 起動時間 

CAN TRX を CAN ノーマルモ

ードへ切り換え時 
CANH 
CANL 

 
tTRX_startup 

 
- 

 
- 

 
220 

 
µs 

 
A 

11.160 イベント キャプチャ遅延時間 CAN スタンバイモード RXD td_evt_cap 0.9 - 1.1 ms B 
 
11.170 

 
低電圧検出フィルタ時間 

 
- 

 
VCC tUV_VCC_TRX_debounce 、

tUV2Filter 

 
6 

 
- 

 
54 

 
µs 

 
A 

 
11.180 VCC インターフェイス低電圧検出

デバウンス時間 

 
- 

 
VCC 

 
tUV_VCC_IO_debounce 

 
6 

 
- 

 
54 

 
µs 

 
A 

 
11.181 VCC 低電圧検出デバウンス時間  

- 
 

VCC 
 

tUV_VCC_debounce 
 

6 
 
- 

 
54 

 
µs 

 
A 

 
 
11.190 

 
 
電源 On後起動時間 

VVS が電源 On検出しきい値

VVS_PWRONを超えてから

VVCC >VVCC_UV_TRX_Clear ま

での時間 

 
 

VS 

 
 

tstartup 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

1 

 
 

ms 

 
 

A 
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11.200 

 
標準リモート復帰 
タイムアウト時間 

最初と次のドミナントパルスの
間の最大時間、 
CAN スタンバイモード 

 

- 
 

tWake 

 

900 

 

- 

 

1200 

 

µs 

 

B 

 
11.210 リセッシブ クランピング状態 

検出デバウンス時間 
V(CANH-CANL) > 900 mV、 
RXD = high 

 
RXD 

 
tRXD_rec_clmp 

 
60 

 
90 

 
175 

 
ns 

 
D 

 

11.211 
RXD リセッシブ クランピング検

出から送信無効化までの応答時間 

 

- 
RXD 

CANH 
CANL 

tRXD_rec_clmp2 - - 8 µs D 

11.220 ローカル復帰時間 - WAKE tlocal_wu 5 - 50 µs A 

11.221 ローカル復帰時間 WAKE2 - WAKE2 tlocal_wu2 - - 300 µs D 
 
 
11.230 

 
 
トランスミッタ レジューム時間 

TXD ドミナント タイムアウト 
イベント検出後に TXD High 遷
移から TXが動作するまでの時

間 

 
 
- 

 
 

tTX_resume_TXDOUT 

 
 

6 

 
 
- 

 
 
- 

 
 

µs 

 
 

D 

 

11.240 

 
バスリセッシブ クランピング 
検出時間 

TXD Low 遷移後のバスリセッ

シブ クランピング検出時間 

 

- 
 

tbus_rec_clamp 

 

1 

 

- 

 

- 

 

µs 

 

D 

 
11.250 VCC_SENSOR 低電圧検出 

デバウンス時間 

 
- 

VCC_SE 
NSOR 

 
tUV_VCCSENS_deb 

 
6 

 
- 

 
54 

 
µs 

 
A 

11.260 復帰用ドミナント時間 VLIN = 0V LIN tbus 50 100 150 µs A 

11.270 TXD_LIN ドミナント  
タイムアウト時間 

VTXD = 0V TXD_LIN tto(dom)_LIN 20 40 60 ms A 

 
 
 

11.280 

 
 
 

デューティサイクル 1 

THRec(max) = 0.744×VVS 
THDom(max) = 0.581×VVS  
VVS = 7.0～18V 
tBit = 50μs 
D1 = tbus_rec(min)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN 

 
 
 

D1 

 
 
 

0.396 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
 
 

11.290 

 
 
 

デューティサイクル 2 

THRec(min) = 0.422×VVS 
THDom(min) = 0.284×VVS  
VVS = 7.6～18V 
tBit = 50μs 
D2 = tbus_rec(max)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN 

 
 
 

D2 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

0.581 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
 
 

11.300 

 
 
 

デューティサイクル 3 

THRec(max) = 0.778×VVS 
THDom(max) = 0.616×VVS  
VVS = 7.0～18V 
tBit = 96μs 
D1 = tbus_rec(min)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN 

 
 
 

D3 

 
 
 

0.417 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
 
 

11.310 

 
 
 

デューティサイクル 4 

THRec(min) = 0.389×VVS 
THDom(min) = 0.251×VVS  
VVS = 7.6～18V 
tBit = 96μs 
D1 = tbus_rec(max)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN 

 
 
 

D4 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

0.590 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
11.330 ドミナント タイムアウト検出後

の TXD解放時間 

 
- 

 
TXD_LIN 

 
tDTOrel 

 
10 

 
- 

 
20 

 
µs 

 
B 

 
 
 
11.340 

 
 
 
レシーバ伝播遅延 

LIN 物理層 LIN レシーバのレシ
ーバ電気的 ACパラメータ、 
RXD 負荷条件:  CRXD = 20pF、
VVS = 7.～18V、 
trx_pd = max(trx_pdr , trx_pdf) 

 
 
 

RXD_LIN 

 
 
 

trx_pd 

 
 
 
- 

 
 
 
- 

 
 
 

6 

 
 
 

µs 

 
 
 

A 
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11.350 

 
 
 
レシーバ伝播遅延の対称性(立ち

上がりエッジ - 立ち下がりエッ
ジ) 

LIN 物理層 LIN レシーバのレシー
バ電気的 ACパラメータ、 
RXD 負荷条件: CRXD = 20pF、
VVS = 7.～18V、 
trx_pd = max(trx_pdr、trx_pdf)、VS 
= 7.0～18V、 
trx_sym = trx_pdr – trx_pdf 

 
 
 
 

RXD_LIN 

 
 
 
 

trx_sym 

 
 
 
 

-2 

 
 
 
 

- 

 
 
 
 

+2 

 
 
 
 

µs 

 
 
 
 

A 

11.360 ウォッチドッグ  
長く開いたウィンドウ 

- - tLW 560 - 700 ms B 

 
11.370 VCC_SENSOR 過電圧 

検出デバウンス時間 

 
- VCC_SE 

NSOR 
 

tOV_VCCSENS_deb 
 

6 
 
- 

 
54 

 
µs 

 
A 

 
11.380 VCC 過電圧デバウンス時間  

- 
 

VCC 
 

tOV_VCC_deb 
 

6 
 
- 

 
54 

 
µs 

 
A 

SPI タイミング 

12.10 クロックサイクル時間 ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tclk 250 - - ns D 

12.20 SPI 有効化リードタイム ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tEN_Lead 50 - - ns D 

12.30 SPI 有効化遅延時間  ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tEN_Lag 50 - - ns D 

12.40 クロック High 時間 ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tClk_H 125 - - ns D 

12.50 クロック Low 時間 ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tClk_L 125 - - ns D 

12.60 データ入力セットアップ時間 ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tSetup 50 - - ns D 

12.70 データ入力ホールド時間 ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tHold 50 - - ns D 

12.80 データ出力有効時間 ノーマル/スタンバイ/スリープ SPI tDout_v - - 65 ns D 
 

12.90 
 
チップセレクト High パルス幅 ノーマル/スタンバイ/スリープ、

SDO ピン、CL = 20 pF 
 

SPI 
 

tNCS_pw 
 

250 
 
- 

 
- 

 
ns 

 
D 

過熱事前警告 
 

13.10 過熱保護事前警告しきい値 
(グレード 1) 

 
- 

 
- 

 
TOT_Prew_1 

 
120 

 
- 

 
145 

 
℃ 

 
B 

 
13.20 過熱保護事前警告しきい値 

(グレード 0) 

 
- 

 
- 

 
TOT_Prew_0 

 
140 

 
- 

 
165 

 
℃ 

 
B 

 
13.30 過熱保護事前警告ヒステリシス  

- -  
TOT_hys 

 
- 

 
15 

 
- 

 
℃ 

 
C 

VS2 

 

1.7 
VS2 低電圧しきい値  
(ノーマルモードからフェイルセ

ーフ モードへの切り換え) 

電源電圧立ち下がり VS2 VVS2_th_N_F_down 3.9 4.3 4.7 V A 

電源電圧立ち上がり VS2 VVS2_th_F_N_up 
4.1 4.6 4.9 V A 

1.8 VS2 低電圧ヒステリシス - VS2 VVS2_hys_F_N 0.1 0.25 0.4 V A 

  電源 Off モードへの切り換え VS2 VVS2_th_U_down 1.9 2.05 2.3 V A 

1.9 VS2 動作しきい値 
(電源 Off モードへの切り換え) 
 

フェイルセーフ モードから電源
Off モードへの切り換え 

 
VS2 

 
VVS2_th_U_up 

 
2.0 

 
2.25 

 
2.5 

 
V 

 
A 

1.10 VS2 低電圧ヒステリシス - VS2 VVS2_hys_U 0.1 0.2 0.3 V A 

RXD_LIN2 

 
2.1 

 
Low レベル出力シンク能力 

ノーマルモード、VLIN2 = 0V、
IRXD_LIN2 = 2mA 

RXD_LIN 
2 

 
VRXD_LIN2_L 

 
- 

 
0.2 

 
0.4 

 
V 

 
A 

 
2.1 

 
High レベル出力ソース能力 

ノーマルモード、VLIN2 = VVS2、
IRXD_LIN2 = 2mA 

RXD_LIN 
2 

 
VRXD_LIN2 _H 

VVCC_µC- 
0.4 

VVCC_µ 
C-0.2 

 
- 

 
V 

 
A 

TXD_LIN2 

 
3.1 

 
Low レベル電圧入力 

 
- 

TXD_LIN 
2 

 
VTXD_LIN2 _L 

 
-0.3 

 
- 

 
+0.8 

 
V 

 
A 

 
3.2 

 
High レベル電圧入力 

 
- 

TXD_LIN 
2 

 
VTXD_LIN2 _H 

 
2 

 
- 

VVCC_µC+ 
0.3 

 
V 

 
A 
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3.3 
 
プルアップ抵抗 

 
VTXD_LIN2 = 0V 

TXD_LIN 
2 

 
RTXD_LIN2 

 
40 

 
70 

 
100 

 
kΩ 

 
A 

 
3.4 

 
High レベルリーク電流 

 
VTXD_LIN2 = VVCC_µC 

     TXD_LIN 
2 

 
ITXD_LIN2 

 
-3 

 
- 

 
+.3 

 
µA 

 
A 

 
 

3.7 

 
LIN2 復帰要求時の 
Low レベル出力シンク電流 

Fail-Safeモード、VLIN2 = VVS2 
VTXD_LIN2 = 0.4V 

 
     TXD_LIN 

2 

 
ITXD_LIN2 

 
 

2 

 
 

2.5 

 
 

8 

 
 

mA 

 
 

A 

EN_LIN2 

4.1 Low レベル電圧入力 - EN_LIN2 VEN_LIN2 _L -0.3 - +0.8 V A 

4.2 High レベル電圧入力 - EN_LIN2 VEN_LIN2 _H 2 -  V A 

4.3 プルダウン抵抗 VEN_LIN2 = VVCC_µC EN_LIN2 REN_LIN2 50 125 200 kΩ A 

4.4 Low レベル入力電流 VEN_LIN2 = 0V EN_LIN2 IEN_LIN2 -3 - +3 µA A 

内部リセット NRES_int LIN2 

5.1 Low レベル電圧入力 VVS_LIN2 = 5.5V - treset_int_LIN2 2 4 6 ms B 
 

5.2 リセット デバウンス時間 
(立ち下がりエッジ) 

 
VVS_LIN2 = 5.5V 

 
- 

 
tres_f 

 
0.5 

 
- 

 
10 

 
µs 

 
D 

VCC_µC (3.3V) 

 
 

8.1 

 
 
出力電圧 

4V < VVS2 < 18V 
 (0～50 mA) 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µVnor 

 
3.234 

 
- 

 
3.366 

 
V 

 
A 

4.5V < VVS2 < 18V 
 (0～85 mA) 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µVnor 

 
3.234 

 
- 

 
3.366 

 
V 

 
B 

 
8.2 低 VVS2時の VVCC_µC出力電圧  

3V < VVS2 < 4V 
 

VCC_µC 
 

VVCC_µClow 
 

VVS2 - VD 
 
- 

 
3.366 

 
V 

 
A 

8.3 レギュレータ ドロップアウト電圧 VVS2 > 3V、IVCC_µC = –15 mA VCC_µC VD1 - 100 150 mV A 

8.4 レギュレータ ドロップアウト電圧 VVS2 > 3V、IVCC_µC = –50mA VCC_µC VD2 - 300 500 mV A 

8.5 ライン レギュレーション(max) 4V < VVS2 < 18V VCC_µC VCC_µCline - - 0.2 % A 

8.6 ロード レギュレーション(max) 5mA < IVCC_µC < 50mA VCC_µC VCC_µCload - - 0.5 % A 

8.7 出力電流制限 VVS2 > 4V VCC_µC IVCC_µC_lim - -180 -120 mA A 

8.8 負荷容量 MLC コンデンサ VCC_µC Cload 3.5 4.7 - µF D 
 
 

8.9 

VCC_µC 低電圧しきい値 
(NRES_int は Low) 

VCC_µC 基準 
 VVS2 > 4V 

 
VCC_µC 

VCC_µCVCC_µC_th_uv_do 
wn 

 
2.2 

 
2.5 

 
2.8 

 
V 

 
A 

VCC_µC 低電圧しきい値 
(NRES_int は High) 

VCC_µC 基準 
VVS2 > 4V 

 
VCC_µC 

 
VCC_µCVCC_µC_th_uv_up 

 
2.4 

 
2.6 

 
2.9 

 
V 

 
A 

 
8.10 VCC_µC 低電圧しきい値 

ヒステリシス 

 
VVS2 > 4V 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µC_hys_uv 

 
100 

 
200 

 
300 

 
mV 

 
A 

 
 

8.11 
VVS2 > 4V から VVCC_µC = 2.8V 
までの立ち上がり時間 

 
CVCC_µC> 3.5 μF 
Iload = –5 mA @ VCC_µC 

 
 

VCC_µC 

 
tVCC_µC 

 
 
- 

 
 
1 

 
 

1.5 

 
 

ms 

 
 

A 

        VCC_µC (5.0V) 

 
 

9.1 

 
 
出力電圧 

5.5V < VVS2 < 18V  
(0～50 mA) 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µVnor 

 
4.9 

 
- 

 
5.1 

 
V 

 
A 

6V < VVS2 < 18V  
(0～85 mA) 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µVnor 

 
4.9 

 
- 

 
5.1 

 
V 

 
B 

 
9.2 低 VVS2時の VVCC_µC出力電圧  

4V < VVS2 < 5.5V 
 

VCC_µC 
 

VVCC_µClow 
 

VVS2 - VD 
 
- 

 
5.1 

 
V 

 
A 

9.3 レギュレータ ドロップアウト電圧 VVS2 > 4V、IVCC_µC = –20 mA VCC_µC VD1 - 100 200 mV A 

9.4 レギュレータ ドロップアウト電圧 VVS2 > 4V、IVCC_µC = –50mA VCC_µC VD2 - 300 500 mV A 

9.5 レギュレータ ドロップアウト電圧 VVS2 > 3.3V、 
IVCC_µC = –15mA 

VCC_µC VD3 - - 150 mV A 

9.6 ライン レギュレーション(max) 5.5V < VVS2 < 18V VCC_µC VCC_µCline - - 0.2 % A 
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9.7 ロード レギュレーション(max) 5mA < IVCC_µC < 50mA VCC_µC VCC_µCload - - 0.5 % A 

9.8 出力電流制限 VVS2 > 5.5V VCC_µC IVCC_µC_lim - -180 -120 mA A 

9.9 負荷容量 MLC コンデンサ VCC_µC Cload 3.5 4.7 - µF D 
 
 

9.10 

VCC_µC 低電圧しきい値 
(NRES_int は Low) 

VCC_µC 基準 
VVS2 > 5.5V 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µC_th_uv_down 

 
4.2 

 
4.4 

 
4.6 

 
V 

 
A 

VCC_µC 低電圧しきい値 
(NRES_int は High) 

VCC_µC 基準 
VVS2 > 5.5V 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µC_th_uv_up 

 
4.3 

 
4.6 

 
4.8 

 
V 

 
A 

 
9.11 VCC_µC 低電圧しきい値 

ヒステリシス 
VCC_µC 基準 
VVS2 > 5.5V 

 
VCC_µC 

 
VVCC_µC_hys_uv 

 
100 

 
200 

 
300 

 
mV 

 
A 

 
 

9.12 
VVS2 > 5.5V から VVCC_µC = 4.3V
までの立ち上がり時間 

 
CVCC_µC = 4.7 μF 
Iload = –5 mA @ VCC_µC 

 
 

VCC_µC 

 
tVCC_µC 

 
 
- 

 
 

1 

 
 

1.5 

 
 

ms 

 
 

A 

LIN2 バスドライバ:バス負荷条件: Load 1 (小負荷): 1 nF/1 kΩ、Load 2 (大負荷):  10 nF/500Ω/CRXD_LIN2 = 20 pF、Load 3 (中負荷): 6.8nF/660Ω、 
抜き取り検査による特性化(適正タイミング パラメータは表内の No.12.7/12.8 (20kb/s)と No.12.9/12.10 (10.4kb/s)で指定) 

 
10.1 

 
ドライバ リセッシブ出力電圧 

 
Load1 / Load2 

 
- 

 
VBUSrec 

0.9 * VVS2  
- 

 
VVS2 

 
V 

 
A 

10.2 ドライバ ドミナント電圧 VVS2 = 7V、Rload = 500Ω - VLoSUP - - 1.2 V A 

10.3 ドライバ ドミナント電圧 VVS2 = 18V、Rload = 500Ω - VHiSUP - - 2 V A 

10.4 ドライバ ドミナント電圧 VVS2 = 7V、Rload = 1000Ω - VLoSUP_1k 0.6 - - V A 

10.5 ドライバ ドミナント電圧 VVS2 = 18V、Rload = 1000Ω - VHiSUP_1k 0.8 - - V A 

10.6 VVS2 へのプルアップ抵抗 直列ダイオードが必須 - RLIN2 20 30 47 kΩ A 
 

10.7 
 
直列ダイオードでの電圧降下 

抵抗 RLIN2のプルアップ

経路において 
ISerDiode = 10 mA 

 
- 

 
VSerDiode 

 
0.4 

 
- 

 
1.0 

 
V 

 
D 

 
10.8 

LIN2 電流制限  
VBUS = VVBat_max 

 
- 

 
- 

 
IBUS_LIM 

 
40 

 
120 

 
200 

 
mA 

 
A 

 
 

10.9 

 
レシーバ入力リーク電流 
(指定のプルアップ抵抗を含む) 

入力リーク電流 
(ドライバ Off) 
VBUS = 0V  
VVBat = 2V 

 
 
- 

 
 

IBUS_PAS_dom 

 
 

-1 

 
 

-0.35 

 
 
- 

 
 

mA 

 
 

A 

 
 

10.10 

 
 

リーク電流 LIN2 リセッシブ 

ドライバ Off 
8V < VVbat < 18V 

8V < VBUS < 18V  
VBUS>= VVbat 

 
 

- 

 
 

IBUS_PAS_rec 

 
 

- 

 
 

10 

 
 

20 

 
 

µA 

 
 

A 

 
 
 

10.11 

リーク電流 制御ユニットをグラン
ドから切断時 
ローカルグランドの喪失が他のネッ
トワーク内の通信に影響を及ばさな

い事が必要 

 
GNDDevice = VVS2  
VVBat = 12V 
0V < VBUS < 18V 

 
 
 
- 

 
 

IBUS_NO_gnd 

 
 
 

-10 

 
 
 

+0.5 

 
 
 

+10 

 
 
 

µA 

 
 
 

A 

 
 
 

10.12 

バッテリ切断時のリーク電流 
ノードはこの条件で流れる電流に

耐える必要がある 
 バスはこの条件で動作を維持でき

る必要がある 

 
VBat 切断  
VSUP_Device = GND  
0V < VBUS < 18V 

 
 
 
- 

 
 

IBUS_NO_bat 

 
 
 
- 

 
 
 

0.1 

 
 
 

2 

 
 
 

µA 

 
 
 

A 

10.13 LIN2 ピン静電容量(GND に対して) - - CLIN2 - - 20 pF D 

LIN2 バスレシーバ 
 

11.1 
 
レシーバしきい値の中央値 

VBUS_CNT =  
(Vth_dom + Vth_rec)/2 

 
- 

 
VBUS_CNT 

0.475 * 
VVS2 

0.5 * 
VVS
2 

0.525 * 
VVS2 

 
V 

 
A 

 
11.2 

 
レシーバ ドミナント状態 

 
VEN_LIN2 = 5V/3.3V 

 
- 

 
VBUSdom 

 
-27 

 
- 0.4 * 

VVS2 

 
V 

 
A 

 
11.3 

 
レシーバ リセッシブ状態 

 
VEN_LIN2 = 5V/3.3V 

 
- 

 
VBUSrec 

0.6 * VVS2  - 
 

40 
 

V 
 

A 
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11.4 
 
レシーバ入力ヒステリシス 

 
Vhys = Vth_rec – Vth_dom 

 
- 

 
VBUShys 

0.028 * 
VVS2 

0.1* 
VVS2 

0.175 * 
VVS2 

 
V 

 
A 

 
11.5 事前復帰検出 LIN2 High レベル

入力電圧 

 
- 

 
- 

 
VLIN2H 

 
VVS2 - 2 

 
- 

 
VVS2 
+0.3 

 
V 

 
A 

 
11.6 事前復帰検出 LIN2 Low レベル

入力電圧 

 
LIN レシーバはアクティブ 

 
- 

 
VLIN2L 

 
-27 

 
- 

 
VVS2 - 

3.3 

 
V 

 
A 

 内部タイマ LIN2 デバイス 
 

12.1 LIN2 バスを介する復帰の 
ドミナントタイマ 

 
VLIN2 = 0V 

 
- 

 
tbus 

 
50 

 
100 

 
150 

 
µs 

 
A 

 

12.2 
EN_LIN2 ピンを介するモード変更

(Fail-Safe→Normal)の時間遅延 
 
VEN_LIN2 = 5V/3.3V 

 

- 
 

tnorm 

 

5 

 

15 

 

20 

 

µs 

 

A 

 

12.3 
EN_LIN2 ピンを介するモード変更

(Normal→スリープ)の時間遅延 
 
VEN_LIN2 = 0V 

 

- 
 

td_sleep 

 

5 

 

15 

 

20 

 

µs 

 

A 

 

12.4 
モード変更(Normal→Sleep)におけ

る EN_LIN2 と TXD_LIN2 の間の
時間遅延 

 
VEN_LIN2 = 0V 

 

- 
 

td 

 

- 

 

- 

 

3.2 

 

µs 

 

D 

12.5 TXD ドミナント タイムアウト時間 VTXD_LIN2 = 0V - tto(dom)_LIN2 20 40 60 ms A 
 

12.6 
EN_LIN2 ピンを介するモード変更

(Silent→Normal)の時間遅延 
 
VEN_LIN2 = 5V/3.3V 

 

- 
 

ts_n 

 

5 

 

15 

 

40 

 

µs 

 

A 

 
 
 

12.7 

 
 
 

デューティサイクル 1 

THRec(max) = 0.744×VVS 
THDom(max) = 0.581×VVS 
VVS = 7.0～18V 
tBit = 50μs 
D1 = tbus_rec(min)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN2 

 
 
 

D1 

 
 
 

0.396 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
 
 

12.8 

 
 
 

デューティサイクル 2 

THRec(min) = 0.422×VVS 
THDom(min) = 0.284×VVS 
VVS = 7.6～18V 
tBit = 50μs 
D2 = tbus_rec(max)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN2 

 
 
 

D2 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

0.581 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
 
 

12.9 

 
 
 

デューティサイクル 3 

THRec(max) = 0.778×VVS 
THDom(max) = 0.616×VVS 
VVS = 7.0～18V 
tBit = 96μs 
D1 = tbus_rec(min)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN2 

 
 
 

D3 

 
 
 

0.417 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
 
 

12.10 

 
 
 

デューティサイクル 4 

THRec(min) = 0.389×VVS 
THDom(min) = 0.251×VVS 
VVS = 7.6～18V 
tBit = 96 μs 
D1 = tbus_rec(max)/(2×tBit) 

 
 
 

LIN2 

 
 
 

D4 

 
 
 

- 

 
 
 

- 

 
 
 

0.590 

 
 
 

- 

 
 
 

A 

 
12.11 LIN2 の立ち上がり/立ち下がり 

エッジ スロープ時間 

 
VVS2 = 7.0～18V 

 
- 

 
VLIN2L 

 
3.5 

 
- 

 
22.5 

 
µs 

 
A 

LIN2 物理層 LIN2 レシーバの LIN2 デバイスレシーバ電気的 AC パラメータ 、RXD負荷条件:  CRXD_LIN2 = 20 pF 

 
13.1 

 
レシーバ伝播遅延 

VVS2 = 7.0～18V 
trx_pd = max(trx_pdr、trx_pdf) 

 
- 

 
trx_pd 

 
- 

 
- 

 
6 

 
µs 

 
A 

 

13.2 
レシーバ伝播遅延の対称性(立ち上

がりエッジ - 立ち下がりエッジ) 
VVS2 = 7.0～18V 
trx_sym = trx_pdr - trx_pdf 

 

- 
 

trx_sym 

 

-2 

 

- 

 

+2 

 

µs 

 

A 
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Note: 

• A = 全数検査 

• B =全数相間検査 

• C = 抜き取り検査による特性化 

• D = 設計パラメータ 

 

図 5-1. CAN トランシーバ タイミング 1 
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図 5-2. CAN トランシーバ タイミング 2 
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6. 応用回路 
図 6-1. 代表的応用回路(ATA6580、ATA6585) 
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図 6-2. 代表的応用回路(ATA6581、ATA6586) 
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図 6-3. 代表的応用回路(ATA6582、ATA6583、ATA6587、ATA6588) 
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図 6-4. ATA658x 試験回路 
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7. パッケージ情報 
パッケージのマーキング情報 
 

 
18 ピン 4.5x3mm VDFN 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

凡例:XX...X  お客様固有情報 
Y 年コード(西暦の下 1桁) 
YY 年コード(西暦の下 2桁)  
WW 週コード(1 月 1 日の週が「01」 
NNN 英数字のトレーサビリティ コード 
e3 無光沢スズ(Sn)めっきの使用を示す鉛フリーJEDEC マーク 

* このパッケージは鉛フリーです。鉛フリーJEDCマーク(e3) 
は外箱に表記しています。 

Note:   Microchip 社の製品番号が 1 行に収まりきらない場合は複数行を使いま

す。その場合、お客様固有情報に使える文字数が制限されます。 
 

 
ATA6581 
2423542 

 
XXXXXXX 
YYWWNN
N 
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凡例:XX...X  お客様固有情報 
Y 年コード(西暦の下 1桁) 
YY 年コード(西暦の下 2桁)  
WW 週コード(1 月 1 日の週が「01」 
NNN 英数字のトレーサビリティ コード 
e3 無光沢スズ(Sn)めっきの使用を示す鉛フリーJEDEC マーク 

* このパッケージは鉛フリーです。鉛フリーJEDC マーク(e3) 
は外箱に表記しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Note:Microchip 社の製品番号が 1 行に収まりきらない場合は複数行を使います。

その場合、お客様固有情報に使える文字数が制限されます。 
 

 
ATA6587 
2415581 

 
XXXXXXX 
YYWWNN
N 
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18-Lead Very Thin Dual Flatpack No-Lead Package (QQB) 4.5x3 mm Body (VDFN) 
With Stepped Wettable Flanks 
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18- Lead Very Thin Dual Flatpack No-Lead Package (QQB) 4.5x3 mm Body (VDFN) 
With Stepped Wettable Flanks 
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18-Lead Very Thin Dual Flatpack No-Lead Package (QQB) 4.5x3 mm Body (VDFN) 
With Stepped Wettable Flanks 
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26-Lead Very Thin Dual Flatpack No-Lead Package (QRB) 6.5x3 mm Body (VDFN) 
With Stepped Wettable Flank 
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26-Lead Very Thin Dual Flatpack No-Lead Package (QRB) 6.5x3 mm Body (VDFN) 
With Stepped Wettable Flank 
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26- Lead Very Thin Dual Flatpack No-Lead Package (QRB) 6.5x3 mm Body (VDFN) 
With Stepped Wettable Flanks 
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8. 改訂履歴 
リビジョン B (2024 年 3 月) 
• 1. 「ピン配置」内のパッケージサイズを訂正しました。 
• 4. 「温度特性」内の製品番号を訂正しました。 
• 2.14.1. 「概要」に SPI 転送の第 1 バイトに関する説明を追加しました。 

• その他、編集上の変更を加えました。 

リビジョン A (2024 年 2 月) 
本書は初版です。 
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Microchip 社情報 
 
Microchip 社ウェブサイト 
Microchip 社はウェブサイト(www.microchip.com)を通してオンライン サポートを提供しています。当
ウェブサイトでは、お客様に役立つ情報やファイルを簡単に見つけ出せます。以下を含む各種の情報を
ご覧になれます。 
• 製品サポート - データシートとエラッタ、アプリケーション ノートとサンプル プログラム、設計リ

ソース、ユーザガイドとハードウェア サポート文書、最新のソフトウェアと過去のソフトウェア 
• 技術サポート – FAQ(よく寄せられる質問)、技術サポートのご依頼、オンライン ディスカッショ

ン グループ、Microchip 社のデザイン パートナー プログラムおよびメンバーリスト 
• ご注文とお問い合わせ - 製品セレクタと注文ガイド、最新プレスリリース、セミナー/イベントの

一覧、お問い合わせ先(営業所/正規代理店)の一覧 

 
製品変更通知サービス 
Microchip 社の製品変更通知サービスは、お客様に Microchip 社製品の最新情報をお届けする配信サー

ビスです。ご興味のある製品ファミリまたは開発ツールに関する変更、更新、リビジョン、エラッタ情
報をいち早くメールにてお知らせします。 

http://www.microchip.com/pcn にアクセスし、登録手続きをしてください。 

 
カスタマサポート 
Microchip 社製品をお使いのお客様は、以下のチャンネルからサポートをご利用になれます。 

• 正規代理店 
• 技術サポート 

サポートは正規代理店にお問い合わせください。各地の営業所もご利用になれます。本書の最後のペー

ジに各国の営業所の一覧を記載しています。 

技術サポートは以下のウェブページからもご利用になれます。 

www.microchip.com/support 

https://www.microchip.com/
https://www.microchip.com/pcn
https://www.microchip.com/support
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製品識別システム 
ご注文や製品の価格、納期につきましては弊社または正規代理店にお問い合わせください。 

- XX X X 
 

X -   XXX 
 

 
 

テープ& 
リール  

オプション 

パッケージ
の指令への

準拠 

 
温度レンジ 

 
認証 

 

デバイス:  ATA658x 

パッケージ: GT VDFN18 

 GU VDFN26 

テープ&リール オプション: Q 直径 330 mm テープ&リール(1) 

パッケージの指令への準拠: W PRoHS に準拠(3) 

温度レンジ: 0 温度グレード 0 (-40～+150 ℃) 

 1 温度グレード 1 (-40～+125 ℃) 
認証 VAO 標準車載対応品 

 

例: 
• ATA6580-GTQW0-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD 対応、VCC=5V、

VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 0 
• ATA6580-GTQW1-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD 対応、VCC=5V、

VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 1 
• ATA6581-GTQW0-VAO:LIN トランシーバ、CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD 対応、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 0 
• ATA6581-GTQW1-VAO:LIN トランシーバ、CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD 対応、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 1 
• ATA6582-GUQW1-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_μC=5V、グレード 1 
• ATA6583-GUQW1-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰なし)、CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_μC=3.3V、グレード 1 
• ATA6585-GTQW0-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、CAN FD 対応、VCC=5V、

VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 0 
• ATA6585-GTQW1-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、CAN FD 対応、VCC=5V、

VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 1 
• ATA6586-GTQW0-VAO:LIN トランシーバ、CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、CAN FD 対応、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 0 
• ATA6586-GTQW1-VAO:LIN トランシーバ、CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、CAN FD 対応、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、グレード 1 
• ATA6587-GUQW1-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_μC=5V、グレード 1 
• ATA6588-GUQW1-VAO:CAN トランシーバ(選択的復帰あり)、CAN FD 対応、2x LIN トランシーバ、

VCC=5V、VCC_SENSOR=5V/3.3V、VCC_μC=3.3V、グレード 1 

製品番号 
 
デバイス パッケージ 
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Note: 
1. テープ＆リールの識別情報は、カタログの製品番号説明に記載しています。これは製品の注文時に

使う識別情報であり、デバイスのパッケージには印刷していません。テープ&リールが選択できる

パッケージの在庫/供給状況は正規代理店にお問い合わせください。 
2. 小型パッケージ オプションがご利用になれる場合があります。小型パッケージについては

www.microchip.com/ packaging をご覧になるか、弊社正規代理店までお問い合わせください。 
3. RoHS 準拠: 均質材料中の臭素(Br)と塩素(Cl)の最大許容濃度はそれぞれ 0.09% (900 ppm)、臭素と塩

素の合計濃度は 0.15% (1500 ppm)未満、均質材料中のアンチモン(Sb)の最大許容濃度は 0.09% (900 
ppm) 

Microchip 社のデバイスコード保護機能 
Microchip 社製品のコード保護機能について以下の点にご注意ください。 

• Microchip 社製品は、該当する Microchip 社データシートに記載の仕様を満たしています。 
• Microchip 社では、通常の条件ならびに仕様に従って使った場合、Microchip 社製品のセキュリティ 

レベルは、現在市場に流通している同種製品の中でも最も高度であると考えています。 
• Microchip 社はその知的財産権を重視し、積極的に保護しています。Microchip 社製品のコード保護

機能の侵害は固く禁じられており、デジタル ミレニアム著作権法に違反します。 
• Microchip 社を含む全ての半導体メーカーで、自社のコードのセキュリティを完全に保証できる企

業はありません。コード保護機能とは、Microchip 社が製品を「解読不能」として保証するもので
はありません。コード保護機能は常に進歩しています。Microchip 社では、常に製品のコード保護
機能の改善に取り組んでいます。 

法律上の注意点 
本書および本書に記載されている情報は、Microchip 社製品を設計、テスト、お客様のアプリケーシ

ョンと統合する目的を含め、Microchip 社製品に対してのみ使用する事ができます。 
それ以外の方法でこの情報を使用する事はこれらの条項に違反します。デバイス アプリケーションの情
報は、ユーザの便宜のためにのみ提供されるものであり、更新によって変更となる事があります。お客
様のアプリケーションが仕様を満たす事を保証する責任は、お客様にあります。その他のサポートにつ
いては、弊社または代理店にお問い合わせになるか、www.microchip.com/en-us/support/design-help/ 
client-support-services をご覧ください。 

Microchip 社は本書の情報を「現状のまま」で提供しています。 
Microchip 社は明示的、暗黙的、書面、口頭、法定のいずれであるかを問わず、本書に記載されている情
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